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日
文
研

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

の
創
設
に
あ
た
り
、

一
九
八
七
年

に
開
設
さ
れ
た
事
業

の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
目
的
は
海

外

の
日
本
研
究
者
と

日
本

の
研
究
者
ど

の
交
流
を
促
進
す

る
こ
と

に
あ
り
ま

す
。研

究
と

い
う
人
間

の
営
み
は
、

フ
ォ
ー

マ
ル
な
活
動

の
み
で
成
り
立

っ
て

い

る
わ
け

で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
顔
を
出
し
た
会

や
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら

の
議

論
や
情
報
交
換
な
ど
が
貴
重
な
契
機
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
そ

の
よ
う
な
契
…機
を
生
み
出
す

こ
と
を
願

い
、
様

々
な
研
究

者
が
自
由
な

テ
ー

マ
で
話
が
出
来
る
よ
う

に
、
文
字
ど
お
り
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル

な

「広
場
」
を
提
供
し
よ
う
と
す

る
も

の
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
書

の
公
刊
を
機
と
し
て
、
皆
様

の
日
文
研

フ
ォ
ー

ラ
ム

へ
の
ご
理
解
が
深
ま
り
ま
す

こ
と
を
祈
念

い
た
し

て
お
り
ま
す
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長

山
折

哲
雄
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は
じ
め
に

周
知

の
よ
う

に
、
戦
後

の

一
時
期
、
中
国
と

日
本
と

の
関
係
は
冷
戦

に
よ
り
凍
結
さ
れ
て

い
た
。

し
か
し

、
そ
う
し
た
中
に

あ

っ
て
、
趙
冬

日
と

い
う
、
か

つ
て
日
本
に
留
学

し
た
経
験
を
も

つ

一
人

の
建
築
家
に
よ

っ
て
、
戦
前

の
日
本
と
五
〇
年

代

の

中
国
建

築
と
が
結
び

つ
け
ら

れ
て
い
た
。

こ
こ

で
は
、
趙
冬

日

の
経
歴
と
建
築
作
品
を
主
た
る
研
究
対
象
と
し

て
、
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
と

の
関
連
性

を
論

述
す

る
こ
と

を
試

み

る
。
す
な
わ
ち
、
思
想
と
表
現

の
問
題
に

つ
い
て
も
足
を
踏
み
入
れ
、
社
会
主
義

の
建
築
と
は
何
か

、
ま
た
社
会
主
義

に
お
け

る
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
何
か
、
建
築
に
お

い
て
如
何

に
表
現
さ
れ
た
か
、
日
本

の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
と

の
関
係
を
論

述
す

る
。
あ
わ
せ

て
、
こ

の
歴
史
的
事
実

に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ

て
、
当
時

の
社
会
的
背
景
を
念
頭

に
置
き
な
が

ら
、
中
国
現
代
建

築

の
成

立
基
盤

に

つ
い
て
考
察
を
試

み
た

い
。

一
1
一

 

一
九
三
〇
年
代
の
中
国
人
留
学
生
ー
中
国
建
築
と
日
本
と
の
接
点

1

近
代
日
本
に
お
け
る
建
築
留
学
生

　

実
藤

恵
秀

は
近
代

日
本

に
お
け
る
中
国
人
留
学
生

(人
文

・
社
会
系
)
を
統
計
的
に
分
析

し
て

い
る
が
、

比
較

の
た
め
、
戦

前

期

(
一
九
〇
〇
1

一
九

四
〇
)
に
お
け
る
工
学
系
留
学
生

の
割

合
を
算
出
し

て
み
る
と
、
多

か

っ
た
の
は
、

一
九

〇
五
年

の

二
七
%

と

二
六
年

の
二
八
%

で
、
平
均

的
に
は
、

一
〇
1

二
〇
%

の
間
に
あ

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
因

み

に
、
趙
冬
日
が
入

学
し
た

一
九
三
六
年

は

一
〇
%

で
あ

っ
た
。



地
域
的
に
み
る
と
、
東
京
を
中
心
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
一
九
〇
〇
1

一
九
四
五
年

の
問
に
お
け
る
卒
業
者
数
で
は
、

東
京
高
等
工
業
学
校

(東
京
工
業
大
学
)
が
七
八
五
人
と
群
を
抜
い
て
お
り
、
大
阪
高
等
工
業
学
校

(大
阪
工
業
大
学
)

の

一

六
五
人
が
そ
れ
に
続

い
た
が
、
東
西
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
た
。

建
築

・
土
木
の
両
科
に
限
定
す
る
と
、
そ
の
数
は
建
築
科

一
八
五
人
、
土
木
科

一
四
〇
人
と
な
り
、
建
築
科
だ
け
で
も
留
学

ヨ

生
の
卒
業
者
数
は
工
学
系
の
第
三
位
を
占
め
て
い
た
。

趙
冬
日
の
母
校

・
早
稲
田
大
学
で
は
、
一
八
九
九
年
以
来
、
清
国
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
き
た
が
、

一
九
〇
五
年
七
月
に
は
、

新
た
に
特
設
機
関
と
し
て
清
国
留
学
生
部
の
設
立
を
内
外
に
表
明
し
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

]
九
〇
六
年
に
は
来
日
す
る

留
学
生
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
清
国
留
学
生
部
以
外
で
は
、
早
稲
田
大
学

の
中
国
人
留
学
生
は
、
政
治
経
済
学

部
の
卒
業
生
が

一
番
多
か

っ
た
。
『日
本
留
学
中
華
民
国
人
名
調
』
(
一
九
三
九
)
に
よ
れ
ば
、

一
九
〇
五
年
か
ら

一
九
三
九
年

ま
で
の
政
治
経
済
学
部
の
卒
業
生
は

一
二
七
人
を
数
え
、
対
し
て
、
理
工
学
部
の
卒
業
生
は
二

]
人
で
あ

っ
た
。

早
稲
田
大
学

の
建
築
学
科
で
は
、

一
九

一
〇
年
九
月
に
建
築
学
本
科
第

一
回
生

(二
二
名
)
の
授
業
が
開
始
さ
れ
た
。
建
築

学
科
の
誕
生
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
建
築
学
科
創
設
の
準
備
段
階
か
ら
実
質
的
な
顧
問
と
し
て
尽
力
し
た
の
は
、
日
本
建
築
界

の
元
勲
と
し
て
知
ら
れ
た
辰
野
金
吾
で
あ

っ
た
。
彼
は
、
一
八
七
九
年
に
工
部
大
学
校
造
家
学
科

(現

・
東
京
大
学
建
築
学
科
)

の
第

一
回
卒
業
生
で
あ
り
、
工
部
大
学
校

・
帝
国
大
学
工
科
大
学
教
授
、
同
工
科
大
学
長
、
建
築
学
会
会
長
な
ど
を
歴
任
し
た

人
物
で
あ
る
。
彼
は
大
隈
重
信
と
同
郷

(佐
賀
)
で
も
あ

っ
た
が
、
大
学
建
設
の
た
め
に
力
を
注
い
だ
。

そ
の
後
、
や
は
り
帝
国
大
学
教
授
で
あ

っ
た
塚
本
靖
、
伊
東
忠
太
な
ど
の
尽
力
も
加
わ
り
、
新
た
な
高
等
教
育
機
関
の
誕
生

に
対
す
る
期
待
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
〇
九
年
四
月
に
は
、
佐
藤
功

一
が
建
築
学
科
主
任
教
授
に
就
任
し
た
。
佐

一2一



藤
は

一
九
〇
三
年
に
帝
国
大
学
を
卒
業
し
た
俊
英
で
、
当
時
弱
冠
二

　

九
歳
で
あ

っ
た
。

建
築
学
科

に
お
け
る
最
初

の
中
国
人
留
学
生
は

一
九

一
六
年
卒
業

ら

の
傅
為

基

で
あ

っ
た
。

そ

の
後
、

一
九

一
九
年

に
須
曽

蔭
、

一
九

二

　

五
年
に
は
周
継
冕
が
続

い
た
。
筆
者
の
統
計

に
よ
れ
ば
、

一
九
四
九

年
ま
で
の
卒
業
生
は

一
五
名
を
数
え
た
。
な
お
、
趙
冬
日
の
卒
業
し

た

一
九
四

一
年
の
留
学
生
に

つ
い
て
は
以
下
の
こ
と
が
判
明
し
て
い

る

(図
1
)
。

王
可
久

(
一
九

一
〇
i
)

"
錦
州
盤
山
人
。

一
九
三
入
年
に
官
費

入
学
に
よ
り
、
早
稲
田
附
属
高
等
学
院
に
入
学
。
そ
の
後
、
早

稲
田
大
学
理
工
学
部
に
進
学
し
、
四

一
年
三
月
卒
業
。
卒
業
設

計
は

「
市
民
図
書
館
」
、
卒
業
論
文
は

「満
州
住
宅
建
築
に
就

い

て
凵
。

陳
鮫

(
一
九

二
ニ
ー
)

"
広
東
恩
平
人
。
上
海
医
学
院
を
卒
業
後
、

一
九
三
九
年
に
第

一
早
稲
田
高
等
学
院
を
経
て
、
早
稲
田
大
学

理
工
学
部
に
入
学
、
四

一
年
三
月

に
卒
業
。
卒
業
設
計
は

一
中

華
民
国
青
年
会
館
試
案
」
、
卒
業
論
文
は

[
工
場
断
面
に
於
け
る

　

自
然
換
気
に
関
す
る
実
験
的
研
究
」
(仲
崎
正

一
と
合
作
)
。

図11941年 早稲田大学 建築学科卒業写真 。後列左端 が趙 冬 日、左か ら6番 目は王可

久。後か ら2列 目左 か ら2番 目は林慶豊 、3番 目は陳鮫。
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林
慶
豊

(
一
九

一
三

・
五

・
一
六
-

一
九
九
五

・
一
・
二
六
)
"
台
湾
台
南
人
。
台
湾
第

一
中
学
校
を
経
て
、
早
稲
田
大
学

に
入
学
。
四

一
年
三
月
卒
業
。
卒
業
設
計
は

「山
麓
に
建

つ
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
、
卒
業
論
文
は

■
書
光
の
実
測
に
よ
る
採

光
能
率
の
研
究
照
度
と
作
業
能
率
の
関
係
」
(小
松
謙
治
、
田
久
保
義
男
と
共
著
)
。
卒
業
後
、
す
ぐ
に
台
湾
に
は
戻
ら
ず
、

鹿
島
建
設
株
式
会
社
工
程
師
と
な
る
。
戦
後
、
米
国
第
八
軍
技
術
本
部
顧
問
工
程
師
。
台
湾
光
復
の
後
、
建
築
師
事
務
所

を
開
設
。
組
建
台
湾
建
築
技
師
工
会
、
任
理
事
長

(
一
九
六

一
-

一
九
六
五
)
、
台
北
市
政
府
都
市
計
画
委
員
会
委
員
を

歴
任
。

一
九
六
五
年
に
は
、
中
国
文
化
学
院
建
築
及
都
市
設
計
学
系
教
授
。
設
計
は
台
泥
人
楼
、
台
肥
大
楼
、
双
連
大
楼
、

　

台
南
神
学
院
頌
声
堂
、
省
立
高
雄
医
院
、
康
寧
總
医
院
な
ど
が
あ
る
。

2

趙
冬
日
の
建
築
留
学

趙
冬
日
は

一
九

一
四
年
九
月
、
遼
寧
省
彰
式
県
に
生
ま
れ
た
。
北
京

(当
時
は
北
平
)
で
高
校
生
活
を
送

っ
た
後
、

一
九
三

四
年
に
単
身
日
本

へ
渡
り
、
後
に
述
懐
す
る
よ
う
に
、
七
年
間
に
お
よ
ぶ

■人
生
に
と

っ
て
最
も
重
要
な
大
学
に
お
け
る
学
習

10

段
階
」

が
開
始

さ
れ
た
。
最
初

の

一
年

間
で
日
本
語
を
学
び
、
翌

一
九
三
五
年

に
は
早
稲
田
高
等
工
学
校
に

入
学

、
三
年
豫
科

を
終
え

、
さ
ら

に

一
九
三
八
年

に
は
早
稲

田
大
学
理
工
学
部
建
築
科

に
入
学
を
果
た
し

て

い
る
。

一
方
、
彼

が
留
学

し
た
時
代

は
日
本

の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
が

「
過
熱
」
し

て

い
た
時
期

で
も
あ
り

、
満

州
事
変

、
二

・
二
六
事

件
、
日
中

戦
争
、

日
本

の
国

際
社
会

か
ら

の
離
脱
な
ど
、

一
連

の
出
来
事
は
中
国
人
留
学
生

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え

た
。

12

さ
て

、
趙
冬

日

の
留

学
時

代
、
建
築
教
育

に
お

い
て
は
歴
史
教
育
が
重
視
さ

れ
、
「西
洋
建
築
史
」
・

「
日

本
建
築
史
」
・
「東

お

洋
建
築
史
」
・
「芸
術
史
」
の
四
つ
の
科
目
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
傾
向
は
当
時
の
東
京
帝
国
大
学
で
も
同
様
で
あ

っ

た
。
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
歴
史
教
育
の
中
で

■
東
洋
建
築
史
」
が

一
つ
の
講
義
科
目
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

4



今
日
、
建
築
学
科
に
お
け
る
歴
史
教
育
と
言
え
ば
、
日
本
建
築
か
西
洋
建
築
に
つ
い
て
の
講
義
が
半
年
、
あ
る

い
は
通
年
で
教
育
さ
れ
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
東
洋
建
築
史
が
前
者
と
対
等
に
教
育
さ
れ
る
の
は
例
外
的
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

早
稲
田
大
学
の

「
東
洋
建
築
史
」

の
教
育
は
、

一
九

一
〇
年
に
本
科

・
建
築
科
で
行
わ
れ
た
伊
東
忠
太

の
講

義
が
最
初
と
な
る
。
す
で
に
、
東
京
美
術
学
校

(現

・
東
京
芸
術
大
学
)
で
は
、
伊
東
に
よ
り
東
洋
建
築
史
の
14

講
義
が
開
設
さ
れ
て
い
た
が
、
東
京
帝
国
大
学

(
一
九
〇
七
)
に
次
い
で
、
日
本
で
は
三
番
目
に
数
え
ら
れ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
早
稲
田
大
学
に
お
け
る

「東
洋
建
築
史
」
の
講
義
は
比
較
的
早

い
も
の
で
あ

っ
た
。

伊
東
が
東
京
美
術
学
校
や
東
京
帝
国
大
学
で
教
育
に
当
た

っ
た
学
生
に
は
、
中
国
人
留
学
生
が
い
な
か
っ
た

た
め
、
早
稲
田
大
学
で
初
め
て
中
国
人
留
学
生
を
教
え
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
他
、
伊
東
忠
太
は

一
九
二
九
年

15

に
東
京
工
業
大
学

の
講
義
を
担
当
し
、
そ
こ
で
も
中
国
人
留
学
生
に
対
す
る
教
育
を
行

っ
て
い
た
。

趙
冬
日
は
日
中
関
係
に
つ
い
て
は
非
常
に
慎
重
な
態
度
で
、
留
学
時
代
の
こ
と
は
あ
ま
り
語

っ
て
い
な

い
が
、

16

伊
東
忠
太

の
研
究

に
対

し
て
は
敬
意
を
表
し

て
い
た
と

い
う
。
な
お
、
趙

の
卒
業
論
文

の
テ
ー

マ
は

「中
国
建

築
装
飾
に
就

い
て
」

で
あ

っ
た
が
、
実
は
こ

の
テ
ー

マ
は
当
時

の
伊
東

の
研
究
と
密
接

に
関
係
す

る
も

の
で
あ

っ
た
。
伊
東
は

一
九

二
九
年
、
東
方
文
化

学
院

の
研
究
員
と
し

て
奉
職
し

て

い
た

が
、

「支
那
建

築

装
飾
」

を

テ
ー

マ
に
、
精
力
的

に
中
国
調
査
を
展
開
し
て

い
た
。
そ
し

て
、
そ

の
成

果
と
な
る

『支
那
建
築

装
飾
』
全

三

17

巻
を

一
九
四

一
-

四

二
年

に
か
け

て
出
版

し
た

の
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
趙
は

一
九

四

一
年

に
卒
業

し
た
が
、

論
文
完
成
時

に
お

い
て
、
伊
東

も
同
じ
研
究

に
力
を
注

い
で

い
た
こ
と

に
な

る
。

18

『早
稲
田
建
築
学
報
』
に
は

「卒
業

の
計
画
及
び
論
文
梗
概
」
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
趙
冬
日
の
論
文
に
つ
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い
て

の
概
要

が
記
さ
れ

て
い
る
。

本
論
文
は
中
国
太
古
か
ら
今
日
に
至
る
迄
の
中
国
建
築
様
式
を
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
黄
河
流
域
に
開
明
の
光
が

閃
き
始
め
て
、
其
価
値
に
至

っ
て
は
古
今
東
西
あ
ら
ゆ
る
文
明
の
中
に
最
も
重
要
且

つ
光
輝
な
る
も

の
、
一
つ
で
あ
る
。

黄
河
流
域
に
起
こ
り
た
る
文
明
は
即
ち
漢
民
族
の
文
明
で
あ
つ
て
、
其
淵
源
を
追
究
せ
ば
五
千
年
の
昔
に
溯
る
の
で
あ
る

が
、
尤
も
周
時
代
か
ら
既
に
文
化

の
燦
爛
た
る
も
の
が
あ

つ
た
こ
と
は
古
代
の
文
献
及
び
実
物
等
に
由

つ
て
知
る
こ
と
が

出
来
る
。
元
来
建
築
物
な
ど
の
生
活
上

必
要
か
ら
起
り
た
る
も
の
に
し
て
、
其
国
民
性
の
習
慣
、
風
俗
、
嗜
好
、
趣
味

等
に
適
す
る
如
く
造
ら
れ
且

つ
其

の
芸
術
及
び
表
現
の
上
に
良
く
時
代
を
反
映
し
文
化
程
度
を
具
現
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
各
時
代
の
文
化
の
特
質
と
其
の
発
達
過
程
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
其
時
代
の
建
築
物
を
研
究
す
れ
ば
知
ら
る
。
依

つ

て
本
論
は
二
編
に
分
ち
て
、
第

一
編
に
て
中
国
建
築
を
論
じ
、
第
二
編
は
中
国
の
建
築
装
飾
に
就
い
て
述
べ
た
。

尚
本
論

の
資
料
に
せ
ら
る

・
建
築
物
は
著
者

の
足
跡
の
到
る
所
の
華
北
地
方
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
断
り
置
く
。

一6一

趙
は

伊
東

の
フ
ィ
ー

ル
ド

ワ
ー
ク

の
方
法

で
華
北
地
方
を
調
査

し
、
中
国
建
築
を
学
術
的

に
認
識
す

る
よ
う

に
な

っ
た
。
当

時

の
留

学
生
は
日
本

の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
が

「過
熱
」
す

る
環
境
下
に
あ

っ
た
が
、
む
し

ろ
逆

に
、
自

国

の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム

感

情
が

刺
激
さ
れ
、
素
朴
な
愛
国
心
を
抱
く

よ
う

に
な

っ
た
と

思
わ
れ
る
。
趙
は
留

学
時
代

の
東
京

に

つ
い
て
、

「解
放
前

の

　

 北
京
と
は
比
較
で
き
な

い
口
と
言

い
、
そ
の
愛
国
者
と
し
て
の

一
面
が
窺
え
る
。
他
方
、
東
京
工
業
大
学
、
京
都
帝
国
大
学
の

卒
業
論
文
の
中
に
も
中
国
建
築
に
関
す
る
内
容
が
看
取
で
き
る
が
、
通
底
す
る
考
え
を
持

っ
て
い
た
か
も
知
れ
な

い
。



の

さ
て
、
当
時

の
日
本

に
あ

っ
て
、
趙

に
と

っ
て
印
象
深

い
建
築
は
国
会
議
事
堂

で
あ

っ
た
。

こ
の
建
築

の
存
在

を
通
し
て
、
日
本

の
建
築
思
想

の

一
面
を

垣
間
見

る
こ
と
が

で
き
る
。

一
八
八
六
年

の
臨
時
建
築
局

の
設

置

に
始

ま
り
、
実

に
五
〇
年

の
歳
月

の
後

に
竣
工
し
た
も

の
で

(
一
九
三
六
年
)
、

工
事
自
体
を
見

て
も

、

一
九

一
八
年

に
着

工
し
て
以
来
、

一
八
年
間
に
及
ん
で

い
る
。
議
院
建
築
を
巡
る
多

く

の
建
築
家
た
ち

の
努
力
と
夢

と
角
逐

に

つ
い
て
は
、
幾

つ

か
の
興
味
深

い
メ
モ
ワ
ー
ル
が
記
さ
れ
て
臨

・
近
年
で
は
、
建
築
史
家

・
鈴
木
博
之
に
よ

っ
て
、
こ
の
建
築
の
政
治
と
の
関

お

連
性

が
報
告

さ
れ
て
い
る
。

3　

完
成

時

は
国
家
的
イ

ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
数
多
く

の
見
学
者
た
ち

で
賑
わ

い
を
見

せ
て

い
た
。
見
学

の
た

め

の
経
路
図
も
計

画
さ
れ

、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
商
品

の
販
売
も
さ
れ
て

い
た
。
む

ろ
ん
、
趙
も
見
学

に
足
を

運
ん
で

い
る
が
、
後

乖
、
こ

の
巨
大

　

な
折
衷
主
義
建
築
の
存
在
は
、
彼
を
通
し
て
、
人
民
大
会
堂
の
建
設
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

当
然

の
こ
と

で
あ
る
が
、
日
本

の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
が

「過
熱
」

し
た
時
代

に
あ

っ
て
、
す
べ
て
の
建
築

が
折
衷
主
義

の
も

の
で
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
臨
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
な
ど
の
新
し
い
思
潮
も
存
在
し
て
お
軌

そ
れ
は
卒
業
設
計
に
も
色
濃
く
反
映
さ

れ
て

い
た
。

早
稲

田
大
学

の
卒
業
設
計

で
は
、
伝
統
と

は
無
関
係

に
、
当
時

の
先
端
的
な

デ
ザ
イ

ン
思
潮

で
あ

っ
た

モ
ダ

ニ
ズ

ム
が
専
ら

追
求

さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
日
本
を
代
表
す

る
建
築
家

の
佐
藤
功

一
を
は
じ
め
、
佐
藤
武
夫

.
今
井
兼
次
ら

の
教
授
陣

の
存
在
と

無
関

係

で
は
な

い
。

一
九

四

一
年

の

『早
稲

田
大
学
建

築
講
義
』
を
繙

い
て
み
る
と
、
病

院

.
現
代
庭
園

.
ク

ラ
ブ

・
ホ
テ

ル

・
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど

の
諸
建
築
を
通
し
て
、
強

い
機
能
主
義

に
裏

打
ち

さ
れ
た
設
計
法
を
説

い
て

い
る
。

趙
の
設
計
テ
↓

は

「大
陸
に
建

つ
農
民
会
館
」
で
あ
傘

図
2
)
・
非
対
称
的
な
、
機
能
的
な
平
面
計
画
で
あ
る
。
立
面
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を

見

る
と
、

マ

ッ
ス

(量
塊

)

の
組

み
合

わ
せ

や
、
連
続

窓

な
ど
、

モ
ダ

ニ
ズ

ム
建
築

の
特
徴

が
よ
く
現
れ

て

い
る
。

テ
ー

マ
か
ら
類
推

す

る
と

、

「農
民
」
と

い
う
視
点

に
特
徴
が
あ

る
。
後

に
彼
は
、
当
時

の
状
況

に

つ
い
て
、
次

の
よ
う

に
述
懐
し

て
い
る
。
一
私
は
わ
り
と
早

い
時
期

か
ら

マ
ル
ク

ス
、

レ
ー

ニ
ン
主
義
を
受

け
入
れ
た
。

日
本

で

の
留
学

期

間
、
ず

っ
と

(共
産
)
党

組
織

の
指
導

を
受
け
、
学

習

の

27

傍
ら
革
命
運
動
に
従
事
し
た
」
。

日
本

の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
運
動
は

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
盛

ん
に
な
り
、
建
築
界
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
。
階
級
意
識

と
技
術
に
つ
い
て
、
最
初
に
問
題
提
起
し
た
の
は
山
口
文
象
の
創
宇

社
で
あ
る
。
第
五
回
展
に
お
け
る

「労
働
会
館
」
案
は
特
に
左
翼
陣

営
の
批
評
家

の
関
心
を
集
め
た
。

一
九
三
〇
年
、
彼
は
ベ
ル
リ
ン
の

グ
ロ
ビ
ウ
ス
の
も
と
に
赴
き
、
ド
イ

ツ
の
社
会
主
義
思
想
を
学
ん
で

大陸に廸 つ農民會館 趙 冬 日

図2趙 の設計 テーマは 「大陸に建つ農民会館 」

い
る
が

、
帰
国
後
、

一
九
三
七
年

に
日
本
歯
科
医
専
を
世
に
送

り
出

し
た
。

一
方
、
住
宅

方
面
で
は
、
同
潤

会
も
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
住
宅

の
建
設

に
取
り
組
ん
で

い
た
。

こ
う

し
た
左
翼
的
な
思
想
は
既
に

一
九

三
〇
年
代
初
頭
に
弾

圧
さ
れ
た
が
、
潜
流
と
し
て
生
命
力
を
保

っ
て

い
る
。
趙
は
東

28

 京
で
目
に
し
た
現
代
建
築
は
少
な
か

っ
た
が
、
思
想
面
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
思
想

の
影
響
は
看
過
で
き
な
い
。

当
時
、
日
本
で
マ
ル
ク
ス
主
義
に
感
化
さ
れ
た
留
学
生
は
か
な
り

い
た
。
ほ
ぼ
同
時
期

(
一
九
三
九
年
)
に
東
京
工
業
大
学
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応
用
化

学
科

に
入
学
し
た
孫
平
化

(中
日
友
好
協
会
会
長
)

の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
東
京

に
は
中
国
共

産
党

の
外
郭
団
体

が
あ
り

、
そ

の
グ
ル
ー
プ

で
回

し
読

み
し
た

の
は
、

マ
ル
ク

ス
、

レ
ー

ニ
ン

の
著
作

(日
本
語

訳
)
を
始

め
、
永

田
広
志

の　

『唯
物
史
観
」
、
『唯
物
弁
証
法
』
、
橋
本
弘
毅
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
本
四
冊
な
ど
、
日
本
語
の
著
作
ば
か
り
だ

っ
た
と
い
う
。

日
本
の
軍
国
主
義
時
代
に
共
産
主
義
思
想
の
種
を
植
え
ら
れ
、
戦
後
の
中
国
で
結
実
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

学
生

の
設
計
に
つ
い
て
、
「
事
実
、
こ
の
頃
の
各
大
学
、
高
専
の
卒
業
制
作
に
は
労
働
者

の
た
め
の
診
療
所
、
労
働
会
館
や

30

ア
パ
ー

ト
メ

ン
ト

ハ
ウ

ス
と

い

っ
た
表
題
を
示
す
も

の
が
多
く
提
出
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
」
、
趙

以
外

に
も
多

く

の
中
国
人
留

学
生
が

労
働
者

に
関
す
る

テ
ー

マ
を
自

ら
選
択
し

て
い
た
。
論
者

の
収
集
し
た
資
料

に
よ
れ
ば
、

一
九

二
〇
年
代
後
半
か
ら
中

国
人
留

学
生

の
設
計
は
、
そ
の
多
く
が
公
共
施
設
や
、
労
働
者
用
施
設

で
あ

っ
た
。

他

の
留
学
生

の
卒
業

設
計
を
見

て
み

る
と

、
陳
鮫

の

「
中
華
民

国
青
年
会

館

試
案

」

で
は
立

面

に

カ
ー

テ

ン
ウ

ォ
ー

ル
の
採

用

(図

3
)
、

王
可
久

の

「市
民

図
書
館
」
も

四
角

い
箱

に
大
き

い
な
窓

(図

4
)
、
林
慶
豊

は

■山
麓

に

建

つ
サ

ナ

ト
リ

ウ
ム
」

の
立
面

に

ベ
ラ
ン
ダ
を
設
け
、
水

平
線
を
強

調
し
た

(図

5
)
。

日
本
人
学
生

の
作
品
も

全
員
が

モ
ダ

ニ
ズ

ム
で
、
後

に
現
代
日
本

を
代
表

す

る
建

築
家
と

な
る
吉
阪

隆
正
も

モ
ダ

ニ
ズ

ム

ス
タ
イ

ル
で
あ

っ
た

(図

6
)
。

日
本

の
モ
ダ

ニ
ズ

ム
は
戦
前

に
は
冷
遇

さ
れ

て

い
た
が
、
若

い
世

代

の
中

に
着
実

に
浸
透

し

て
ゆ
き

、
戦
後

に
な

っ
て
大
き
く
開
花

し

て

い

っ
た
。

一

方
、

中

国
人
留

学
生

は
日
本
を
通

し
て

モ
ダ

ニ
ズ

ム
の
影
響

を
受

け
て
は

い

図3陳 鮫の卒業設計厂中華民国青年会館試案」
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図4王 可久の卒業設計 「市民図書館」

図5林 慶豊の卒業設計「山麓に建 つサナ トリウム」

図6吉 阪隆正の卒業設計「厚生環状に建つ中央会館」
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た
も

の

の
、
戦
後

の
中
国
で
は
発
展
を
見

る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

無
論

、
留
学
生

に
と

っ
て
は
、
こ
う

し
た

ス
タ
イ

ル
の
問
題
と
は
別
に
、

エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し

て
の
技
術
力

の
習
得
と

い
う
重

要
な
課

題

が
あ

っ
た
。
と
り
わ
け
、

「基
礎

デ
ザ
イ

ン
及
設
計

製
図
」
・
「構
造
及
材
料
」
・
「
法
規
」
・
「
設
備
」
・
「施

工
」
な
ど
、

技
術
系

の
諸
科

目
は
重

要
な
基
礎

力
を
培

っ
た
。
そ

の
他
、

一
九

二
二
年
以
降

に
は
、

「造
庭
学
」
・
[
都
市

計
画
」
が
開
設
さ

れ
、
近

代
的
な
都
市
計
画
思
想
も
教
育

さ
れ
た
。
そ
れ
は
趙
に
と

っ
て
も
、
後
年
携
わ

る
こ
と
に
な
る
北
京

の
都
市
計
画

に
指

針
を
与

え

る
も

の
に
な

っ
た
と
思
わ

れ
る
。



註
1

現
代
中
国
建
築
に
関
す
る
研
究
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
、

一
九
八
○
年
代
末
か
ら
徐
々
に
報
告
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
て

き
た
。
管
見
で
は
、
そ
の
成
果
と
し
て
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

襲
徳
順

・
鄒
徳
儂
他

『中
国
現
代
建
築
歴
史

の
大
綱
』

(天
津
科
学
技
術
出
版
社
、

一
九
八
九
年
)

傅
朝
卿

『中
国
古
典
的
な
様
式

の
新
建
築
-
二
〇
世
紀
中
国

の
新
建
築

の
官
制
化

の
歴
史
に
関
す
る
研
究
』

(台
北
南
天
書
局
、

一
九
九
三
年
)

陳
志
華

『中
国
に
お
け
る
当
代
建
築
の
歴
史

の
大
綱

中
国

の
建
築
に
お
け
る
評
論
と
展
望
』

(天
津
科
学
技

術
出
版
社
、

一
九

八
九
年
)

張
欽
楠

『中
国
に
お
け
る
建
築
創
造
の
四
〇
年
間

中
国
建
築
年
鑑

一
九
八
八
i
八
九
』

(中
国
建
築
工
業

出
版
社
、

一
九
八

九
年
)

劉
誕

『中
国
建
築
の
思
潮

一
九
四
九
-

一
九
六
四
』
(天
津
大
学
修
士
論
文
、

一
九
八
八
年
)
、
「当
代
建
築

の
思
潮

一
九
四

九
-

一
九
六
四
」

『建
築
師
』

(中
国
建
築
工
業
出
版
社
、

一
九
八
九
年
、
第
三
五
号
)

顧
孟
潮

『当
代
建
築
文
化
と
建
築
美
学
』

(天
津
科
学
技
術
出
版
社
、

一
九
八
九
年
)

田
中
淡

「中
国
建
築
学
界
解
放
後
の
あ
ゆ
み
」
『建
築
雑
誌
』

(日
本
建
築
学
会
、

一
九
七
六
年

一
月
)

尾
島
俊
雄

『現
代
中
国
の
建
築
事
情
』

(彰
国
社
、

一
九
八
○
年
)

姜
涌

『中
国
建
築

の
近
代
化
過
程

に
お
け
る
建
築
思
想
の
変
遷

(
一
九
五
〇
1

一
九
七
〇
年
代
)
i
建
築
雑
誌
に
現
れ
る
建
築

家

の
言
説
の
分
析
に
よ
る
』

(名
古
屋
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
〇
〇
年
)

2

実
藤
恵
秀

『中
国
人
日
本
留
学
史
』
東
京
く
ろ
し
お
出
版
、

一
九
八

一
年
。

3

一
位
は
化
学

(応
用
化
学

+
工
業
化
学
)、
二
位
は
機
械
の
順
。
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4

『早
稲
田
大
学
百
年
史
』
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
、
平
成
元
年

一
二
月
、

一
一
六
-

一
一
七
頁
。

5

傅
為
基
、
須
曽
蔭
に

つ
い
て
は
、
『
日
本
留
学
中
華
民
国
人
名
調
』
(興
並
院

一
九
四
〇
年

月
)
を
参
照

。
し
か
し
、
『稲
門

建
築
会
名
簿
』
、
『会
員
名
簿
』

(早
稲
大
学
校
友
会
、
平
成

二
年
度
版
)
に
は
な
か

っ
た
。

6

周
継
冕
、
卒
業
設
計
は

「貸
事
務
所
」
、
日
本
建
築
学
会
準
員
。

7

『早
稲
田
建
築
学
報
』
昭
和

一
七
年
八
月
、
『稲
門
建
築
会
名
簿
』
。

8

同
上

9

『早
稲
田
建
築
学
報
』

(昭
和

一
七
年
八
月
)
、
『稲
門
建
築
会
名
簿
』
、

『中
華
民
国
当
代
名
人
録
』
、
『建
築
師
』

(台
湾
、

一
九
九

五
年
五
月
)
。

10

趙
冬
日

『建
築
設
計
大
師
趙
冬
日
作
品
選
』
北
京
市
建
築
設
計
研
究
院
、
科
学
出
版
社
、

一
九
九
八
年
、

一
五
九
頁
。

11

木
村
時
夫

『日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
史
論
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
七
三
年
。

12

佐
藤
功

一
が
担
当
し
て
い
た

「西
洋
建
築
史
」
で
は
、
講
義
に
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
の

『世
界
建
築
史
』
が
教
科

書
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
。

『早
稲
田
大
学
百
年
史
』
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
、
平
成
元
年

一
二
月
。

13

「
理
工
学
部
建
築
学
科
学
科
配
当
表

(昭
和

一
〇
-

一
七
年
)
」
同
前
、
別
巻
H
、

一
二
六
-

一
二
七
頁
。

14

拙
著

「日
本
に
お
け
る
東
洋
建
築
史

の
教
育

の
歴
史
と
現
状
」
『東
京
造
形
大
学
研
究
報
』

二
〇
〇

一
年
三
月
、
第
二
巻
。

15

二
〇
〇
〇
年

一
月
、
高
履
泰

(
一
九
三
六
年
東
京
工
業
大
学
卒
、
現

・
北
京
建
築
工
学
院
教
授
)
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
。

16

一
九
九

一
年
三
月

一
六
日
、
趙
冬
日
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
。

17

『支
那
建
築
装
飾
』

一
九
八
ニ
ー

八
三
年
に
補
足
し
て
五
冊
と
な

っ
て
、
原
書
房
に
再
版
さ
れ
た
。

18

『早
稲
田
建
築
学
報
』
第

一
八
号
、
昭
和

一
七
年
八
月
。

19

趙
冬
日

「思
緒

・
感
触

・
希
望

自
述
」

『建
築
設
計
大
師
趙
冬
日
作
品
選
』
北
京
市
建
築
設
計
研
究
院

科
学
出
版
社
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一
九
九
八
年
、

一
五
九
頁
。

20

趙
冬
日
に
イ
ン
タ
ビ

ユ
ー
。

21

長
谷
川
堯

『日
本
の
建
築

「明
治

・
大
正

・
昭
和
」

四
.
議
事
堂

へ
の
系
譜
』
三
省
堂
、

一
九
八

一
年
四
月
。

22

鈴
木
博
之

『日
本
の
近
代

一
〇

都
市

へ
』
中
央
公
論
新
社
、

一
九
九
九
年
、
二
八
八
ー

二
九

一
頁
。

23

『帝
国
議
会
議
事
堂
竣
工
式
典
記
録
』
営
繕
管
財
局
、

一
九
三
七
年
三
月
二
四
日
。

24

『建
築
設
計
大
師
趙
冬
日
作
品
選
』
北
京
市
建
築
設
計
研
究
院
、
科
学
出
版
社
、

一
九
九
八
年
、

一
六
〇
頁
。

25

井
上
章

一

『ア
ー
ト

・
キ
ッ
チ

ュ
・
ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク

・
大
東
亜

の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
』
青
土
社
、

一
九
八
七
年
八
月
。

26

同
註
18
。

27

同
註
10
。

28

同
註

10
。

29

孫
平
化

「私
の
履
歴
書
」
『日
本
経
済
新
聞
』

一
九
九
七
年
九
月
。

30

近
江
栄

「日
本
的
独
自
性

の
模
索

・
喪
失

・
回
復
」
『日
本
近
代
建
築
史
再
考

・
虚
構

の
崩
壊
』
新
建
築
社
、

一
九
七
七
年
三
月
。
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二

建
築
と

「
社
会
主
義
」
、
「
民
族
主
義
」

趙
冬

日
は
日
本

で

マ
ル
ク
ス
主
義

や
、

モ
ダ

ニ
ズ

ム
、
さ
ら

に
は
日
本

の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
接
触
し
、

如
何
に
中
国

の
現

実
と
向

き
合
う

こ
と

に
な

っ
た

の
だ
ろ
う

か
。
彼

の
軌
跡
は
そ

の
ま
ま
、
戦
後

中
国

の
建
築

思
想
を
反
映
し

て
い
る
が
、
中
国

建
築

に

お
け
る
社
会
主
義

の
問
題
を
は
じ
め
、
民
族
主
義

や
所
謂

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム

の
問
題

に

つ
い
て
は
、

こ
れ
ま

で
充
分
な



検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
と
は
言

い
難

い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
趙
冬
日
を
軸
と
し
て
戦
後
中
国
の
建
築
思
想
の
問
題
を
俎
上
に

あ
げ
た
い
。

1

社
会
主
義
と

喟
民
族
形
式
」
建
築

(1
)
社
会
主
義

と

「構
成
主
義
」
、

「
モ
ダ

ニ
ズ

ム
」

一
九

五

三
年

の
中
国
建

築
学
会

に
お
け

る
第

一
回
代
表
大
会

の
報
告
書

で
は
、

「
こ

の
二
年

来
、
特

に
今

年

か
ら
構
成
主

義

.
形

式
主
義
に
反
対
す
る
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
提
出
し
た
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
は
、
帝
国
主
義
、
特

に
ア
メ
リ
カ
帝

国
主
義
が
世
界

を
制
覇

す

る
た

め
、

『世
界
主
義
』
を
大
義

名
分
に
し

て
人

々
が
民
族
的
愛
国
主
義

に
お
け
る
伝
統

お
よ
び

民
族
文
化
を
放
棄

さ
せ
る

か
ら
で
あ

る
。
」
と
構
成
主
義
、
ま
た
世
界
主
義

が
批
判
さ
れ
た
。

こ
こ

で
言
う
と

こ
ろ
の

「構

成
主
義
」
、
「
世
界
主
義
」
と
は

一
体

、
何
を
指

し
て

い
る
の
だ

ろ
う
か
。

振

り
返

っ
て
見

る
と
、
社
会
主
義

は

ユ
ー
ト
ピ

ア
思
想

に
既

に
そ

の
根
を
持

っ
て

い
た
。

一
九

一
七
年

の

ロ
シ
ア
革
命

は
社

会
主
義

国
家
と
し

て
は
初
め

て
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
と
芸
術

(
ロ
シ
ア
で
は
欧
米
と

同
様

、
建
築

は
芸
術
に
属

し

て
い
る
)
と
を

結
び
付

け
た
。
そ

の
影
鑾
目は
ド
イ

ツ
、
日
本
な
ど
多
く

の
国

に
及
ん
だ
。

一
九

一
七
年

の

一
〇
月
革
命
以
後

、

ロ
シ

ア
で
は
新

し

い
建

設
者
と
見
な

さ
れ
た
前
衛
美
術
家
た
ち

に
よ

っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
の

「
立
体
主
義
」

(O
d
]W
HQり
ζ
国
、
一
⑩
O
刈
)
、
イ

タ
リ
ア

の

「未

来
派
」

(聞
d
,↓
¢
閑
HQり
一≦
○
、

一〇
HO
)

の
影
響
を
受

け
、

「構
成
主
義

」

(0
0
乞
ω
↓
幻
d
O
目

く
HQ。
ζ
)

が
誕
生
し
た
。
彼

ら

の
作

品
は
幾
何
学
的

.
抽
象
的
な
基
本
的
形
態
に
よ

っ
て
構
成

さ
れ
る
と

こ
ろ
に
特
徴
が
あ

っ
た
。
線
、

面
、
立
体
、
空
間

な
ど
幾

何
学
的
構
成

や
基
本
原
色

と
副
次
色

と

の
明
快
な
対
比
を
用

い
、
自

然
の
法
則
を
明
ら
か
に
さ
せ
た

。

こ

の
よ
う

な
理
性
的
な
芸
術
表
現
は
建
築
に
も
用

い
ら
れ
た
。

一
九

一
九
年
、
第

三
イ

ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ

ル
の
集
会
が
開
催
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さ
れ

る
こ
と

に
な
り
、
ウ
ラ
デ
ィ
ミ
ー
ル

・
タ
ト
リ

ン

(≦
巴
ぎ

貯

↓
蝉
岳
コ
ロ

○。
。。
αー

ド
リ
㎝
ω
)
は
こ

の
組

織

の
記
念
塔
を
設
計

し
た
。

そ
れ
は
、
高

さ
三
〇
〇

m
の
鋼
構
造
物
で
、

三

つ
の
透
明
な
空
間
が
吊

ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な

っ
た

速
さ

で
軸

の
ま
わ

り
を
回

転
す
る
よ
う

に
計
画
さ
れ
た
。
最
大

の
も

の
は
、
会
議
場
を
収
め
る
立
方
体

で

一
年

に

一
回
転
す
る

こ
と
に
な

っ
て

い

る
。
な

か
ほ
ど

の
物

は
事
務
局
が
入

っ
て
い
る
ピ

ラ
ミ

ッ
ド
形

で
、
月
に

一
回
転
す

る
。
最
上
部
は
新
聞
、
宣
伝

局
を

い
れ
る

円
筒
形

で
、

一
日
に

一
回
り
す

る
。
新
し

い
形
態
、

目
に
見
え

る
構
造
、
運
動

(時

間
)
と
建
築

の
統
合
、

そ
し

て
建
築
全
体

の

ユ
ー
ト
ピ

ア
的
な
性
格
と

い
っ
た
も

の
が
、

ソ
ビ

エ
ト

の
建
築

再
生

の
象
徴
と
な

っ
た
。

こ

の
他
、
著
名

な
構
成
主
義
建
築
家
と
し

て
は
、

ア
レ
ク
サ

ン
ド

ル

・
ベ
ス

ニ
ン
兄
弟

、
モ
ー
セ
イ

・
ギ

ン
ス
ブ

ル
ク
、
レ

オ

ニ
ド

ブ
、

メ
ル
ニ
コ
フ
な
ど

が
知
ら
れ

て
い
る
が
、

ア
レ
ク
セ
イ

・
シ

ュ
チ

ュ
ー
ゼ

フ
設
計

の
レ
ー

ニ
ン
廟
は

ロ
シ

ア
構
成

主
義

の
最
後

の
作
品
と
言
わ
れ

て
い
る
。

日
本

で
は
、
大
正
末
期

に
村
山
知
義

が
こ

の
運
動

を
推
進

し
よ
う

と
し
た
が
、
十
分

に
根
を
張

る
こ
と
が

で
き
な

か

っ
た
。

堀

口
捨

己
、
山
田
守

ら
と
分
離
派
建
築
会
を
結
成

し
た
石
本
喜
久
治

(
一
八
九
四
-

一
九

六
三
)

は
、

ソ
連

の
国
際

コ
ン
ペ
で

構
成
主

義

に
よ
る
劇
場
案

が
当
選
し
、
建
築
界
に
驚

き
を
与
え
た
が
、
さ
ら
に
日
本

で
も

、
構
成
主
義

の
作

品

・
日
本
橋
白
木

屋

(
一
九

二
八
)
を
世

に
送
り
出
し

て
い
る
。

中
国

で
は
、

ソ
連
構
成
主
義

の
紹
介
は

『中
国
建
築
』

の
創
刊
号

(
]
九
三

一
年

一
一
月
)

に

「蘇
俄
政

府
新
屋
建
築

図
様

競
賽
」

が
掲
載

さ
れ
、

『新
建
築
』

(
一
九
三
七
年

四
月
)

に
は
趙
平
原

の

「蘇
聯
新

建
築

之
批
判
」
を
載
せ

、
構
成
主
義

の
興

隆
と
特

徴
が
紹
介

さ
れ
た
。

一
九
三
六
-

三
七
年

に
か
け
て
の
四
期

の
う
ち
、
三
期

ま
で

の
表
紙

は
構
成
主

義
作
品
、
第
四
期

は
蘇
俄

政
府
新
屋
計
画
図

が
掲
載
さ
れ
た
。
し
か
し
、
結
局
日
本
と
同
じ
く
中
国
社
会

に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

か

っ
た
。
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「
世

界
主
義
」

は
当
時

ア
メ
リ
カ
に
流
行

し
て

い
た

■。
o
ω
日
o
b
o
澤
9。
巳
ω
ヨ
」

の
中
国
語
訳

で
、

こ
の
言

葉

は
日
本
語

で
も

「
世
界

主
義
」
、
ま

た

コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ニ
ズ

ム
と
翻

訳
さ
れ

て
い
る
。
こ

の
言
葉
は
民
族

・
国
家
な
ど

の
共
同

体
を
超
越

し
て
、

各

個
人
を
直
接
的

に
世
界
国
家

の

一
員
と
み
な
す
立
場
、
と
解
釈
さ
れ

て
い
る
。
古
く

は
キ

ニ
ク
学
派

・
ス
ト

ァ
学
派
な
ど
が

こ

の
考

え
を
唱
え

て

い
た
。

マ
ル
ク

ス
主
義

は
、
当
初
か
ら
、
世
界
主
義
を

一金

の
人
問
」

の
理
想
と
し
て
定
義

し
た
。

フ
リ
ー
ド

リ

ヒ

・
エ
ン
ゲ

ル
ス

は
、

一
八
四
五
年

に
発
表
し
た

『イ
ギ
リ

ス
に
お
け
る
労
働
階
級

の
状
態
」

の
最
終
章

に
お

い
て
、
資
本
主

義

の
ブ

ル
ジ

ョ
ワ

　

に
と

っ
て
は
、
「
こ
の
世
界

に
存
在
す

る
も

の
は
、
す

べ
て
た
だ
金

の
た
め
に
だ
け

で
あ
る
」
と
指
摘
し
た

。
ま
た
、

マ
ル
ク

ス

・
エ
ン
ゲ

ル
ス
は

一
八

四
五
年

の

『ド
イ

ツ

・
イ

デ
オ

ロ
ギ
ー
」

で
、
「
近
代
に
お

い
て
は
、
自
由
競
争

と
世
界
貿
易
と

が

偽
善
的

な

ブ
ル
ジ

ョ
ワ
世
界
主
義
を
生

み
出

し
た
」
と
し
た
。

世

界
主
義

は
第

二
次
世
界
大
戦
後

に
再
び
提
唱

さ
れ
た
。
し
か
し
、
当

時

の
社
会
主
義
者
た
ち
は

「
世
界

主
義
者

に
と

っ
て

は
、
人

間
は
、
家
族
も
な
く
民
族
も
な
く
、
伝
統
も
な

け
れ
ば
民
族
的
な
特
殊
性

も
な

い
図
式
的
な
人
格
、

『世
界
市
民
」

で

あ
る
。

反
対

に
、

マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
と

っ
て
は
、
人
間
は
、
特
定

の
社
会
的
発
展
、

一
定
数

の
正
確
な
条

件

の
産
物

で
あ

っ

て
、
こ

れ
ら

の
条
件
が
、
か
れ

に
、

一
定

の
心
的
構
成
、
特
定

の
民
族
的
性
格
を
付

与
す
る

の
で
あ
る
。
」

と
世
界
主
義
と
対

ヨ

立
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
。

こ
の
言
葉

は
今

日
の
グ

ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
と
類
似
し

て
い
る
と

い
う
指
摘
も

あ

る
。

建
築

界

に
お

い
て
、
「
世
界
主
義
」

の
思
想

に
見
合
う
様
式
を
問

わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は

モ
ダ

ニ
ズ

ム
と
言

え
よ
う
か
。
民
族

問
題
と

は
無
関
係

に
、
世
界
中
ど
こ
で
も
置
け

る
。

つ
ま
り
、
民
族

・
国
家
を
越
え

た
様
式
と
言
え

る
。

翻

っ
て
、

ア
メ
リ
カ
の
モ
ダ

ニ
ズ

ム
は
バ
ゥ

ハ
ゥ
ス
の
影
響
を
強
く
受

け
て

い
る
。

バ
ゥ

ハ
ゥ
ス
は

一
九

一
九
年
、

ド
イ

ツ

の
新
し

い
首
都

ヴ

ァ
イ

マ
ル
で
創
設
さ
れ
た
。
ド
イ

ツ
の
社
会
主
義

思
想

の
影
響
を
受
け
、

バ
ゥ

ハ
ゥ

ス
の
建
築
様
式

は
基
盤

16一



の
し

っ
か
り
し
た
原
則

の
上
に
築

か
れ

て

い
る
。
ま
ず
第

一
に
、
新
時
代

の
建
築

は
労
働
者

に
奉
仕
す
る
。

こ

の
上
な
く
崇
高

な
目
標

、
そ
れ
は
働
く
も

の
の
理
想

の
居
住
空
間
を

つ
く

る
こ
と

で
あ
る
。
第

二
に
、
新
時
代

の
建
築
は
ブ

ル
ジ

ョ
ワ
の
あ
く

　

を
全

て
取
り
除
く
。
や
が
て
、
バ
ゥ

ハ
ゥ
ス
の
代
表
的
人
物

で
あ

る
グ

ロ
ピ

ウ

ス
等

は
、

ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す

る
迫
害
を
逃
れ

る

た

め
ア

メ
リ
カ
に
亡
命

し
、
同
時
に
バ
ウ

ハ
ウ
ス
の
建
築
様
式

を

ア
メ
リ
カ
に
持
ち
込
ん
だ

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
に
見

て
く
る
と
、
戦
後
中
国

で
批
判
さ
れ
た

「構
成
主
義
」
、
「
世
界
主
義
」

具
体

的
な
建

築
様
式

は
モ
ダ

ニ

ズ

ム
、

は

い
ず
れ
も

か

つ
て
社
会
主
義
と
密
接

に
関
係
し

て
い
る
建
築
様
式

で
あ

っ
た
が
、
時
代

の
流
れ
と
共

に
、
社
会
主
義

の
建
築
様
式

は
変
貌
を
遂
げ

て
い

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九

二
四
年

、
レ
ー

ニ
ン
の
死
後

、
社
会
主
義
建
築
様
式

の
転
義

が
行

わ
れ
た
。
ト

ロ

ツ
キ
ー
と

ス
タ
ー

リ

ン
の
問

に
主
導

権
争

い
が
生
じ
、

一
九

二
九
年

の
ト

ロ
ツ
キ
ー
の
追
放

に
よ
り
革
命

的

ロ
シ
ア
は
終
焉
を
迎
え
た
。

一
方

、

ス
タ
ー
リ
ン
は
第

一
次
五

ヶ
年
計
画
を
導
入
し
た

(
一
九
二
八
-

三
二
)
が
、
そ
れ
は
国
内
資
源

の
開
発

や
、
地
域
開
発
、
産

業

の
再
配
置
を
目

的
と
し

た
大
規
模
な
計
画

で
あ

っ
た
。

構
成
主
義

は
抽
象
的

で
形
態
主
義

的
に
過
ぎ
た
た

め
、
左
翼

で
あ
る
と
非
難

さ
れ
た
。

や
が

て
、
構
成
主

義

は
社
会
主
義

の

リ

ア
リ
ズ

ム

へ
と
変
容
し
た
。

リ

ア
リ
ズ

ム
は
以
前

か
ら
存

在
し

て

い
た
が
、
プ

ロ
レ
タ
リ

ア

・
リ

ア
リ
ズ

ム
は
ブ

ル
ジ

ョ

ア

・
リ

ア
リ
ズ

ム
と

は
異
な
り
、
第

一
に
、
自
然

で
は
な
く
社
会
に
目
を
向

け
、
生
物
的
な
抽
象
人
と
し
て

の
個
人

の
無
思
想

的
経
験

で
は
な
く
、
社
会
的

現
実

の
人
と
し

て
全
心

理
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
経
験
を
表
現
す

る
。
主
要
な
対
象

は
社
会

で
あ
り
、

根
本

テ
ー

マ
は
階
級
闘
争

で
あ
り
、
ま
た
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト

の
ヒ

ロ
イ
ズ

ム
で
あ
る
。

一
九

二
九

年

、

ソ
連

に
お

け

る
最

初

の
プ

ロ
レ

タ
リ

ア
建

築

組
織

〈
○
勺
国
〉

(〉
一一ー

菊
⊆
ω
ω
冨
昌

〉
ω
ω
o
o
一碧
一〇
ロ

o
h

一!7一



ら

零
9
Φ
富
比
嘗

〉
零
ぼ
9
2
ω)

が
創
設
さ
れ

て
い
る
が
、
彼

ら
は
次

の
よ
う

に
述

べ
て

い
る
。

「
私
た
ち

の
目
的
は
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
階
級

の
建
築

の
た
め
、
ま

た
、
技

術
と
形
式
を
建

築

に
統

一
す

る

た
め
、
さ
ら

に
、

大
衆

の
闘
争
と
仕
事
を
促
進
す
る
光
栄

な
建
築

の
た
め
な

の
で
あ
る
」
。

抽
象

的
で
は
あ

る
が
、

「プ

ロ
レ
タ
リ

ア
階
級

の
建
築

の
た
め
」

で
あ
る
こ
と

が
強
調
さ
れ

て
い
る
。

一
九

三
七
年

に
は
、

ソ
連
建
築
家
第

一
回
代
表

大
会

に
お

い
て
、
社
会
主
義
リ

ア
リ
ズ

ム
が

ソ
連
建
築

の
基

本
的
な
方
法

で

　

あ

る
こ
と
が
明
確

に
さ
れ
た
。

一
建
築

領
域

に
お
け

る
社

会
主
義
者

の
リ
ア
リ
ズ

ム
と

は
、
思
想

的
内

容

お
よ
び
芸
術

表
現

の
真

実
性

と

、
技
術

.
文

化

・
社
会

な
ど
、
す

べ
て
の
要
求
を
満
足
さ
せ
る
建
築
を
創
造
す
る
決
意

と
を
結
合
さ

せ
る
こ
と
を
示
し

て

い
る
」
。

社
会

主
義

の
リ

ア
リ
ズ

ム
は
幅
広
く
影
響
を
与
え

、
文
学
を

は
じ
め
、
絵
画

・
彫
刻
な
ど
に
反
映

し
て

い
る
。
さ
ら

に
そ

の

影
響
は

日
本
に
、
無
論
、
中
国

に
も
及
ん
だ
。

　

一
九
四
二
年
、
毛
沢
東
は

「
延
安
文
芸
工
作
座
談
会
に
お
け
る
講
話
」
を
行

い
、
そ
こ
で
芸
術
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
と
の

関
係
を
論
じ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
を
柱
と
し
て
い
た
。

①

芸
術
は
人
民
大
衆

の
た
め
の
芸
術
で
あ
る
こ
と
。

②

芸
術
性
を
高
め
、
普
及
を
図
る
こ
と
は
工
農
兵

の
た
め
で
あ
る
。
抽
象
的
な
内
容
に
反
対
し
、
自
然
形
態

の
も
の
は

「最
も
活
力
が
あ
り
、
最
も
豊
か
で
、
最
も
基
本
的
」
、
芸
術
の
源
泉
と
論
じ
た
。
芸
術
家
は
工
農
兵
の
中

へ
、
闘
争
の
中

へ
、
さ
ら
に
最
も
豊
か
な
源
泉

へ
と
導
く
創
造
の
材
料
を
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

共
産
党
内
関
係
の
問
題
、
芸
術
路
線
と
共
産
党
総
体
と
の
関
係
、
他
党
と
の
関
係
、
党
の
芸
術
と
非
党

の
芸
術
と
の
関

係

芸
術
統

一
戦
線

の
問
題
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
強
調
し
て
い
た
の
は
、
「
階
級
が
あ
り
、
党
が
あ
る
社
会
の
中
で
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`

は
、
芸
術
は
階
級
に
服
従
し
、
党
に
も
服
従
す
る
。
当
然
、
階
級
と
党

の
政
治
的
要
求
に
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
定

の
革
命
期
に
お
け
る
任
務
に
服
従
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
離
れ
た
ら
、
群
衆
の
根
本
的
必
要
か
ら
離
れ
た
も

の
と
な
る
。
」

こ
の
毛
沢
東
の
ス
ピ
ー
チ
は
、
戦
後
中
国
に
お
け
る
す
べ
て
の
芸
術
創
造
に
お
け
る
基
本
方
針
と
な

っ
て
い
た
。

中

国
美
術

の
リ
ア
リ
ズ

ム
は
早
く
、

一
九
三
〇
1

四
〇
年
代

か
ら
始
ま

っ
て
い

　

る
。
中

国

の
四

つ
の
最
も
影
響
力
が
あ
る
美
術
学
校

の
担
当
者

は

フ
ラ
ン
ス
に
留

学

、
写
実
的
な
基
礎
教
育
が
良
く
、
リ

ア
リ
ズ

ム
の
基
礎
を
作

っ
た
。

日
中
戦
争

中
、

プ

ロ
レ
タ
リ
ア

・
リ

ア
リ
ズ

ム

の
内
容
が
始
ま
り
、
戦
後
ま

で
も
続

い
た
。

し

か
し
、
建
築

に
お
け
る
リ

ア
リ
ズ

ム
と

は
、

一
体
何

で
あ

ろ
う

か
。
彫

刻
、

絵
画

に

つ
い
て
は
理
解
し
や
す

い
が
、
建
築
は
難
し

い
面

が
あ

る
。

ソ
連
は
ま
た

見
本

を
造

っ
た
。

ソ
連

で
は

一
九
三

二
年
に

ソ
ビ

エ
ト
宮

の
設
計

コ
ン
ペ
が
始
ま

り
、

国
内
外
を
含
む

二
五
〇

の
図
案
が
出
さ
れ
た
。
構
成
主
義
建
築
家

の
ア
レ
ク

サ

ン
ド

ル

・
ベ
ス

ニ
ン
も
参

加
し
た
が
、
結
局
、

一
九

三
四
年

に
ポ
リ

ス

・
イ

ォ

フ
ァ
ン
等

の
巨
大
か

つ
古
典
折
衷
様
式

の
建
築
が
当
選
し
た

(図

7
)
。

こ

の

コ
ン
ペ
は

ソ
連

の
設
計
思
想

の
転
換
点

と
も
言
わ

れ
、
民
族
形
式
が
始

ま

っ
た

。
ま
た
実
際

の
作

品
に

つ
い
て
は
、
イ
ヴ

ァ
ン

・
ツ
ォ
ル
ト

フ
ス
キ
ー
に
よ

り
設

計

さ
れ
た
住
宅

(
一
九

三
四
)
、

ア
レ
ク
セ
イ

・
シ

ュ
チ

ュ
ー
ゼ

フ
ら
が
設

図7 ソ ビエ ト宮 、1930年 代 、Borlslofanな ど
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計
し
た

ζ
o
ω評
く
9
=
o
叶9

(
一
九
三
ニ
ー

三
五
)
、
ア
ラ
ビ

ヤ
ン
が
設
計
し
た
赤

軍
劇

場

(
一
九

三
五
-

四
〇

)
な
ど
、
古
典
折

　

衷
主
義

的
な
も

の
で
あ
る
。
社
会
主
義

リ
ア
リ
ズ

ム
思
想
と
共

に
、
伝
統
的

で
記
念
碑
的
な
も

の
を
促
進
し

た
。

リ
ア
リ
ズ
ム

と

ナ

シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
結
び

つ
け
た
。
そ
れ
は
戦
後

に
な

っ
て
、
中
国
建
築

の

一
つ
の
手
本
と
な

っ
た
。

一
方

、

モ
ダ

ニ
ズ
ム
は
戦
後

ア
メ
リ
カ
の
世
界
主
義

の
象
徴

と
見

な
さ
れ

て

い
た
た
め
、
冷
戦
期

に
は
社

会
主
義

の
様
式
と

し
て
決

し

て
採
用
さ
れ
る
こ
と

の
な

い
様
式
と
な

っ
て

い
た
。

(
2
)

「民
族
的
な
形
式

、
社
会
主
義

の
内
容
」

解
放

後
、
建
築

に
い
ち
早
く

「民
族
形
式
」
と

い
う
言
葉
が
公
式

に
使
わ

れ
た

の
は
、

一
九
五
二
年

一
〇
月

三
〇
日
に
発
表

10

さ
れ
た
建
設
部
長

・
劉
秀
峰

の

「基
本
建
設
の
仕
事

の
指
導
を
強
化
す
る
」
の
中
に
お
い
て
で
あ
る
。

闇都
市
建
築

の
建
設
に
は
、
経
済
、
適
用
、
丈
夫
、
美
観
以
外
に
、
可
能
な
ら
ば
民
族
形
式
に
満
足
す
る
。
価
値
が
あ
る

文
化
史
跡
を
保
存
す
る
。」

(傍
点
論
者
)

引
き
続
き
、

一
九
五
三
年
に
は
ソ
連

の
専
門
家
が
招
聘
さ
れ
、
清
華
大
学
で
講
演
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
時
、
社
会
主
義
の

現
実
主
義

(リ
ア
リ
ズ
ム
)
、
構
成
主
義
な
ど
の
概
念
が
中
国
に
紹
介
さ
れ
た
。
同
年
、
中
国
建
築
学
会
第

一
回
代
表
大
会
で

は
、
ソ
連
の
社
会
主
義
の
現
実
主
義
が
検
討
さ
れ
た
。
建
築
史
家

の
梁
思
成
は

「
建
築
芸
術
中
の
社
会
主
義
現
実
主
義

の
問
題
」

を
テ
ー

マ
に
し
て
、
建
築
の
社
会
主
義
問
題
と
現
実
主
義
問
題
を
結
び
つ
け
た
。
ま
た
、
彼
は
毛
沢
東
の

■新
民
主
主
義
論
」

の
話
を
引
用
し
、
「
中
国
文
化
は
独
自
の
形
式
を
持

つ
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
民
族
的
な
形
式
で
あ
る
。
民
族
の
形
式
、
新

民
主
主
義

の
内
容
1
こ
れ
こ
そ
、
私
た
ち
の
今
日
の
新
文
化
で
あ
る
。」
と
し
た
。

毛
沢
東
は

一
九
四
〇
年

一
月
に
発
表
し
た

「新
民
主
主
義
論
」
に
お
い
て
、
既
に
ス
タ
ー
リ
ン
の
思
想
を
受
け
続
け
、
民
族

形
式
と
新
民
主
主
義
と
を
結
び

つ
け
て
い
た
。
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さ
て

、
後

に
中
国
建
築
を
方
向

付
け
る

こ
と
に
な
る

「民
族
的
な
形
式
、
社
会
主
義

の
内
容
」
と

い
う

ス

ロ
ー
ガ

ン
は
、

一

九
五
四
年

に
発
表
さ
れ
た
梁
思
成

の

「祖
国

の
建
築
」

の
中
に
最
も
早
く
見
ら

れ
る
。

[
過
去

四
年

の
間

に
、
人

々
は
建
築

の
民
族
性

に

つ
い
て
多

く

の
異
な
る
意
見
を
持

つ
に
至

っ
た
。

し

か
し
最
近

、
皆

さ

ん

は
勉
強
、
検
討
、
ま
た

ソ
連

の
専
門
家

が
熱
心

に

ソ
連

の
経
験
を
紹
介

し
て
く
れ
た
こ
と

に
よ
り
、

我

々
の
認
識
が
統

一
さ
れ
て
き

た
。
今
日
、
我

々
は
我
が
建
築
も

ソ
連
及
び
そ

の
他

の
民
主
国
家

の
道
路

に
及
ぶ
必
要
が

あ
る
、
と
認
識
し

て

い
る
。
す
な
わ
ち
、

『民
族
的
な
形
式

、
社
会
主
義

の
内

容
』

の
路
線
を
歩
む
。
世
界
主
義

の

ツ
ル
ピ

カ

の
ガ

ラ
ス
箱

12

を
捨

て
る
」
。

こ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
幾

つ
か
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
が
内
包

さ
れ
て

い
る
。

第

一
に
、
「社
会
主
義
」
と

[
民
族
主
義
」

と

の
関
係
。

第
二

に
、
■民
族
的
な
形
式
、
社
会
主
義

の
内
容
」
と

い
う
概
念

の
出
処
。

第
三

に
、
多

民
族
共
存
社
会

(中
国
)
に
お
け
る

一民
族
的
な
形
式

」
。
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「
社
会
主
義
」
と

「民
族
主
義
」
と
の
関
係

社
会

主
義

は
も

と
も
と
イ

ン
タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
な
思
想
を
母
体
と

し
た
産
物

で
あ

っ
て
、
ナ
シ

ョ
ナ
ル
な

も

の
を
母
体
と
し

13

て
は

い
な

い
。

『共
産
党
宣
言
」

で
は
、
「労
働

者
た
ち
に
は
如
何
な
る
祖
国
も
な

い
」
こ
と

が
強

調
さ
れ
て

い
る
。

マ
ル
ク

ス

研
究
家

デ
ー
ヴ

ィ
ス
は
、
そ

の
内
容

に

つ
い
て
は
三
通
り

の
解
釈
が
あ
り
得
る
と
言

っ
て

い
る
。

ま
ず

第

一
に
、
資
本
主
義

の
も
と

で
は
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
は
ひ
ど
く
踏

み
に
じ
ら
れ
、
堕
落
さ
せ
ら
れ
て

い
る
の
で
、
全
く
如



何
な

る
国
民
的
文
化
を
も
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

い
わ
ん
や
発
展
さ
せ
た
り
す

る
こ
と
は

で
き
な

い
、
と

い
う
意
味

に
と

れ

る
。
第

二

に
、

嚠労
働

者
た
ち
は
国
を
支
配
す

る
か
、
少
な
く
と
も
国

の
支
配

の
発
言
権
を

も

つ
よ
う

に
な
る

ま

で
は
、
ど

ん
な

利
害
関

係
を
も
国
は
持

っ
て

い
な

い
」
と

い
う
意
味

に
と
れ
る
。

14

第
三

に
、
階
級
意

識
を
持

っ
た
労
働
者

に
は
国
籍
は
な

い
。

つ
ま

り
、

マ
ル
ク

ス
は
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
社
会
主
義

と

の
関
連
性

に

つ
い
て
は
直
接
的

に
は
論
じ
な
か

っ
た
。

レ
ー

ニ
ン
は
有
名

な
論
文

『帝

国
主
義

資
本
主
義

の
最
高
段
階
』

及
び

『国
家
と
革
命

』
に
お

い
て
、
民
族
お

よ
び

ナ
シ

ョ
ナ
リ

ズ

ム
に

つ
い
て
の
理
論
を
直
接

に
は
含

ん
で
い
な

い
が
、
し
か
し
そ
う
し
た
理
論
を
含
蓄
す
る

の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
ゆ

え
、

マ
ル
ク

ス
は
民
族

問
題
を
取
り
扱
う

こ
と
が

で
き
な
か

っ
た
と

い
う

こ
と
に
対
す

る
批
判

に
な
る
と
し

て

い
る
。

さ
ら

に
レ
ー

ニ
ン
は
、

一
九

一
四
年

に

『民
族
自
決
権
に

つ
い
て
』
を
発
表
し

て
い
る
が
、
そ
こ
で
彼

は
民
族
自
決
権
利
を

15

支
持
し

、
帝
国
主
義

に
対
す

る
抵
抗
も
支
持

し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
に
お
け
る
民
族
観

の
変

化

で
あ

る
。
し
か

16

し
、

「
厳
密
な
意
味

で
民
族

理
論
と

い
う
も

の
を

レ
ー

ニ
ン
は
持

っ
て

い
た
訳

で
は
な

い
」
と

い
う
批
判
も
あ

る
。

ス
タ
ー
リ

ン
は
基
本
的
に
レ
ー

ニ
ン
の
思
想
を
受
け
継

い
で

い
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
自
身

の
民
族
観

に

つ
い
て
は
、

三

つ
の
論

文
が
発

表
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は

「
マ
ル
ク
ス
主
義
と
民
族
問
題
」

(
一
九

二
二
年
)
、
「
民
族
問
題
と
レ
ー

ニ
ン
主
義
」

(
一
九

17

二
九
年

)
、
「
言
語
学
に
お
け
る

マ
ル
ク
ス
主
義

に

つ
い
て
」

(
一
九

五
〇
年
)

で
あ
る
。

「民

族
問
題
と

レ
ー

ニ
ン
主
義
」

で
は
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
の
諸
民
族

の
発
展
段
階
を
説
明
し
た
。
そ
こ
で
は
、

ナ

ロ
ー
ド

(人

民
)
、

も

し
く

は
、
ナ

ロ
ー
ド

ノ
ス
チ
と
言
わ
れ

る
も

の
と

ナ
ー

ツ
イ
ヤ

(民
族
)
と

の
連

関

の
問
題
が
意

識
さ
れ

て
い
る
ば

か
り

で
は
な
く
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア
的

民
族
と
社
会
主
義
的
民
族
と

い
う
発
想

が
打
ち
出
さ
れ

て
き

て
、
民
族
を

歴
史
的

に
形
成
し
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て
い
く
階
級
主
体

の
観
点
が

一
層
は

っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。

ス
タ
ー
リ
ン
は
民
族
の
将
来
と
民
族
語
の
将
来
を
論
述
し
た
と
き
、
社
会
主
義

の
民
族
と
民
族
語
の
行
方
を
三

つ
の
発
展
段

階
で
区
分
し
た
。
第

一
段
階
は
、
こ
れ
ま
で
圧
迫
さ
れ
て
い
た
諸
民
族
と
民
族
語
と
が
発
展
し
繁
栄
す
る
段
階
、
民
族
の
同
権

が
確
立
さ
れ
る
段
階
、
民
族
の
相
互
の
不
信
が

一
掃
さ
れ
る
段
階
、
諸
民
族
間
に
国
際
的
な
結
び
つ
き
が
組
織
さ
れ
強
化
さ
れ

る
段
階
、
で
あ
ろ
う
。
第
二
段
階
で
、
資
本
主
義
の
世
界
経
済
に
か
わ

っ
て
単

一
社
会
主
義
的
世
界
経
済
が
形
成
さ
れ
て
い
く

に
つ
れ
て
、
共
通
語
の
よ
う
な
も

の
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
段
階
で
、
世
界
的
な
社
会
主
義
的
経
済
制
度
が

十
分
に
強
固
に
な
り
、
社
会
主
義
が
諸
民
族
の
日
常
生
活
に
は
い
り
こ
み
、
諸
民
族
が
、
民
族
語
に
ま
さ

っ
て
い
る
共
通
語
の

長
所
を
実
際
に
確
信
す
る
よ
う
に
な
る
と
き
、
民
族
的
差
異
と
民
族
語
と
は
、
共
通
な
世
界
語
に
席
を
ゆ
ず
り

つ
つ
死
滅
し
は

あ

じ
め
る

で
あ

ろ
う
、
と
予
想

し
た
。

こ

の
よ
う

に
社
会
主
義

の
民
族
理
論

が
成
長

し
、
特

に
ス
タ
ー
リ

ン
時
代

に
お
け

る
民
族
観

の
成
長
と
共

に
、
建
築

の
変
化

が
見
ら

れ
る
。
結
果
、

レ
ー

ニ
ン
時
代

の
構
成
主
義
は
廃
棄
さ
れ
る
こ
と

に
な

る
。
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「
民
族
的
な
形
式
、
社
会
主
義
の
内
容
」
と
い
う
概
念
の
出
処

ス
タ
ー
リ
ン
の
民
族
観
と
文
化
芸
術
と
の
結
合
に

つ
い
て
は

一
九
二
五
年
に
発
表
さ
れ
た

『東
方
人
民
大
学
の
政
治
的
任
務

ね

に

つ

い
て
』

の
中
で
論

じ
ら
れ
て

い
る
。

「わ

れ
わ
れ
は
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
文
化

を
建
設
し

つ
つ
あ
る
。

こ
れ
は
ま

っ
た
く
正

し

い
。
し
か
し
、
そ

の
内
容
に
お

い
て

社

会
主
義
的
な
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
文
化

が
、
社
会
主
義
建
設
に
ひ
き

い
れ
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
民
族

の
も

と
で
、
言
語

や
生



活
様
式

な
ど

の
相
違

に
よ

っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
表
現
形
式

や
表
現
方

法
を
と

る
と

い
う

こ
と
も
ま
た
正

し

い
。
内
容

に
お

い
て
は
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
的
な
、
形
式

に
お

い
て
は
民
族
的
な
、

こ
れ
が
社
会
主
義

の
め
ざ
す
全

人
類
的

な
文
化

で
あ

る
。
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
は
民
族
文
化
を
廃
止
す

る
も

の
で
は
な
く

、
そ
れ

に
内
容
を
あ
た
え
る
。
そ

し
て
逆

に
、
民
族

文

化

は
、
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
文
化
を
廃
止
す

る
の
で
は
な
く

、
そ

れ
に
形
式
を
あ
た
え

る
」
。

こ
こ

で
ス
タ
ー
リ

ン
は
、
民
族
文
化
と
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
と
を
結
び

つ
け
て

い
る
が
、
こ
の
思
想

は
中
国

に
受
け
継
が
れ
、

前
述

し
た
毛
沢
東

の

「新

民
主
主
義
論
」

(
一
九
四
〇
年
)

に
は
そ

の
影
響
が
窺
え

る
。

一
九

四
九
年

の
中
華
人
民
共
和
国

の
成
立
は
、
階
級

の
観
点

か
ら
す
れ
ば
、
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
階
級

が
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
階
級
に
勝

利
し
た

こ
と

で
あ
る
。
ま
た
民
族

の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
第

二
次
世
界
大
戦
後

の
ア
ジ

ア

・
ア
フ
リ
カ
の
植

民
地
解
放
と
民
族

独
立

の
達
成

で
あ
り
、
主
権
国
家
建
設
を
絶
対
的
善

と
見

な
す
視
点

に
立

て
ば
、
反
帝
闘
争

に
対
す

る
輝
か

し

い
勝
利
と
言
え

る
。
近

代
以
降
、
中
国
人
は

一
蠧
叶一〇
コ
」

に
対

し
て
の
認
識

が
大
き
な
頂
点

で
あ
る
。
建
築

に

つ
い
て
は
再

び
民
族
様
式

が
復

興
さ
れ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
九

二
七
年

の
国
民
政
府

の
成
立
以
後
、
建
築

の
民
族
形
式

の
復
興
と
比
較

す
る
と
、
プ

ロ
レ

タ
リ

ア
階
級

が
強
調

さ
れ
て

い
る
。
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多
民
族
共
存
社
会

(中
国
)
に
お
け
る

「
民
族
的
な
形
式
」

こ
こ
で
考
え
る
べ
き
は
、
中
国
は
多
民
族
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
建
築
様
式
も
自
ず
と
多
様
化
は
免
れ
ず
、
ど
の
民

族
の
様
式
が
中
華
民
族
を
代
表
で
き
る
の
か
と

い
う
問
題
で
あ
る
。

む

梁
思
成
は

■中
国
建
築
の
特
徴
」
の
中
で
、
中
国
建
築

の
様
式
問
題
に
つ
い
て
、
九
点
に
わ
た
り
そ
の
特
徴
を
纏
め
て
い
鯢
。



い
ず

れ
も
、
漢
民
族

の
建
築
様
式

の
特
徴

で
あ

っ
た
が
、
漢
民
族
と
少
数
民
族
と

の
関
係
を
如
何

に
認
識
し

て
い
る
か
に

つ
い

て
、
「
こ
れ
ら

の
地
区

(少
数
民
族
)

の
建
築
は
中
国
中
心
地

の
建
築
と
同
じ

シ
ス
テ
ム
で
あ

る
か
、
あ

る

い
は
大
き
な
違

い

が
な
く

、
兄
弟

の
よ
う

に
同
じ
家
族

の
関
係

に
あ
る
」
と

し
た
。

こ

の
思
想
は
中
国
近

・
現
代

の
民
族
政
策

を
反
映
し

て

い
る
。

一
九
三
七
年

以
後

、
共
産
党

は

「全

民

族

の
共
同
抗

日
」
、

「全

民
族

の
統

一
戦
線
」
を
呼

び
か
け
て

い
た
。

「全
民
族
」
と

い
う
言
葉
を
如
何

に
理
解
す
る
か
に

つ
い
て
、

一
九

三
八
年
八

ね

月
に
発
表
さ
れ
た
楊
松
の

一
民
族
を
論
ず
」
と
題
す
る
論
文
が
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
同
年

一
〇
月
の
毛
沢
東
の

■新
段
階
を

22

論
ず
」

に
あ
ら
わ
れ
る
民
族
論
に
決
定
的
根
拠
を
与
え
た
。

こ

の
論
文
は
少
数
民
族
と
漢
民
族
と

の
同
化
を
強
調

し
、
「
既
に
同
化

し
た
満
人

、
回
人
、
番

人
、
苗
人

、
蒙
古
人
、
黎
人

な
ど

の
経
済
生
活
、
言
語
、
風
俗
、
習
慣
な
ど
は
、
す

で
に
漢
人
に
同
化
し
、
漢
人
と
雑
居
し
、
構
成
民
族

の
特
徴
を
失

っ
て

い
る
が

、
習
慣

は
漢
人
と

は
幾
分
か
異
な

っ
て

い
る
。
彼
ら
は
す

で
に
元

々
の
種
族

で
は
な
く
、
ま
た
漢
人

で
も
な

い
、
彼

ら

は
新
た
に
近
代
民
族
-

中
華
民
族
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
し
た
。

こ

の

一
体
化

さ
れ
た

「中
華

民
族
」

の
概
念

は
、
中
国
建
築

の
理
念

に
も
影
響

を
与
え
た
。

つ
ま
り
、

「
漢
民
族
」

の
建
築

的
特
徴

を

「中

国
」

(中
華

民
族

と
も
言
え

る
)

の
建
築
的
特
徴
と
見
な
し
た

の
で
あ

る
。
戦
前

に
は
、
中

国

に
お
け
る
中
国

建
築

の
研
究
は
少
数

民
族

の
建
築

に
ほ
と
ん
ど
論
究

さ
れ
な
か

っ
た
が
、
そ

の
影
響

は
戦
後

に
ま

で
及
ん
だ

。

し
か

し
、

こ
こ
で

一
体
化

さ
れ
た

「中
華
民
族
」
は
ネ
ー
シ

ョ
ン
集
団

に
当
た
る
も

の
で
、

エ
ス

ニ
ッ
ク
集
団

で
は
な
か

っ

た
。
異

な

る
文
化
を
持

っ
て

い
る
こ
と
を
特
徴
と
し
た

エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
は
、
ネ
ー
シ

ョ
ン
集

団
を
強
く
強

調
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
弱

め
ら
れ
、
結
果
、
「漢

民
族
」

の
建
築
様
式
は

「
中
華
民
族
」

の

「
代
弁
者
」
と
な

っ
た
。

一
九

四
九
年

以
後
、
中
国

の
社
会
主
義

民
族
政
策
は
多
民
族

の
共
存

(五
六
個
民
族
)
が
認
め
ら
れ
、

一
九

五
四
年

の
憲
法
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で
は
、

民
族
間

の
差

別
と
抑

圧
を
禁
止
し
、
平
等
を
実
現
す
る

(第

三
条
)
と

し
た
。
ま
た
経
済
援
助
も
行

わ
れ
た
。

ス
タ
ー

リ

ン
の
思
想

に
依

れ
ば
、
共
産
主
義

の
最
後

の
目
標
は
、
民
族

の
差
異
を
無
く
す

こ
と

に
あ
る
。
そ

の
た
め
、
各
民
族

の
芸
術

の
個
性

(差
異
性
)
を
強
調
す

る
の
で
は
な
く
、
階
級

の
区
分

に
よ
る
、
民
族

の
団
結
、
反
帝
国
主
義

が
主

た

る
目
標
と
な

っ

た
。

23

一
九
五

]
年

一
二
月
、
毛
沢
東
は
次

の
よ
う
な
声
明
を
発
表
し
た
。

一帝
国
主
義
が
過
去
あ
え
て
中
国
を
あ
な
ど

っ
た
原
因
の

一
つ
は
、
中
国
の
各
民
族
が
団
結
し
て
い
な

い
こ
と
に
あ

っ
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
時
代
は
既
に
永
遠
に
過
去
の
も
の
と
な

っ
た
。
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
た
そ
の
日
か
ら
、
中
国

各
民
族
は
団
結
し
て
友
愛
協
力
に
よ
る
大
家
庭
を
な
す
も
の
と
な
り
始
め
た
。
こ
う
し
て
い
か
な
る
帝
国
主
義

の
侵
略
に

も
充
分
う
ち
勝

つ
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
わ
が
祖
国
を
繁
栄
し
た
強
国
に
建
設
し
う
る
の
で
あ
る
」
。

ま
た
、

一
九
五
二
年
八
月
に
採
択
し
た

「民
族
区
域
自
治
実
施
要
綱
」
は
、
「
民
族
自
治
権
」
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
明
言
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
民
族
の
分
離
権
と
連
邦
制
が
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
の
は
、
ソ
連
の
民
族
政
策
と
の
違

24

い
で
あ
る
。
同
時
に
、
少
数
民
族

の
中
に
、
漢
民
族
と
同
じ
く
階
級
闘
争

(土
地
改
革
)
が
展
開
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
民
族
政
策
は
建
築

の
方
面
に
も
反
映
し
て
い
る
。
梁
思
成
は

『祖
国
の
建
築
」
に

「
建
築
は
民
族
性
を
持

っ
て
い

る
」
と
発
言
し
た
。
一
モ
ス
ク
ワ
大
学
は
ロ
シ
ア
伝
統
か
ら
発
展
し
て
き
た
の
で
、
ロ
シ
ア
民
族
様
式
で
あ
る
。
ソ
連
の
他
の

共
和
国
で
、
我
々
が
見
た
の
は
そ
の
他
の
民
族
様
式
で
あ
る
。
こ
れ
は
我
々
が
明
確
に
社
会
主
義
の
建
築
が
民
族
性
を
持

っ
て

25

い
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
た
」
。

し
か

し
、
中
国
建
築

に

つ
い
て
は
、
再
び
漢
民
族

の
建
築
的
特
徴

が
強
調
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
中
国
建
築

界

で
は
、

ソ
連
よ

り

一
層

、

一
民
族
を
強
調
し
て

い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ

の
結

果
と

し
て
、

一
九
五
〇
年
代

の
中
国
建
築

は
、

日
中
戦
争
時

に
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お
け

る

「ネ

ー
シ

ョ
ン
」

の
強

調
と
共

に

「
エ
ス

ニ
テ
ィ
」

が
弱
め
ら

れ
た
状

況
に
、

類
似
性

を
持

つ
よ
う

に
な

っ
た
。

当
時

の
代
表

的
な
作

品
は
友

誼
賓
館

(
一
九

五
四
年

、
張

鑄

)

(図

8
)

で
あ
る
。

こ
の
作

品

は

一
九
五

〇
年
代
前
半

の
中
国
建
築

の
民
族
思
想

の
反
映

で
あ

る
。
漢
民
族

様
式

の
大
き
な
屋
根
を
冠
し

て

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
建
築

は
絵
画

や
文
学
と

は
異

な
り
、

表
現
範

囲
が
限
ら
れ

て

い
る
た
め
、

■
階
級
」
と

い
う
社
会
主

義

の
内
容
を
表

現
す
る

に
は
至
ら
ず

、
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム

の
気
味
が
大
変

強
く
な

っ
た
。
そ

の
結
果
と

し

て
、

一
九
三
〇
年

代

の
中
国

の
古

典
復
興
や
、
ま
た

一
九
三
〇
年
代

の
軍
人
会
館
と

類
似
し

た
も

の
に
な

っ
た
。

(3
)
趙
冬
日
の
作
品

に
現
れ
た

「
民
族
形
式
」
と

「
社
会
主
義
内
容
」
そ
の

一

伊
東
忠
太
の

「折
衷
主
義
」
或

い
は
中
国
の

一
民
族
形
式
」
?
,

趙
冬
日
は

一
九
四

一
年

の
帰
国
後
、
暫
く
の
問

(
一
九
四

一
-

一
九
四
九
)
、
建
築

作
品
は
手
掛
け
て
い
な
か

っ
た
が
、
華
北
交
通
株
式
会
社
、
北
平
大
学
工
学
院
建
築
系

教
授
、
東
北
大
学
建
築
系
教
授

・
系
主
任
、
北
洋
大
学
建
築
系
教
授
、
河
北
省
高
等
工

業
職
業
学
校
校
長
な
ど
を
歴
任
し
、
改
め
て
共
産
主
義
思
想
を
吸
収
し
た
。
彼
は
社
会
的
身
分
を
利
用
誌
て
、
早
い
時
期
に
共

　

産
党

の
地
下
活
動
を
行

っ
た
。
ち
な
み
に
、
後

の
北
京
市
委
員
会

の
副
書
記
、
建
設
部

の
責
任
者

.
劉
仁
な

ど
、
革
命

リ
ー
ダ

ー
と
交

わ
り
、
政
治
力
を
有
す
る
建
築
家
と
な

っ
た
。
そ

れ
は
、
後
年

の
彼

の
仕
事

に
非
常

に
有
効
に
働

い
た
。

図8友 誼賓館、1954年 、張鋪 設計
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一
九
四
九
年
以
後
、
中
国
の
主
要
課
題
は
経
済
回
復
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
か
ら
ソ
連

の
専
門
家
を
雇
い
入
れ
た
が
、
最
初

の

一
六
組
は
毛
沢
東

.
周
恩
来
が
ソ
連
を
訪
問
す
る
際
、
招
聘
し
た
。
二
回
目
の
三
組
は
朝
鮮
戦
争
の
後
、
北
満
基
地
を
建
設

す
る
た
め
招
聘
し
た
。
三
回
目
の
二
一二
組
は

一
九
五

一
年
に
招
聘
し
た
。
中
国
の
経
済
発
展
の
過
渡
期
に
お
い
て
、
外
国
の
援

助
は
欠
か
せ
な

い
。

中
国
の
技
術
者
不
足

の
中
、
趙
冬
日
は
弱
冠
三
六
歳

で
重
要
な
仕
事
を
任
さ
れ
た
。

一
九
五
〇
年
に
北
京
建
設
局
計
画
処
の
副
処
長
、

一
九
五
三
年
に
北
京
建
築
専
科
学
校

副
学
長

(1

一
九
五
五
)
、

一
九
五
四
年
に
は
北
京
市
建
築
設
計
院
總
工
程
師
を
兼
任

し
、
そ
の
後
、
北
京
市
計
画
局
主
任
と
な
り
、
北
京
市
全
体
計
画
の
責
任
者
と
な

っ
た
。

一
九
五
七
年
に
共
産
党
に
入
党
す
る
と
、
北
京
市
城
市
計
画
管
理
局
總
建
築
師
、
城
市

計
画
委
員
会
顧
問
と
な

っ
た
。

つ
ま
り
、
首
都
建
設
に
関
わ
る
重
要
ポ
ス
ト
で
あ
る
。

優
秀
な
技
術
者
)
建
築
家
で
あ

っ
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。
解
放
前
か
ら
地
下
活
動

に
参
加
し
、
そ
の
際
、
劉
仁
の
知
己
を
得
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
が
後
に
、
以
下
の
よ

う
に
、
北
京
市
委
員
会
ビ
ル
を
は
じ
め
、
中
央
政
府
や
北
京
市

の
重
要
建
築
の
設
計
に

繋
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
四
年

中
央
直
属
機
関
礼
堂

(図
9
)

解
放
後

の
北
京
に
お
け
る
最
初
の
会
議
場
と
劇
場
の
兼
用
建
築
。

一
九
五
四
年

北
京
同
仁
医
院

(図
10
)

図9中 央直属機関礼堂 、1954年
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図10北 京同仁医院、1954年

図11全 国政治協商会議 ホール、1955年

図12北 京市 員万 ヒル、1955
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北
京

の
著
名
な
眼
科
病
院
。

一
九
五
五
年

全
国
政
治
協
商
会
議
ホ
ー
ル

(図
11
)

全
国
政
治
協
商
会
議

の
重
要
会
議
が
開
催
さ
れ
る
場
所
。

一
九
五
五
年

北
京
市
委
員
会
ビ
ル

(図
12
)

北
京
市
委
員
会
事
務
所
。
劉
仁
は
こ
の
建
築
を
高
く
評
価
し
、
人
民
大
会
堂
の
設
計
を
依
頼
し
た
と
も
言
わ
れ
る
。

一
九
五
六
年

社
会
主
義
学
院



民
主
人
士
、
ブ
ル
ジ

ョ
ア
分
子
の
思
想
改
造
の
た
め
、
社
会
主
義

理
論

の
教
育
の
場
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

一
九
五
七
年

北
京
イ
ス
ラ
ム
教
経
学
院

(図
13
)

・
08
倶
楽
部

・

民
族
事
務
委
員
会
住
宅

こ
の
よ
う

に
見
て
く
る
と
、
趙

は
五
〇
年
代
半
ば

に
は
、
中
国

の
社

会

に
確

固
た
る
地
歩
を
築

い
て
い
た
と
言
え

よ
う
。

さ

て
次

に
、
作

品
ご
と

に
、

そ

の
建

築
様
式
を
分
析

し

て
み
た

い
。

ま
ず
、

一
九

五
四
年

の
二
作
品
を
見
る
と
、
そ
こ

で
は
漢

民
族

の
モ
チ

ー

フ
が

用

い
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
出
発
点
に

つ
い
て
は
、
梁

思
成
と
類

似
し
て

い
る
。
中
央
直
属
機
関
礼
堂
は
伝

統
的
な
漢
代
闕
形
式
を
採
用

し
、
ま

た
北
京
同
仁

医
院

は
漢

民
族
様
式

で
ま
と

め

て

い
る
。

い
ず

れ
も
、

鬥大

屋
根
」

は
回
避

さ
れ
、
軒

部
分

の
装
飾

で

「
民
族

形
式
」
を
表
現
す

る
に
止
め

て

い
る
。

し
か
し
、
基

本
的
な
思
想

は
当
時

の
中
国

で
提
唱
さ
れ
た
民
族

形
式
と

一
致

し

て

い
る
。

一
九

五
五
年

に
完
成
し
た
全
国
政
治
協
商
会
議

ホ
ー
ル
で
は
、
折
衷

的
な
様

式
が
導
入
さ
れ

て

い
る
。

こ

の
ホ
ー
ル
で
は
、

一
見

、
西
洋

の
オ
ー
ダ
ー
を
想
起
さ
せ
る
が
、
柱
頭

に
は
漢
式

の
大
斗
を
用

い
、
礎
盤

に
は
蓮

の
モ
チ
ー

フ
、

イ

ス
ラ
ム
風

の

ア
ー
チ
、
陸
屋
根
、
中
国

の
高
欄
な
ど
、
東
洋

の
デ
ィ
テ
ー
ル
が
随
所

に
用

い
ら
れ
て

い
る
。
中
央
直
属
機
関
礼

堂
よ
り
さ
ら

に
豊

か
な

「民
族
」
的
内
容

を
表
現

し
て

い
る
。

図13北 京 イスラム教経学 院のデ ィテール
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一
方

、
北
京
市
委
員
会
ビ

ル
で
は
、
ロ
ー

マ
式

の
ア
ー
チ
を
採
用
、

西
洋
的

な
趣
向

が
凝

ら
さ
れ
て

い
る
。

五

つ
の
イ

ス
ラ
ム
風
ド
ー
ム
が
特
徴
的

な
北
京
イ

ス
ラ
ム
教
経
学

院

で
は

、
イ

ン
ド

の
タ
ー
ジ

・
マ
ハ
ー
ル

の
モ
ス
ク
を
想
起
さ
せ

る

デ
ザ
イ

ン
を
採
用
し
て

い
る
。
そ
こ
で
は
、
イ

ス
ラ
ム
建
築

に
見
ら

れ

る

幾
何
学

文
様

が

モ
チ
ー

フ
と

し

て
使

わ

れ

て
は

い
る
が

(図

14
)
、
単
純

な

コ
ピ

ー
で
は
な
く
、
現
代

的
に

ア
レ
ン
ジ

さ
れ
た
イ

ス
ラ

ム
風
建
築
と
な

っ
て

い
る
。

北京 イスラム教経学院、

1957年

 

こ
こ
で
、
趙

の
イ
ス
ラ
ム
風
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
う
え
で
、
多
民
族
の
建
築
の
認
識
に
つ
い
て
問
う
必
要
が
あ
る
で

あ
ろ
う
。

一
九
八
九
年
に
書
か
れ
た

「私
の
中
国
建
築
に
対
す
る
理
解
と
展
望
」
『中
国
建
築
評
析
と
展
望
」

(
一
九
八
九
年
)
の
な
か

で
、
趙
は
建
築

の
民
族
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
生
活
様
式
に

つ
い
て
、
四
合
院
と

い
う
漢
民
族
の
生
活
様
式

を
論
じ
、
思
想
体
系
に
つ
い
て
は
儒
教
を
背
景
と
し
た

「等
級
性
」
と
い
う
漢
民
族
の
建
築
的
特
徴
を
論
じ
た
。
ま
た
、
中
国

建
築
を
記
述
す
る
際
の
特
徴
に
つ
い
て
は
梁
思
成
と

一
致
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
多
民
族

の
建
築
様
式
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い

な
い
。
当
時
、
こ
の
問
題
は
建
築
家
個
人
で
は
容
易
に
解
決
で
き
な
い
問
題
で
あ

っ
た
。

趙
は
ど
こ
で
、
イ
ス
ラ
ム
建
築
に
関
す
る
知
見
を
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
中
国
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
建
築
は
中
原
に
入
る
と
、
ほ

と
ん
ど
漢
民
族
の
様
式
に
同
化
さ
れ
て
い
る
。
建
築
様
式
は
漢
族
の
様
式
で
、
内
部
装
飾

の

一
部
に
イ
ス
ラ
ム
様
式
が
見
ら
れ
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る
程
度

で
あ

る
。

つ
ま
り
、
国
内

の
建
築

に
そ
の
好
個

の
実
例
は
な

い
と
言

っ
て
よ
く
、
さ
ら
に
、
戦
前

の
中
国
建
築
研
究
者

が
殆
ど

研
究
し

て

い
な

か
領
域
で
も
あ

っ
た
。
趙
個
人
は
明
言
し
て

い
な

い
が
、
早
稲
田
大
学
で

の
東
洋
建

築
史
教
育

の
影
響

で
は
な

い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

伊
東

忠
太
は

一
八
九
三
年

、
東
京
美
術
学
校

で
東
洋
建
築
史

を
教
え

て

い
た
時
、
既
に
イ

ン
ド
建
築

の
装

飾

に

つ
い
て
も
講

義
を
行

っ
て

い
た
。
そ

の
後

、

一
九

〇
三
年

に
は
イ

ン
ド

で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

い
、
第

一
次
資
料
を

収
集
し
た
。
彼

の

27

『印
度
建
築
史
』
に
は
、
多
く
の
イ
ス
ラ
ム
建
築
に
関
す
る
詳
細
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
彼
は
中
国
風
、
印
度
風
、
イ
ス

ラ
ム
風
な
ど
を
加
味
し
た
特
異
な
東
洋
趣
味
の
作
品
を
世
に
送

っ
た
建
築
家
で
も
あ

っ
た
。
印
度
風

の
作
品
と
し
て
は
、

一
九

三
四
年
に
完
成
し
た
築
地
本
願
寺
が
有
名
で
あ
る
。

趙
に
と

っ
て
は
、
伊
東
忠
太

の
影
響
は
東
洋
建
築
の
講
義
だ
け
で
は
な
く
、
折
衷
主
義
建
築

の
設
計
手
法
そ
の
も
の
も
含
ま

れ
る
。

つ
ま
り
、
趙
が
珍
し
い
民
族
様
式

(厳
密
に
言
え
ば
折
衷
主
義
的
な
デ
ザ
イ
ン
)
を
採
用
し
た
の
は
、
彼
の
日
本
の
留

学
経
験
と
無
縁
で
は
な
い
と
推
察
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
の
作
品
の
特
徴
は
他
の
建
築
家
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な

い
特
異
性

を
持

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
は
言
え
、
趙
の
作
品
は
伊
東
忠
太

の
折
衷
主
義
と
イ
コ
ー
ル
で
は
な

い
。
社
会
主
義

の
民
族
形
式
を
表
現
し
た

い
と
い
う

戦
後
の
中
国
の
事
情
は
日
本
に
は
全
く
な
か
っ
た
。
趙
が
日
本
で
学
ん
だ
こ
と
を
中
国
の
民
族
形
式

の
時
代
的
潮
流
に
融
合
さ

せ
た
こ
と
は
文
化

コ
ン
タ
ク
ト
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
何
故
、
イ
ス
ラ
ム
経
学
院
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ム
風
建
築
が
建
て
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
思
う
に
そ
れ
は
、

当
時
の
中
国
に
お
け
る
民
族
政
策
と
関
係
し
て
い
よ
う
。

28

一
九

四
九
-

一
九
五
七
年

の
間
は
、
中
国

で
は
、
民
族
政
策

の

「穏
歩
期
」
と
言
わ
れ
る
。
こ

の
時
期

は
内
政

一
般
と
同
様
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に
、
穏
歩
政
策
が
採
ら
れ
た
。

(
一
)
差
別
の
禁
止
と
政
治
的
平
等
の
法
制
化
、
(二
)
幹
部

・
言
語

.
文
化
の

一
民
族
化
」
の

推
進
、
(三
)
大
漢
族
主
義
批
判
、

(四
)
緩
や
か
な
社
会
改
革
と
重
点
的
工
業
化
、
の
四
つ
を
柱
に
、
少
数
民
族
お
よ
び
そ
の

領
域
の
新
体
制

へ
の
統
合
を
最
優
先
し
た
。

こ
の

「
民
族
化
」
政
策
は
、

一
九
五
〇
年

一
一
月
に

「少
数
民
族
幹
部
養
成
試
行
方
案
」
「中
央
民
族
学
院
設
立
試
行
方
案
」

が
決
定
さ
れ
る
と
、
ま
ず
民
族
幹
部
の
養
成
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
建
国
初
期
に

一
万
二
〇
〇
〇
人
に
過
ぎ
な
か

っ
た
少
数
民
族

幹
部
は
、

一
九
五
八
年
に
は
四
八
万
人
に
上
り
、
モ
ン
ゴ
ル
族
以
外
に
は
存
在
し
な
か

っ
た
少
数
民
族
党
員
も
、

一
九
五
七
年

29

末

に
は

四
〇
万
人
に

の
ぼ

っ
た
。
当
時
、

「幹
部

の
民
族
化
を
基
本
的
に
実
現
し
た
」
と
そ

の
実
現
力
を
誇
示

し
た
程

で
あ

る
。

ま

た
、

「大
漢

族
主
義

」

の
批
判
に

つ
い
て
は
、

一
九

五
二
年

の
全
国
各
少
数
民
族
地
区

で
民
族
政
策

の
実
施

状
況
に

つ
い

て
の
大

検
査
が
行
わ
れ
、
そ

の
結
果
、

一
部

の
漢
民
族
幹
部
と
漢
民
族
民
衆

の
間
に
か
な
り
重
大
な

一大
漢

民
族
主
義

の
思
想
」

が
存
在

す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
上
述
し
た
よ
う

に
、
建
築
学
界

で
も
梁
思
成

の
中
国
建
築

に
関
す

る
認
識

に
は
漢
民

族
を
強

調
す

る
傾
向
が
現
れ

て
い
る
。
そ
の
結
果
、

一
九
五

二
年

、
民
主
改
革

で
あ

る
土
地
改
革
に
お

い
て

は
同
時

に
大
漢
民

族
主
義

に
対
す

る
批
判
を
並
行

的
に
行

っ
た
た
め
、
比
較

的
穏
健
な
改
革
と
し

て
進

め
ら
れ
た
。

こ

の
様

な
状

況
の
中

で
、
建
築
様
式

に
少
数
民
族

(①
けげ
コ
一〇
b
P一づ
O
『
一け一Φ
oり)

の
様
式
を
強
調
す

る
こ
と

は
有
利

に
働
く
。
し

か
し
、

当
時
、
少
数
民
族

の
建
築
様
式

は
多
く

は
な
く
、
社
会
主
義

下
に
お

い
て
は
、
民
族

の
主
体
性

よ
り

も
、
階
級

の
問
題

30

が
優
位
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
イ
ス
ラ
ム
教
経
学
院
は
中
央
民
族
学
院
と
同
じ
く
民
族
幹
部
養
成

の
た
め
の
機
関
で
あ
り
、
共
産
党
委
員
会
事
務
所

.

共
産
主
義
青
年
団
事
務
所
の
設
置
は
、
当
時
の
少
数
民
族
の
中
に
あ

っ
て
は
、
社
会
主
義
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
各

民
族
の
主
体
性
に
立
脚
し
た
多
民
族
様
式

の
研
究
体
制
で
は
な
か

っ
た
た
め
、
少
数
民
族
の
様
式
を
強
調
す
る
の
は

一
時
的
な
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も
の
で
あ
る
。

趙
冬
日
は
多
民
族
化
の
問
題
を
考
慮
し
て
作
品
を
創

っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
許
さ
れ
る
範
囲
で
多
様
な
建
築
様
式
を
取
り

入
れ
た
の
は
独
自
な
手
法
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
伊
東
忠
太
の
折
衷
主
義
は
戦
後

の
日
本
で
は
幕
を
下
ろ
し
た
が
、
彼
の
地
で

延
命
し
て
い
く
様
子
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
特
異
な
消
長
を
物
語

っ
て
い
て
、
興
味
深

い
。

2

社
会
主
義

の
経
済
と

「民
族
形
式
」
と
の
矛
盾

(1
)
「
実
用

・
経
済
、
可
能
性
と
し
て
の
美
観
」

の
提
唱

一
九
五
二
年
、
建
築
工
業
部
党
組
は
設
計
問
題
に

つ
い
て
、
嚠設
計
方
針
は
必
ず
適
用
、
安
全
、
経
済
の
原
則
を
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
し
か
も
国
家
経
済
条
件
が
可
能
な
ら
ば
、
適
切
な
建
築
外
形
の
美
観
を
考
え
る
。
単
純
に
美
観
だ
け
追
求

31

す
る
誤
る
考
え
方
を
克
服
す
る
」
と
提
出
し
た
。

解
放
後
、
中
国
の
住
宅
不
足
問
題
は
深
刻
の
度
を
増
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
都
市
部
で
は
戦
前

の
消
費
都
市
か
ら
工
業
都

市
に
移
行
す
る
際
へ
労
働
者
の
住
宅
問
題
は
い
や
増
し
て
い
た
。
「中
共
北
京
市
委
関
与

(北
)
京
市
建
房
問
題
の
報
告
岨
に
よ

れ
ば
、

一
九
五

一
年
の
北
京
市
城
内
に
は

一
〇
〇
万
戸
の
住
宅
が
あ
る
が
、
そ
の
内
、
機
関

・
軍
隊
が
二
二
万
戸
を
使
用
し
て

い
た
。
し
か
も
、
状
態
の
良

い
も
の
が
優
先
的
に
選
ば
れ
た
。
低
収
入
の

一
般
市
民

(労
働
者
、
機
関
職
員
、
教
員
)
に
と

つ

て
、
家
賃
は
給
料
の
四
〇
%
以
上
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
そ
の
不
満
は
急
速
に
募

っ
て
い
っ
た
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
大
量
の
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
。

一
九
五
三
年
、
国
家
が
直
接
投
資
し
た
建
築
は
、
延
べ
床
面

積
三
〇
〇
〇
万
,m
に
上

っ
た
が
、
そ
の
う
ち
住
宅
は

一
二
〇
〇
万
㎡
を
占
め
た
。
住
宅

の
基
準
は
当
時
の
状
況
に
鑑
み
、
国
営

33

企
業

の
職
員
住
宅
は

一
人
当
た
り
四
,m
で
あ

っ
た
。
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し
か

し

一
方

、
「
民
族
的
な
形
式
、
社
会
主
義

の
内
容
」

の
提
唱
と
共

に
、
社
会
主
義

の
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト

の
要
求
と
民

族
様
式

と

の
矛
盾
は
さ
ら
に
著

し

い
も

の
と
な

っ
た
。

一
九
五
三
年

に

ス
タ
ー
リ
ン
が
没
す

る
と
、
翌
年
、

ソ
連

共
産
党
中
央

委
員
会

と
部
長
会
議
は
全

ソ
連
建
築
者
会
議
を

開
催
し
た
。
会
議
は
七
日
間
に
亘

っ
て
開

か
れ
、
参
加
者
は

延

べ
二
二
〇
〇
人

に

の
ぼ

っ
た
。
こ

の
会
議

に
中
国
は
代
表
団
を
派
遣

し
た
。
そ
こ
で

フ
ル
シ
チ

ョ
フ
は
、
一
建
築

に
お

い
て

は
、
広

い
範

囲
で

工
業
化

を
導
入

し
、
質

の
改
善
と
と
も
に
、

コ
ス
ト
を
削
減
す

る
」
必
要
性
を
訴
え

、
建
築

界

の
復
古
主
義

、
形
式
主
義
を
激

し
く

批
判

し
た
。

こ
の
発
言
は
、
中
国

の
変
化
も
促

し
た
。

中
国

で
は
、

一
九

五
五
年

に
反
浪
費

運
動
が
起

こ
り
、
一
実
用

・
経
済
、
可
能
性
と

し
て

の
美
観
」

の

ス

ロ
ー
ガ

ン
が
再
度

提
出
さ

れ
た
。
三
月

二
八
日
に
は
、
機
関
紙

『人
民
日
報
』

に
お

い
て
、

「建
築
中

の
浪
費
現
象
を

反
対
す

る
」

が
発
表
さ
れ
、

浪
費

の

二
大
要
因

が
指
摘

さ
れ
た
。

一
つ
は

「
形
式
主
義
」
、

「復
古
主
義
」

で
あ

る
。
「形
式
主
義

」
は
従

来
か
ら
批
判
さ
れ

て
き
た

■構
成
主
義
」
と

「
モ
ダ

ニ
ズ

ム
」

で
あ
り
、

[復
古
主
義
」

は

「
民
族
形
式
」

を
指
し

て
い
る
。

も
う

一
つ
は
、
標

準
化
さ

れ

て
い
な

い
建
築

工
事

の
こ
と

で
あ

る
。
例
え
ば
、
国
家

軍
事
委
員
会

の
建
物
は
瑠
璃
大
屋
根
を
使

っ
た
た
め
、

二
四

五
万
元

(旧
幣
)
を
費
や
し
た
が
、
こ
れ
は

一
般
瓦
屋
根

の

一
〇
倍
に
相
当
す

る
。
瑠
璃
大
屋
根
を
採
用
し

た

一
二
件

の
建
物

　

で
は
、
都
合
五
〇
〇
億
元
を
浪
費
し
た
と
し
て
い
る
。

こ
の
反
浪
費
運
動
と
共
に
、
中
国
の
建
築
美
学
が
困
惑
状
態
に
陥

っ
た
。

一
九
五
五
年
に
展
開
さ
れ
た
反
浪
費
運
動
は
、
建

築
に
お
け
る

「美
」
と
い
う
側
面
を
否
認
す
る
傾
向
を
助
長
し
た
。

一
建
築
中
の
浪
費
現
象
を
反
対
す
る
」
は
、
「美
観
だ
け
で
実
用
性
が
な
け
れ
ば
、
非
重
要

の
利
益
の
た
め
に
重
要
な
利
益

を
捨

て
る
と
言
う
意
味

に
な

る
噺
」

と
さ
れ
、
「
美
」
は

蘿

済
L

に
比

べ
れ
ば

、
菲

重
要
L

の
も

の
で
あ

る
と
断

じ
た
。
ま

た
そ
こ
で
は
、
建
国
初
期
に
お
け
る
、
[
適
切
な
建
築
外
形
の
美
観
を
考
え
る
」
と
対
比
す
る
と
、
経
済
と
美
観
の
対
立
が
明
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確

に
読

み
取
れ
る
。

こ
う

し
て
、

ス
タ
ー
リ
ン
時
代

か
ら
続

い
た
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
建
築
美
学
と
し

て
の

「
民
族
形
式
」

が
批
判

さ
れ
る

に
至
り
、

元
来
、

プ

ロ
レ
タ
リ

ア
の
新
建
築

で
あ

っ
た

モ
ダ

ニ
ズ
ム
や
構
成
主
義
も
含

め
、
そ

の
美
学
的
思
想

の
バ

ッ
ク
ボ
ー
ン
は
抜
け

落
ち

て
し
ま

っ
た
。
そ

の
結
果
と
し

て
、
極
端
な
節
約
建
築

が
誕
生
し
た
。
建
築

コ
ス
ト
は
軒
並

み
圧
縮
さ

れ
、
友
誼
賓
館
は

一
,m
当

た
り
二
九
〇
元
か
ら

一
六

〇
元

に
、
事
務
所
建
築

は

一
〇
〇
元

か
ら

四
五
ー

七
五
元
に
、
ま
た
住
宅
建

築

は
九

〇
元
か

36

ら
二
〇
1
六
〇
元
に
抑
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
文
化
大
革
命
以
後
、
過
度
の
経
済
性
の
強
調
に
よ
り
、
殷
商
時
代
に
使
わ
れ
始

め
た
版
築
工
法
も
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

(
2
)
趙
冬
日
の
作
品
に
現
れ
た

「民
族
形
式
」
と

「社
会
主
義
内
容
」
そ
の
二

近
隣
住
区
論
の
応
用
と
住
宅
の
計

画
に
表
現
し
た

ロ
ー

コ
ス
ト

一
九
五
五
年

の
反
浪
費
運
動
で
、
住
宅
の
建
設
に
ま
ず
関
わ

っ
た
問
題
で
あ
る
。
趙
は
以
上
の
折
衷
建
築
を
設
計
す
る
と
共37

に
、
住
宅
区
及
び
住
宅
の
設
計
提
案
を
出
し
た
。

一
九
五
七
年

二
月
に

「
北
京
市
北
郊

一
居
住
区
の
計
画
図
案
と
住
宅
設
計
」

38

を
発
表
、

一
九
五
八
年

一
月
に
は

「
北
京
市
白
紙
坊
居
住
団
地
の
改
造
計
画
図
案
」
を
発
表
し
た
。

・

住
宅
区
の
建
設
に
民
族
形
式
の
応
用
は
見
ら
れ
な
い
が
、
社
会
主
義
建
築
の
も
う

一
つ
の
面
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
モ
ダ

ニ
ズ
ム
の
延
長
線
で
あ
る
。

趙
が
設
計
し
た
北
京
市
の
二
つ
の
住
宅
区
は
、
い
ず
れ
も

「近
隣
住
区
」
の
思
想
を
導
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

39

「
近

隣
住
区
」

(乞
①
一ひq
げ
げ
O
居
げ
O
O
傷
d
⇒
一け)

は
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー

に
よ

っ
て
提
唱
さ
れ
た
概
念

で
あ
る
。

「近
隣
住
区
」

の

思
想

の
誕
生
は
社
会
改
良
事
業
と
関
係
し

て

い
る
。

ロ
ン
ド

ン
の
貧
民
街

の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
か
ら
発

展

し
た

コ
ミ

ュ
ニ
テ
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イ

・
セ

ン
タ
ー
運
動

が
、
ア
メ
リ
カ
で
も

一
九

一
〇
年
代

に
入

っ
て
盛

ん
に
な

っ
た
。

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

・
セ

ン
タ
ー
運
動
は

セ

ツ
ル
メ

ン
ト
運
動

か
ら
そ
の
理
念
と
し

て
、
引
近
隣

の
回
復
」

の
重
要
性
を
受

け
継

い
だ

の
で
あ

る
。

「近

隣
住
区
」
は
割

と
早
く
中
国

に
影
響
を
与
え
た
。

一
例
と
し
て
、

一
九
三
七
年

の
成
都

の
新

村
計
画

に
そ
の
影
鑾
口を
窺

う

こ
と

が

で
き

る
。

こ
こ
で
は
、
初
期

の

「
近
隣
住
区
」

は
現
在

の
中
国
語

訳
と
な
る

圉
隣
里
単

位
」
を
使

わ
ず

、
一
新
村
」

と
名
を

付
け
ら
れ
た
。
因
み
に
、
こ

の
名
称

は
武
者
小
路
実
篤

の

一
新
し
き
村
」

か
ら

の
借
用
と
も
考
え
ら

れ
る
。

一
九
四
七

年

の
重

慶

の
新
村
計
画
は
、
ペ
リ
ー

の

一近
隣
住
区
」
に
よ
り
近

い
。
さ
ら

に
、
日
本
人

に
よ

る

一
九
三
八
年

の

「
大
同
計
画
」
、

一
九
三

八
-

四
二
年

に
か
け

て
計
画
さ
れ
た
北
京
西
郊
外

に
お
け
る
計
画

で
は
、

「近
隣
住
区
」

の
概
念

が
導

入

さ
れ
た
。

し
か

し
な
が
ら
、

「近
隣
住
区
」
と

一
口
に
言

っ
て
も
、
国
に
よ

っ
て
、
そ

の
サ

ー
ビ

ス
の
対
象

は
異
な

る
。

ロ
ン
ド

ン
で

は
、

ス

ラ
ム
の
貧
困
者
を

そ
の
対
象

に
し
て

い
た
が
、

ア
メ
リ
カ

で
は
郊
外

の
中
産
階
級
を
対
象
と
す

る
も

の
で
あ

っ
た
し
、

中
国

の

一
新
村
」
は
同
じ
中
産
階
級
を
、
ま
た
、
門
北
京
西
郊
計
画
」
は
日
本
人
お
よ
び
関
係
中
国
人
を
対
象

に
し
た
。

戦
後

、
中
国

で
は
、
一
近
隣
住
区
」

の
思
想

は

一
居
住
小
区
」
と
名
を
変
え
、
社
会
主
義
と
連
動
し
た
動
き

を
見

せ
る
。

「近

隣
住

区

」

は
建
築

に
お
け

る

一
モ
ダ

ニ
ズ

ム
」
と
通

底
す

る
立

場

に
あ

っ
た
が
、

一
居
雁

小
区

」
と

い
う
名

称

が
米

国
発

の

　

「近
隣

住
区
」
理
論
を
薄
め
さ
せ
、
一
モ
ダ

ニ
ズ

ム
」

ほ
ど
攻
撃

の
声

は
上
が
ら
な
か

っ
た
。

-　

趙
は
留
学
時
代
、
都
市
計
画
に
関
す
る
基
礎
的
教
育
は
受
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『早
稲
田
大
学
建
築
講
義
』
に
は
、
「
現

代
都
市
計
画
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
同
時
に
、
当
時
趙
が
受
け
た
都
市
計
画
教
育

の
具
体
的
内
容
を
示
し
て
い
る
。

一
九
四

一
年
に
帰
国
し
た
時
に
は
、
北
京
の
都
市
計
画
は
進
行
中
で
あ
り
、
華
北
建
築
学
会

の
機
関
誌

『華
北
建
築
』
に
も
掲

載
さ
れ
、
広
い
範
囲
で
知
ら
れ
て
い
た
。
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ペ
リ
ー
の

「
近
隣
住
区
」
と
比
較
す
る
と
、
趙
の
北
京
地
壇
の
計
画
に
与
え
た
影
響
を
見
て
取
れ
る
。

42

地
壇
住
宅
区

の
計
画
で
は
、
趙
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
。

住
宅
区
の
総
面
積
は
三
四
㎞
に
の
ぼ
り
、
そ
こ
に

一
万
八
○
○
○
人
が
居
住
す
る
。
住
宅
区
は
四
つ
に
区
分
さ
れ
、
併
せ
て
、

各
種
公
共
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
(図
15
)

①

交
通

"
主
要
道
路

の
東
は
雍
和
宮
か
ら
郊
外
に
延
長
し
た
道
路
と
結
ば
れ
、
西
は
北
小
街
か
ら
郊
外

へ
延
長
し
た
道
路

と
結
ば
れ
る
。
住
宅
区
内
の
二
方
向
の
道
路
が
交
叉
し
て
お
り
、
城
内
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
に
と

っ
て
も
、
西
郊
外
で

仕
事
を
し
て
い
る
人
に
と

っ
て
も
便
利
で
あ
る
。

②

緑
地

"
子
供

の
施
設
、
小

・
中
学
校
、
ク
ラ
ブ
、
運
動
場
、
診
療
所
な
ど
、
密
度
が
低
い
建
築
を
集
中
さ
せ
、
緑
地
を

設
け
る
。
各
住
宅
前
に
は
小
規
模
の
緑
地
を
計
画
し
、
街
路
樹
と
共
に
緑
地
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
る
。

③

建
築

"
建
物

の
配
置
は
、
可
能
な
限
り
日
照
の
悪
い
方
向
、
騒
音
を
避
け
る
。
公
共
建
築
と
共
に
、
全
体
的
な
建
築
群

を
構
成
す
る
。
ま
た
、
北
京
の

「
胡
同
」
の
配
置
形
式
を
参
考
に
し
て
人
民
の
生
活
習
慣
に
近
づ
け
る
。

④

ク
ラ
ブ

"
ク
ラ
ブ
は
中
心
的
建
築
で
あ
り
、
住
民
の
集
会

・
娯
楽
な
ど
の
活
動
の
拠
点
で
あ
る
。
東
西
軸
と
南
北
軸
の

交
差
点
に
設
置
さ
せ
、
各
住
民
に
適
切
な
距
離
を
置
く
。
近
く
に
は
広
場
や
緑
地
を
設
け
、
住
民
に
良
好
な
居
住
環
境
を

整
備
す
る
。

⑤

保
育
園

(託
児
所
と
幼
稚
園
)
"
道
路
に
近
い
緑
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
子
供
の
生
活
環
境
と
遊
び
環
境
を
備
え
、

送
迎
に
も
便
利
で
あ
る
。
必
要
に
応
じ
て
託
児
所
と
幼
稚
園
を
各
ニ
カ
所
設
置
す
る
。

⑥

診
療
所

"
診
療
所
は
南
北
軸
の
北
に
設
け
る
。
こ
こ
は
住
民
が
少
な

い
た
め
、
静
か
で
あ
る
。

⑦

生
活
用
品
商
店

一
主
要
道
路
の
両
側
の
建
築
の
中
に
設
置
す
る
。
各
住
民
か
ら
の
距
離
は
二
〇
〇

m
前
後
と
す
る
。
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⑧

マ
ー
ケ

ッ
ト

"
住
宅

区

の
周
辺
に
は
、
大
き
な
商
店
が
な

い
た
め
不
便

で
あ

る
。

こ
の
問
題
を
解

決

す
る
た
め
、
西
南

隅

に
大
き
な
総
合

マ
ー
ケ

ッ
ト
を
設
置
し
、
周
囲

一
・
五
㎞

の
住

民

の
必
要
を
満
た
す
。

⑨

学
校

"
南
北
軸
線

の
南

に
二

つ
の
小
学
校
と

一
つ
の
中
学
校
を
集
中
配
置
す

る
。

こ
れ

に
よ
り
、
共

用
施
設
、
例
え
ば

運

動
場
を
共
同
利
用

で
き

る
よ
う
に
な
る
。

地
壇
住
宅
区
計
画
は

「近
隣
住
区
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
ペ
リ
ー
が
提
出
し
た
要
素
が
全
て
含
ま
れ

て

い
る
。
交
通
問
題
、
オ

ー
プ

ン

・
ス
↑

ス
、
公
共
施
設
、
商
店
な
ど
が
取
り
入
れ
ら
れ
や

旦
ハ体
的
な
建

築

に

つ
い
て
は
・

当
時

の
状
況
を
踏
ま
え

て
設
計

さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
、
反
浪
費

運
動

の
影
響
が
窺
わ
れ
る
。

元
来

、
中
国

で
は
、
三
代
同
堂

(祖

父
母

・
夫
婦

・
子
供

の
三
代
が
同
居
)
と

い
う
伝
統

が
あ

っ
た
。
解

放
後

、
深
刻

な
住

宅
不
足

に
よ
り
、

一
九
五

二
年

六
月

二
日
に
中
央
財
政
経
済
委

員
会

は
、
住
宅
面
積
を

一
人
当
た
り
四
,m
と

決
定

し
た
。
そ
の

結
果
、

三
代
が
同

一
の
部
屋
に
同
居
す

る
状
況

が
数
多
く
発
生
し
た
。
ま
た
、
中
国

で
は
結
婚
が
比
較
的
早

い
た
め
、
成
長

し

た
子
供

と
同
居
す
る
現
象

も
少

な
く
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
観
点
か
ら
、
こ
う

し

た
家
族
単
位

の
住

宅

タ
イ

ブ
が
標
準
設
計

と
し
て
採
用
さ
れ

る
契
機

と
な

っ
た
。

当
時

、
北
京

で
は
住
宅

の
標
準
設
計

に
は
大
き
く

二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

っ
た
。

一
つ
は
内
廊

下
タ
イ
プ
で
、
も
う

一
つ
は
外

廊
下
タ

イ
プ
で
あ

っ
た
。
こ
の
ニ
タ
イ
プ
と
も
問
題
が
存
在

し
て

い
る
。
内
廊

下
タ
イ
プ

は
、
ト
イ
レ
が
廊

下

に
面
し

て
お
り
、

換
気
が

よ
く
な

い
。
外
廊

下
タ
イ
プ

に

つ
い
て
は
、
部
屋

の
面
積
が

一
家
族

の
た
め
に
設
計

さ
れ
て

い
る
の

で
、
大
き
く

で
き

な

い
。

そ
う

す
る
と
、
廊
下

(サ
ー
ビ

ス
面
積
)

に

つ
い
て
不
合
理
な
点
が
存
在

し
て

い
る
。
効
率
的
な
住

宅

の
設
計
は
当
時

の
重
要

課
題

で
あ

る
。
趙
が
採
用
し
た

の
は
、

一
九

五
六
年

に
北
京
市
建
築

設
計
院

が
設
計

し
た
乙
型
実
験
住

宅

で
あ
る

(図
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16
)
。

こ
の
図
案

は
基
本
的

に
国
家
計

画

委

員

会

の
要
求

に
応

じ

て
、

一
人

当

た

り

四

,m
の
基

準

に
基

づ

い
て
、

四
-

五

人

が

住

む
家

族

世
帯

用

の
部

屋
と

し

て

設
計

さ
れ

て

い
る
。

面
積

は

三

つ
の
タ

イ

プ

(
一
八

,m
、

一
五

・
八

四

,m
、

一

〇

・
○
八

、m
)

が
あ

っ
た
が

、

一
番
広

い
も

の
で
も

一
八
,m
し
か
な
か

っ
た
。

こ

の
よ
う

な
住

宅

は

、

一
単
元

(
一

ブ

ロ

ッ
ク
、

通
常

三
部

屋
あ

る
)

に
三

代

同

堂

と
す

れ

ば
、

ト

イ

レ

・
台

所

は

個

人

専

用

の
も

の
に
な

る
。

複
数

の
家

族

が

使

用
す

れ

ば
、

ト

イ

レ

・
台

所

は

共

用

す

る

よ
う

に
な

っ
て

い
た
。

こ

の

よ
う

な

平
面

は
後

に

「
万
歳

平
面

」
と

呼

ば

れ

、

一
九

八

○
年
代

ま

で
中

国

で

図16-1地 壇住宅 区乙型実験住 宅 一一 立面図

 

は
全

国
的
に
採

用
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
そ

の
影
響
力
が
如
何

に
大
き
な
も

の
で
あ

っ
た

か
が
窺
え
よ
う

。

一
九
八
○
年
代

に
は

、
面
積

上

の
制
限

が
な
く
な
り
、

一
単

元
に

一
家
族
が
住
む
よ
う

に
な

っ
た
。

図16-2地 壇住 宅区乙型実験住宅 ニー単元平面 図
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さ
ら

に
、
構
造
面
で
も

工
夫

が
見
ら
れ

る
。
当
時
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
非
常

に
高
価
だ

っ
た
た
め
、

梁

の
み
を
鉄
筋

コ

ン
ク

リ
ー
ト
と

し
、
床

は
煉
瓦

ヴ

ォ
ー

ル
ト
構
造
が
採
用
さ
れ
た

(図

17
)
。
煉

瓦
ヴ

ォ
ー

ル
ト
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
採

用
さ
れ

る
以
前

は
、

よ
く
使

わ
れ
た
構

造
で
、
四
川
省

で
は
最
初
期

の
遺
構

が
確
認

さ
れ

て
い
る

(四
川
機

器
工
場

の
砲
楼

、

一
九
〇

五
年
)
。
ち
な

み
に
、
日
本

で
は
明
治

商
工
会
議
所

(妻
木
頼
黄
、

一
八
九
九
年
)

に
鉄
梁

・
煉
瓦

ヴ

ォ
ー
ル
ト
の
構

造
が
使

わ

れ
て

い
た
。
ま
た
、
梁

に
使
わ
れ

る
鉄
筋

を
節
約
す

る
た
め
、
煉
瓦

ヴ
ォ
ー

ル
ト

の
幅

が

一
m
に
制
限

さ
れ
、

一

m
間
隔

で
小
さ

い
梁

が
使

わ
れ
た

。
煉

瓦
ヴ

ォ
ー
ル
ト
構
造
を
採

用
す

る
こ
と
に
よ
り
、

P
C

コ
ン
ク
リ

ー
ト
板

に
比
較
す

れ
ば
、

五
二
〇
〇

㎜
の
長
さ

で
は
三
〇
%

の
節
約
と

な
り

、
さ
ら
に
、
打
ち
放
し

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
比
べ
る
と
、

三
六

〇
〇

㎜

44

幅
で
は

一
九
%
の
節
約
が
可
能
と
な

っ
た
。

こ
う
し
た
工
夫
は
、
当
時
の
問
題
解
決
に
向
け
た
努
力
の
結
晶
と
も
言
え
る
が
、
工
業
化

・
標
準
化
と
い
う
現
代
建
築
の
命

題
に
は
答
え
て
い
な
い
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
た
め
の
設
計
思
想
は
、
留
学
時
代
の
卒
業
設
計

「大
陸
に
建

つ
農
民
会
館
」
を
連
想
さ
せ
る
。
た
だ
、

当
時

の
中
国
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
批
判
と
共
に
、
新
し
い
材
料
と
新
し

い
技
術
を
応
用
す
る
と
い
う
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
建
築
の
美
学
的

基
礎
も
強
調
で
き
な
く
な
り
、
過
度
に
ロ
ー
コ
ス
ト
を
強
調
す
る
道
に
入

っ
た
。
む
ろ
ん
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
も
永
続
的
な
も
の
で

は
な
い
が
、
戦
後
復
興
期
に
お
け
る
、
建
築

の
大
量
需
要
に
応
じ
た
有
効
な
手
段
と
言
え
よ
う
。
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
は
そ
の
道
を
歩
ん
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
冷
戦
期

の
政
治
政
策
は
中
国
建
築
を
混
迷
の

道

へ
と
誘
導
し
た
。
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こ
の

よ
う

に
見

て
く
る
と
、

一
九

五
〇
年
代

の
中
国
建
築

に
は
二

つ
の
特
徴
が
存
在
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

一
つ
は
、



図17 煉瓦 ヴ ォール トの床

43



漢
民
族

の
建
築
を
中
心
に
し
た
社
会
主
義

の
民
族
形
式
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
必
要
に
応
じ
て
生
産

さ
れ
た
機
能
的
な

ロ
ー
コ
ス
ト
建
築
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
特
徴
は
全
く
相
反
す
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
当
時
の
中
国
の
社
会

主
義
思
想
、
民
族
政
策
、
資
本
主
義
建
築
に
対
す
る
態
度
を
反
映
し
て
い
る
が
、

一
方
で
は
、
社
会
主
義
の
建
築
思
想
は
未
だ

確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
矛
盾
と
な

っ
て
現
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
併
存
し
て
い
る
。
趙
自
身
も
様
々
な
建
築
を
設
計
し
、
社
会

主
義
建
築
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
社
会
主
義
建
築
の
矛
盾
を
も
露
呈
し
て
い
た
。

註
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一
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四
九
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九
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中
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人
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和
国
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済
档
案
資
料
選
編

基
本
建
設
投
資
和
建
築
業
巻
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中
国
社
会
科
学
院
、
中
央

档
案
館
編
、
中
国
城
市
経
済
社
会
出
版
社
、

一
九
八
九
年
九
月
、
六
〇
七
頁
。

11

毛
沢
東

「新
民
主
主
義
論
」
毛
沢
東
選
集
刊
行
会
訳

『毛
沢
東
選
集
』
四
巻
、
三

一
書
房
、

一
九
五
二
年
、

二
八

一
頁
。
梁
思

成

の
話
し
に
つ
い
て
、
劉
挺
修
士
論
文

『
一
九
四
九
-

一
九
六
四

中
国
建
築
思
潮
』

一
九
八
八
年
、

=
二
頁
を
参
考

12

一
九
五
四
年
中
央
科
学
講
座
で
の
講
演
。
梁
思
成

『梁
思
成
文
集
』

四
、
建
築
工
業
出
版
社
、
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九
八
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年
九
月
、

一
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、
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九
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二
月
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二
九
-
三

一
頁
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ー
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と

マ
ル
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ス
主
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民
族
理
論

の
定
式
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」
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同
上
、
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〇
九
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三
五
六
頁
。

16

高
島
善
哉

『高
島
善
哉
著
作
集

民
族
と
階
級
』
こ
ぶ
し
書
房
、

一
九
九
七
年
七
月
、
第
五
巻
、

一
五
四
頁
。

17

同
上
、

一
四
〇
頁
、
参
照
。

18

ス
タ
ー
リ
ン

「民
族
問
題
と
レ
ー
ニ
ン
主
義
」

ス
タ
ー
リ
ン
全
集
刊
行
会
訳

『
ス
タ
ー
リ
ン
全
集
』
大
月
書
店
、

一
九
五
二
年

八
月
、
第
七
巻
、
三
八

一
ー
三
八
二
頁
。

19

ス
タ
ー
リ
ン
著
、
ス
タ
ー
リ
ン
全
集
刊
行
会
訳

『
ス
タ
ー
リ
ン
全
集
』
大
月
書
店
、

一
九
五
二
年
八
月
、
第

一
一
巻
、

一
四
九

頁

。

20

『建
築
学
報
』

一
九
五
四
年

一
月
、
梁
思
成

『梁
思
成
文
集
』
建
築
工
業
出
版
社
、

一
九
八
六
年
九
月
、
第
四
巻
、
九
四
-

一
〇

三
頁
。

21

楊
松

(呉
平
)
「論
民
族
」

『民
族
文
編
』

一
九
三
八
年
八
月
、
七
六
七
頁
。

22

松
本
ま
す
み

『中
国
民
族
政
策
の
研
究
』
多
賀
出
版
、

一
九
九
九
年
、
二
四
三
頁
。
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毛
沢
東
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西
北
各
民
族
人
民
抗
美
援
朝
代
表
会
議
全
体
代
表
的
電
報
」

(
一
九
五
〇

・
一
二

・
一
二
)
(
『人
民
日
報
』

一
九
五

一
年

一
二
月

一
四
日
)
。

24

毛
里
和
子

「中
国
の
少
数
民
族
問
題
」
「社
会
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
特
集

『国
際
政
治
』
六
五
、

一
九

入
○
年
、
六
三
頁
。

加

々
美
光
行
編

『現
代
中
国
の
ゆ
く
え

文
化
大
革
命
の
省
察
H
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

一
九
入
六
年
三
月
、
を
参
考
。

25

一
九
五
四
年
中
央
科
学
講
座
で
の
講
演
。
梁
思
成

『梁
思
成
文
集
』
四
、
建
築
工
業
出
版
社

一
九
八
六
年
九
月
、

一
〇
四
頁
。

26

劉
仁

(
一
九
〇
九
-

一
九
七
三
)
四
川
省
西
陽
県
人
。

一
九
二
七
年
に
共
産
党
に
加
入
、
長
期
に
亘

っ
て
共
産
党

の
地
下
活
動

を
行

っ
た
。

一
九
三
五
年
に
ソ
連

へ
留
学
、

一
九
三
七
年
に
延
安
に
戻

っ
た
。
新
中
国
が
成
立
以
後
、
中
共
北
京
市
市
委
員
会
組

織
部
部
長
、
城
工
部
部
長
、
市
委
員
会
副
書
記
、
市
委
員
会
第
二
書
記
、
中
共
中
央
華
北
局
書
記
処
書
記
に
歴

任
、
北
京
市

の
建

設
に
大
量
な
仕
事
を
し
た
。
(
『中
国
近
現
代
史
大
典
』
中
共
党
史
出
版
社

一
九
九
二
年
六
月
、
八
七

一
頁
)

27

伊
東
忠
太

『伊
東
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太
著
作
集

東
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建
築
の
研
究

・
下
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原
圭
旦
房
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一
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三
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八
月
、
第
四
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刻

原
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昭
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二

年
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吟
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東
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(四
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同
註
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頁
。
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少
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民
族
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年
民
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頁
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会
議
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発
言
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』
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七
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日
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問
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・
デ
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民
族
体
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間
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済
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平
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語

の
使
用

の
尊
重
だ
け
で
解
決
さ
れ
る
も

の
で
は
な

い
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各
民
族

の
主
体
性
を
尊
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す
る
こ
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を
強
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し
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31

建
築
工
業
部
党
組

「第

一
回
全
国
建
築
工
程
会
議
総
結
報
告
」

一
九
五
二
年
八
月
二
〇
日

(『
一
九
四
九
-

一
九
五
二

中
華
人
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共
和
国
経
済
档
案
資
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選
編

基
本
建
設
投
資
和
建
築
業
巻
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中
国
社
会
科
学
院
、
中
央
档
案
館
編
、
中
国

城
市
経
済
社
会
出
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版
社
、

一
九
八
九
年
九
月
、
三
八
四
-

三
八
五
頁
)
。

32
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五

一
年
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築
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案
館
編
、
中
国
城
市
経
済
社
会
出
版
社
、

一
九
八
九
年
九
月
、
六
三
六
-
六
三
七
頁
)
。

33

「中
財
委
関
於

一
九
五
二
年
建
築
国
営
企
業
職
工
住
宅
的
規
定
」

一
九
五
二
年
六
月
二
日

(
『
一
九
四
九
-

一
九
五
二
中
華
人
民

共
和
国
経
済
档
案
資
料
選
編

基
本
建
設
投
資
和
建
築
業
巻
』
中
国
社
会
科
学
院
、
中
央
档
案
館
編
、
中
国
城
市
経
済
社
会
出
版

社
、

一
九
八
九
年
九
月
、
六
四
九
頁
。

34

劉
班
修
士
論
文

『
一
九
四
九
-

一
九
六
四

中
国
建
築
思
潮
』

一
九
八
八
年
、
三
六
頁
)
。

35

一
九
五
三
年
三
月
二
八
日

『人
民
日
報
』
。

36

張
鍾

「
民
族
伝
統
、
地
方
特
色
、
時
代
精
神
」
『中
日
建
築
師
北
京
交
流
会

ス
ピ
ー
チ
』

一
九
九
七
年
四
月

一
-
二
頁
。
中
国

の
公
式
統
計
に
よ
り
、

一
$

11
三

・
六
九
元

(
一
九
五
〇
年
)

三

・
三
三

(
一
九
五
八
年
)
、
平
均
三

.
三
九
。

37

『建
築
学
報
』

一
九
五
七
年
二
月
。

38

『建
築
学
報
』

一
九
五
八
年

一
月
。

39

Ω
穹
①⇒
8

>
同昏
霞

勺
奠
亳

一
八
七
二
年

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
生
ま
れ
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
コ
ー
ネ

ル
大
学
を
卒
業
し

た

の
ち

コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
に
学
ん
で
、
社
会
福
祉
、
教
育
問
題
に

つ
い
て
の
研
究
を
深
め
た
。
そ
の
後

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
ロ
チ

ェ

ス
タ
ー
を
中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
セ
ン
タ
ー
運
動
に
従
事
し
た
。

一
九
二

一
年
、
ラ
ッ
セ
ル

・
セ
ー
ジ
財
団

に
よ
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
大
都
市
圏

の
都
市
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
企
画
さ
れ
、

一
九
二
二
年
か
ら
着
手
、
そ
の
後
、
七
年
間
に
亘

っ
て
継
続
さ
れ
、
そ
の

成

果
は
全

一
〇
巻
調
査
報
告
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

一
九
二
四
年

一
月
に
公
式
発
表
し
た
。

一
九
二
八
年
か
ら
着
手
さ
れ
た
ラ

ン
ド
バ
ー
ン
計
画
に
は
ペ
リ
ー
の
近
隣
住
区
案
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
近
隣
住
区
と
は
、
小
学
校

の
サ
ー
ビ
ス

の
面
積

で
計
算
す

る
、
○

・
八
-

一
・
二
㎞
、

一
〇
〇
〇
戸
、
五
〇
〇
〇
人
、
周
辺
交
通
、
児
童

の
た
め
、
商
業
施
設
も
設
立
、

緑
地
、
建
築
が
自
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由

に
設
置
さ
れ
、
十
分
な
日
光
が
あ
る

(ク
ラ
レ
ン
ス

・
ペ
リ
ー
著
、
倉
田
和
四
生
訳

『近
隣
住
区
論

新
し

い
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

計
画

の
た
め
に
』

(
『Z
Φ
碍
げ
び
o
}
o
O
住
d
巳
叶』
)
鹿
島
出
版
会

一
九
七
九

・
一
一
・
二
八
第

一
刷
、

一
九
八
九

・
四

・
二
〇
第
六

刷

参
考
)
。

40

ソ
連
住
宅
の

「周
辺
式
」

(建
築
が
道
路
に
沿

っ
て
建
設
さ
れ
る
方
式
で
あ
る
)
を
採
用
す
る
か
、
あ
る
い
は

ア
メ
リ
カ
の

「行

列
式
」

(建
築
は
敷
地
に
並
べ
て
い
る
)
を
採
用
す
る
か
、
に

つ
い
て
議
論
が
あ

っ
た
。

41

『早
稲
田
大
学
建
築
講
義
』

一
八

一
九
四

一
年
三
月
。

42

趙
冬
日

「北
京
市
北
郊

一
居
住
区

の
計
画
図
案
と
住
宅
設
計
」

『建
築
学
報
』

一
九
五
七
年
二
月
、
三
八
-
四
八
頁
。

43

一
九
二
九
年
に
ペ
リ
ー
は

『近
隣
住
区
論
』
(8
閏
国
乞
田
Ω
缶
しd
O
幻
=
○
O
U
d
Z
肩

HZ
菊
国
Ω
HO
Z
>
い

oり
d
閑
く
国
因

O
「
Z
国
を

磯
○
幻
内

>
Z
U
H日
○。
国
Z
<
舅
O
Z
Q。
)
を
発
表
、
近
隣
住
区
論
の
原
則
は
、

1
.
規
模

近
隣
住
区
の
開
発
は
、
通
常
、
小
学
校
が

一
校
必
要
な
人
口
に
対
し
て
住
宅
を
供
給
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
実

際
の
規
模
は
人
口
密
度
に
依
存
す
る
。

2
.
境
界

住
区
は
通
過
交
通
の
迂
回
を
促
す
の
に
十
分
な
幅
員
を
も

つ
幹
線
道
路

で
周
囲
を
す
べ
て
取
り
囲
ま
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

3
.
オ
ー
プ
ン

・
ス
ペ
ー
ス

特
定

の
近
隣
生
活
の
要
求
を
充
た
す
た
め
に
計
画
さ
れ
た
小
公
園
と
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

・
ス

ペ
ー
ス
の
体
系
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

4
.
公
共
施
設
用
地

住
宅

の
範
囲
に
応
じ
た
サ
ー
ビ

ス
領
域
を
も

つ
学
校
そ
の
他

の
公
共
施
設
用
地
は
、
住
区

の
中
央
部
分

が
公
共
広
場

の
ま
わ
り
に
、
適
切
に
纏
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
.
地
域

の
店
舗

サ
ー
ビ
ス
す
る
人
口
に
応
じ
た
商
店
地
区
を
、

一
カ
所
ま
た
は
そ
れ
以
上

つ
く
り
、
住

区
の
周
辺
、
で
き

れ
ば
、
交
通

の
接
点
か
隣
り

の
近
隣
住
区

の
同
じ
よ
う
な
場
所
の
近
く
に
配
置
す
べ
き
で
あ
る
。
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6
.
地
区
内
街
路
体
系

住
区
に
は
特
別
の
街
路
体
系
が
作
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
ず
、
循
環
交
通
を
促
進
し
、
通
過

交
通
を
防
ぐ
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
設
計
さ
れ
た
街
路
綱
が
作
ら
れ
る
。

44

同
註
42
、
46
1
47
頁
。

三

人

民
大
会
堂
i

巨
大
な
社
会
主
義

モ

ニ
ュ
メ
ン
ト

ユ

社
会
主
義
建
築
の
模
索
の
中
、

一
九
五
九
年
に
は
建
国

一
〇
周
年
を
迎
え
た
。

一
〇
大
建
築
を
作
る
計
画
が
あ

っ
た
。
そ
の

内
、
最
も
重
要
な
建
築
は
人
民
大
会
堂
で
あ
る
。

平
成
九
年
四
月
二
九
日
、
中
国
の
人
民
大
会
堂
で
早
稲
田
大
学
稲
門
建
築
会
会
長
の
桜
井
清
の
署
名
し
た
表
彰
状
が
早
稲
田

大
学
の
第
二
九
回
卒
業
生
、
人
民
大
会
堂
の
設
計
者
趙
冬
日
に
贈
ら
れ
た
。
表
彰
状
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「趙
冬
日

先
生

あ
な
た
は
昭
和

一
六
年
三
月
に
早
稲
田
大
学
建
築
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
後
母
国
中
国
に
戻
ら
れ
、
国
家

の
象
徴
と
も

い
う

べ
き
天
安
門
広
場
、
人
民
大
会
堂
等
の
設
計
に
携
り
、
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
私
達
稲
門
建
築
会

一
同
の
大
き
な
誇
り
で
あ
り
、
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
こ
こ
に
感
謝
と
尊
敬
を
込
め
て
記
念
品
を
贈
り
、
表
彰
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」
。

人
民
大
会
堂

(日
本
の
国
会
議
事
堂
の
よ
う
な
存
在
)
が
北
京

の
天
安
門
広
場
の
西
に
あ
り

(図
18
)
、
明
清
故
宮
と
共
に
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大
き
な

存
在

で
あ

る
。

一
九
八
九
年

の
人
民
大
会
堂

が
天
安
門
事
件

の
全
容
を
俯
瞰

し
た
。
ま

た
、
人
民
大

会
堂
は
解
放
後

一

〇
年

に
お
け

る
中
国
建
築
思
想
発
展

の
総
決
算

で
も
あ
り
、
当
時

の
中
国
政
治
を
反
映
し
て

い
る
場

で
も
あ

る
。
そ

の
特
徴
と

し
て
、

一
つ
は
建

築

の
民
族
性
探
索

の
延
長

折
衷
主
義
作
品

で
あ

る
。
も
う

一
つ
は
、
巨
大
な

モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ

る
。

以

下
こ

の
二

つ
の
面
を
巡

っ
て
検
討

し
た

い
。

1

民
族
性
探
索
か
ら
折
衷
主
義

へ

(1
)
人
民
大
会
堂

コ
ン
ペ

一
九

五
八
年
、
人
民
大
会
堂

の
図
案
が
公
募
に
付

さ
れ
た
。
戦
後
暫
く

は
、
公
募

に
よ

る

コ
ン

ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン

(競
技
設
計
)
は
ま
だ
少
な
く
、
こ

の
動
き

は
当
時

の
中

国
に
お

け

る

哨百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
と
関
係
し

て
い
る
。

一
九

五
六
年

五
月

一
六
日
、
科
学
院
文
連
合
同
会

議
に
お

い
て
、
党
宣
伝
部
長

の
陸
定

一
か
ら

「百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
束

の
間

の
出
来
事

で
は
あ

っ
た

が
、
言
論

の
自
由
が
到
来
し
た
。
中
国
建
築

学
会

で
も

、
こ
れ
に
呼
応
す

る

か
の
よ
う

に
、

『建
築
学
報
」
誌

上
に
お

い
て
、
澎
湃
と
し

て
議
論

が
巻
き
起

こ

っ
た
。

焦
眉

の
問
題

は
現
代
建
築

に
関
す

る
も

の
で
あ
る
。

一
九
五
六
年

の
六
月
号

で
は
、
清

華
大
学

建
築
学
部
学
生
蒋
維
泓

・
金
志
強

の
両
名
が

「
我

々
は
現
代
建
築
を
欲
す

る
」

と

題
し
、

問
題
提
起
を
行

っ
た
。
そ

こ
で
は
、

「
我

々
は
現
代
美

が
欲

し

い
…
…
科
学
技
術

は
古

い
様
式
を
守

る
道
具

で
は
な

い
。
」
と
し
、
戦
後
初
め
て
現
代
建
築

(
モ
ダ

ニ
ズ

ム
)

安門広場図18
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の
必
要

性
が
提
起
さ
れ
た
。

人
民

大
会
堂

の

コ
ン
ペ
に
参

加
し
た

の
は
、
全
国

一
六
省
市

の
二
四
組
織
で
、
三
〇
人
余
り

の
設
計
専
門

家
が
北
京

に
招

か

れ
、
九

月

一
五
日
に
第

一
回
目

の
図
案
が
完
成

し
て

い
る
。
そ

の
後
、

一
〇
月
ま
で
に
八
回
に
わ
た
る
修
正

を
経

て
、
最
終
的

に
八
四
件

の
平
面
図
と

一
八
九
件

の
立
面
図
が
提
出

さ
れ
た
。

マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に

つ
い
て
は
、
基
本
的

に
都
市
計
画
で
決

め

ら
れ
て

い
た
の
で
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。

　

建
国
後

一
〇
年
の
問
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
幾

つ
か
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
計
画
さ
れ
た
。

①
人
民
英
雄
記
念
碑
を
軸
に
し
て
、
西
は
人
民
大
会
堂
、
東
は
革
命
歴
史
博
物
館
を
置
く
。

②
東
南
に
中
国
革
命
博
物
館
、
東
北
に
国
家
オ
ペ
ラ
、
西
南
に
歴
史
博
物
館
、
西
北
に
人
民
大
会
堂
。
四
つ
の
建
築
で
広
場

を
囲
む
。

③
記
念
碑

の
南
に
、
東
に
中
国
革
命
博
物
館
、
西
に
歴
史
博
物
館
、
記
念
碑
の
北
、
東
に
国
家
オ
ペ
ラ
、
西
に
人
民
大
会
堂

④
第
二
案
の
基
礎

の
上
に
、
前
門

(筆
者
注

"
正
陽
門
、
箭
楼
)
を
取
り
壊
し
、
人
民
大
会
堂
を
作
る
。

⑤
記
念
碑
の
南
に
、
東
は
国
家
オ
ペ
ラ
、
西
は
青
少
年
宮
。
記
念
碑

の
北
に
は
、
革
命
歴
史
博
物
館
、
人
民
大
会
堂
の
南
は

記
念
碑
と
同
じ
線
に
立

つ
。

⑥
記
念
碑
の
南
を
緑
化
す
る
。
東
は
革
命
歴
史
博
物
館
、
西
は
人
民
大
会
堂
。

ヨ

ま
た
、
人
民
大
会
堂
の
平
面
計
画
に
も
幾

つ
か
の
種
類
が
見
ら
れ
る
。

①
人
民
大
会
堂
と
宴
会
ホ
ー
ル
の
二
つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
、
方
向
は
東
西
で
大
会
堂
は
東
に
向
き
、
宴
会
ホ
ー
ル
は
西
に

向
き
、
二
階
に
置
く
案
も
あ
る
。

②
人
民
大
会
堂
と
宴
会
ホ
ー
ル
の
二
つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
、
方
向
は
南
北
の
方
が
長

い
、
南
に
大
会
堂
、
北
に
宴
会
ホ
ー
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ル
、
東

は
共
用
入
り

口
。

③

人

民
大
会
堂
と
宴
会

ホ
ー
ル
の
二

つ
の
部
分
で
構
成

さ
れ
、
両
者
は
廊

で
連
絡
、
大
会
堂

が
メ
イ

ン
で
、
東
は

メ
イ

ン
入

り

口
。

④
大
会
堂
、
宴
会
ホ
ー
ル
、
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
の
三

つ
の
部
分
で
構
築
さ
れ
、

宴
会
ホ
ー
ル
は
長
安
街
に
向
き
、
大
会
堂
を
中
心
に
し
て
、
人
民
代
表
大
会
常
務
委

員
会
は
南
に
置
く
。

立
面
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
表
現
が
見
ら
れ
た
。
民
族
形
式

の
浪
費
問
題
が
批
判
さ
れ

た

の
で
、
「
大
屋
根
」
が
非
常
に
少
な
く
な

っ
た

(北
京
市
計
画
管
理
局
張
鉾

の
案
)
。
ソ

連
建
築

の
影
響
が
見
ら
れ
た
の
は
、
清
華
大
学
建
築
学
科
の
図
案
で
あ
る
。
ま
た
モ
ダ

ニ

ズ
ム
案
が
多
く
提
出
さ
れ
た
。
中
南
工
業
建
築
設
計
院
、
華
東
工
業
建
築
設
計
院
、
北
京

工
業
設
計
院
の
林
楽
義
な
ど
、
同
済
大
学
建
築
学
科
、
北
京
市
計
画
管
理
局
設
計
院
鄭
光

復
な
ど

の
設
計
は
そ
の
も

の
で
あ
る
。
と
く
に
、
鄭
光
復

の
図
案

(図
19
)
は
カ
ー
テ
ン

ウ
ォ
ー
ル
が
大
胆
に
採
用
さ
れ
、
非
常
に
前
衛
的
な
作
品
で
あ

っ
た
。
こ
の
他
、
中
国
や

西
洋
の
伝
統
様
式
を
簡
略
化
し
た

"簡
体
版
"
と
で
も
称
さ
れ
る
よ
う
な
提
案
も
見
ら
れ

た
。
[
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
は
建
築
界
に
は
大
き
な
反
響
が
あ

っ
た
。
と
り
わ
け
、
モ

ダ

ニ
ズ
ム
の
強
調
は
著
し

い
も

の
と
な

っ
た
。
工
業
設
計
院
か
ら
提
出
さ
れ
た
コ
ン
ペ
案

に
モ
ダ

ニ
ズ

ム
が
多

い
の
は
、
工
業
建
築
が
既
に
機
能
優
先
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

図19人 民大 会堂のモダニズム図案、鄭光復等設計
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工
業
建
築
は
戦
後
建
築
家
、

い
わ
ゆ
る
芸
術
家
た
ち
に
は
無
視
さ
れ
た
面
も
あ
る
。

つ
ま
り
、
「美
観
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
工
業
建
築
が
よ
り
社
会
主
義
の
経
済
発
展
に
相
応
し
い
形
式
で
進
展
し
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
あ

っ
た
。

「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
は
反
右
派
運
動
に
よ

っ
て
打
ち
砕
か
れ
、
多
く
の
知
識
人
が
革
命
の
対
象
右
派
と
な

っ
た
。
こ

の
こ
と
は
建
築
界
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
。
む
ろ
ん
、
モ
ダ

ニ
ズ
ム
は
依
然
、
中
国
で
は
生
存
場
所
が
な
か

っ
た
。

結
果
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
折
衷
様
式
が
選
択
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
2
)
趙
冬

日

の
設
計

趙
冬

日
は
当
時
、
北
京
市
都
市
計
画
局

に
勤
め

て
い
た
。

一
九

五
八
年

八
月

に
ソ
連
を
訪
問
、
九
月

に
北

京

に
戻
り
、

一
〇

大
建
築

の
配
置
計
画
に
着
手

し
た
。
時
を
同
じ
く
し

て
、
黒
川
紀
章

は

ソ
連

の
国
際
建
築
協
会
大
会

に
参
加

し
、

ソ
連

の
構
成

主
義
建

築
を
探
し

に
い

っ
た
。
し
か
し
、
構
成
主
義

の
代
わ
り
に
、

ソ
連

の
工
場

で
住
宅

タ
イ
プ
を
造

っ
て
、
現
場

で
組

み
立

　

て
る
方
法
に
惹
か
れ
、
中
銀
の
創
造
源
流
と
な

っ
た
。

趙
冬
日
は
途
中
か
ら
人
民
大
会
堂
の
コ
ン
ペ
に
参
加
し
た
。

彼
の
設
計
思
想
は
三

つ
の
方
面
に
わ
た

っ
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
政
治
の
必
要
、
②
平
面
配
置

の
必
要
、
③

建
築
造
形
と
民
族
ス
タ
イ
ル
、
で
あ
る
。
具
体
的
に
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
趙
の
思
想
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
政
治
の
必
要
に
つ
い
て

北
京
市
委
員
会
書
記
、
市
長
の
彭
真

(
一
九
〇
ニ
ー
)
は
当
時

「
我
々
は
物
質
を
生
産
す
る
工
場
の
建
設
の
み
を
知

っ
て
い

一53一



る
が
、

政
治
工
場

の
建
設
は
知

ら
な

い
。
万
人
ホ
ー
ル
こ
そ

は

一
つ
の
政
治
工
場
で
あ

る
。
考
え

て
み
た
ら

、
我

々
は
会
議
を

開

い
て
、
議
論
し

て
、

一
回
で

一
万
人

の
意
見
を
聞
け
れ
ば
、

一
回
で
党

の
方
針
政
策
を

一
万
人

に
訴
え
、
下

ま
で
届

け
れ
ば
、

　

如
何
に
大
き

い
物
質
を
生
産
で
き
る
か
。
こ
れ
は
何
千
万
元
で
比
べ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
設
計
者
に
指
示
し
た
。
建
築

家

・
趙
冬
日
は
人
民
大
会
堂
に

つ
い
て
、
「外
国
の
国
会
議
事
堂
と
同
じ
く
国
家
の
政
治
活
動
の
中
心
で
は
あ
る
が
、
我
国
の

　

社
会
制
度
に
基
づ
く
、
国
家

の
政
治
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。

②
平
面
配
置
に
つ
い
て

「国
家
級
の
重
要
建
築
な
の
で
、
機
能
を
満
足
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
現
代
的
、
新
し
い
中
国
の
こ
と
を
表
現

す
る
。
し
か
も
、
中
国
の
伝
統
建
築
の
特
徴
を
発
揮
す
る
。
中
国
の
伝
統
的
な
建
築
配
置
は

『深
宅
大
院
』
、
『歩
移
景
異
』
な

ど
の
手
法
を
用
い
、

一
歩
ず

つ
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
平
面
で
民
族
形
式
を
使
い
、
社
会
主
義
国
家
の
偉
大
さ
を
表
現
す
る
」
。

③
建
築
造
形
に
つ
い
て

天
安
門
、
天
安
門
広
場
に
あ
る
そ
の
他

の
建
築
と
の
関
係
は

「
協
調
」
し
か
も

「
新
中
国
の
代
表
建
築
」
で
あ
る
。
ま
た

「
古
今
中
外
に
分
け
ず
に
、
す

べ
て
吸
収
す
る
、
す
べ
て
の
長
所
を
利
用
す
る
」
、
「民
族
性
、
地
方
性
、
時
代
性
を
も
つ
建
築

を
創
造
す
る
」
。
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趙
の
思
想
に
政
治
的
要
求
を
満
た
す
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
設
計
案
が
提
案
さ
れ
た
。
政
治
的
意
図
を
表
現
す
る
有
効
な
手

段
の

一
つ
は
規
模

の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
説
明
す
る
。
も
う

一
つ
は
様
式
で
あ
る
。
彼
の
思
索
の
中
で
は
、
特
に
民
族

性
の
問
題
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
平
面
計
画
や
造
形
面
に
つ
い
て
の
考
え
か
ら
窺
え
る
。
そ
れ
は

一
九
五
四
年
以
来
、

彼
の
作
品
に
現
れ
た
精
神
で
あ
る
。



　

彼
は
民
族
様
式
を
如
何
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「人
民
大
会
堂
の
よ
う
な
重
大
政
治
意
味
を
持

つ
大
型
建
築
は
ど
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
使
用
す
る
か
?
.

資
本
主
義
の

近
代
建
築
形
式
を
追

い
か
け
る
か
?

中
国
古
建
築
を
改
良
し
た

「民
族
形
式
」
を
採
用
す
る
か
?

ま
た
中
国
建
築
の

社
会
主
義
的
新
し

い
形
式
を
創
造
す
る
か
?

当
た
り
前

の
こ
と
で
資
本
主
義

で
あ
る
近
代
的
な
建
築
様
式
を
使
え
な

い
。
改
良
形
式
は
実
際
に
前
向
き
で
は
な
く
後
ろ
に
向

い
て
い
る
。
創
造
性
が
欠
け
る
。
し
か
も
共
産
主
義
思
想
が
欠
け

る
。人
民
大
会
堂
は
我
が
国
の
最
高
権
力
機
構
の
所
在
地
で
あ
る
。
様
式
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
社
会
主
義
、
共
産
主
義
の

美
し

い
未
来
図
が
示
せ
る
、
六
億
人
民
の
偉
大
な
る
気
概
が
映
せ
る
こ
と
に
努
力
す
る
」
。

こ
こ
で
彼
は
、
改
良
し
た

「
民
族
形
式
」

(大
屋
根
と
考
え
て
い
る
)
を
排
除
し
た
。
さ
ら
に

「
モ
ダ

ニ
ズ
ム
」
を
も
排
除

し
た
。
こ
の
二
つ
の
形
式
は
当
時
批
判
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「社
会
主
義
、
共
産
主
義
の
美
し
い
前
景
が
示
せ
る
、
六
億
人

民
の
偉
大
気
概
が
映
せ
る
」
様
式
は
先
例
が
な

い
た
め
、
抽
象
的
な
存
在
で
し
か
な
か

っ
た
。

一
九
五
八
年
、
趙
は
ソ
連

へ
と
見
学
に
赴

い
た
。
ま
た
、
留
学
時
代
日
本
の
国
会
議
事
堂

の
見
学
経
験
も
あ
る
。
そ
し
て
中

国
の
伝
統
建
築
の
見
本
と
も
言
え
る
故
宮
は
目
の
前
に
あ
る
。
彼
は
人
民
大
会
堂
を
設
計
し
た
と
き
、

ソ
連
の
円
柱
ホ
ー
ル
、

　

中
国
の
故
宮
、
日
本
の
国
会
議
事
堂
を
参
考
に
し
た
と
語

っ
た
。

ソ
連
の
西
洋
古
典
様
式
、
中
国
の
古
典
様
式
、
日
本
の
折
衷
主
義
を
参
考
に
し
て
で
き
た
人
民
大
会
堂
の
図
案
は
折
衷
的
な

様
式
で
あ
る

(図
20
)
。
大
屋
根
を
架
け
る
替
わ
り
に
、
瑠
璃
で
陸
屋
根
の

一
周
を
張
り
付
け
る
。
陸
屋
根
は
重
さ
が
足
り
な

い
の
で
、
柱
を
頭
恥

の
下
に
置
く
。
ま
た
色
は
明
る
い
黄
色
、
緑
、
オ
レ
ン
ジ
、
暗

い
所
で
深
い
緑
が
使
わ
れ
た
。
中
国
の
伝

統
的
な
赤
を
使
わ
ず
、
壁
は
黄
色
、
柱
は
銀
色
大
理
石
、
基
壇
は
赤
味
を
帯
び
た
御
影
石
を
使
う
。
列
柱

の
間
隔
は
非
常
に
緊
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密

で
、

石
造
建
築

の
特
徴
を
呈

し
て

い
る
。

ま
ず

、
伝
統
的
な
大
屋
根
を
削

っ
た
こ
と

は
中
国
的

イ
メ
ー
ジ
を
弱

め
る
こ
と
に

な

っ
た

。
さ
ら

に
、
列
柱
を
使

っ
て
、

し
か
も
中
国

の
間

隔
、
色

、
材
料
を
使

わ
な

い
こ
と

は
西
洋
式

の
印
象
が

一
層
強
く
な
る
。

こ

の
案
に
対
し

て
は
、
直
ぐ
さ
ま
反
対

の
声
が
上

が

っ
た
。
北
京

で
梁
思
成

は
芸

術

の
面

と
比
率

に
つ
い
て
意
見
を
提
出
し
た
。
彼
は
中
国

に
と

っ
て
適
切
な
芸
術

の

順
番

は

、

一
、
中
と
新
、

二
、
西
と
新
、
三
、
中
と
古
、

四
、
西
と
古
、
と
思

っ
て

い
る
。

彼

は
こ

の
図
案
は

ル
ネ

サ

ン
ス
を

ま
ね
、

「西
と
古
」

で
あ

る
。

ま
た
、
イ

タ
リ

ア
の
サ

ン

・
ピ

エ
ト

ロ
大
聖
堂
は

ル
ネ
サ

ン
ス
の
ピ
ー

ク
、
学
院
派

の
典
型

で

あ

る
。

し
か
し
、
人
民
大
会
堂

は
偉
大
、
荘
厳
、
隆
重
を
追
求
す
る
た
め
に
簡
単
拡

大

し
た

。
幅

、
高

さ
を
簡

単
に

一
倍

拡
大
、
窓
、
門
、
壁
も
同
じ
く
拡
大
、
人
は
中

に
入

る
と
小

さ
く

な
る
、
巨
人
国
に
入
る
よ
う

な
感

じ

で
あ
る
。
歴
史

の
ミ

ス
を
繰

り
返
す

と
評
価
し

て
い
る
。

そ

れ
に
対

し
、
趙

は
、
東

北

で
瀋

陽

の
故
宮

で
、

「托

枋
」

を
良

く
使

い
、

人
民

大
会
堂

は

中
国
式

で
あ

り

、
西
洋

の

　

ヨ

「托
楯
」
と
違
う
、
と
弁
説
し
た
。
そ
れ
は
彼

の
心

の
中
に
存
在
し
て
い
る
強
い
民
族
意
識
の
表
れ
で
も
あ

っ
た
。
「
西
と
古
」

と
い
う
批
判
は
偏

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
確
か
に
否
認
で
き
な
い
。
人
民
大
会
堂
の
装
飾
に
中
国
の
瑠
璃
以
外
に
は
、
内
装
に
八

角
天
井
を
採
用
し
、
故
宮

の
太
和
殿
天
井
の
影
響
が
見
ら
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
「中
西
折
衷
」
と
称
す
る
ほ
う
が
正
確
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
、
彼

の
弁
説
か
ら
見
る
と
、
初
期
に
設
計
者
自
身
が

「
折
衷
主
義
」
と

「社
会
主
義
」
と
の
融
合
の
正
当

図20人 民大会 堂
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性
を
認

識
し
な
か

っ
た
。

こ
の
問
題
は
後

に
中
央

の
リ
ー
ダ
ー

の
解
説

に
よ
り
、
認
識
が
統

一
さ
れ
た
。

(
3
)

「中
西
折
衷
」
と
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
の
イ

ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム

[
中

西
折
衷
」
と

「社
会
主
義
」
と

の
融
合

の
正
当
性
が
確
認
さ
れ
た

の
は
、
周
恩
来
と
彭
真

の
解
説

で
あ
る
。
一西
と
古
」

の
批
判

の
声

に
対

し
て
、
総
理
は

「
我
が
中
国
人
民

が
な
ぜ
偉
大
か
と

い
う

の
は
、
我

々
は
役

に
立

つ
も

の
を
す
べ
て
吸
収
す

る
。
古
代

・
現
代

、
中
国

・
外
国
を
問
わ
ず
に
全

て
利
用
す

る
。
現
在

の
問
題
は
古
と
西

の
是
非
問
題

で
は

な
く
、

一
万
人

の

会
議
、

五
〇
〇
〇
人
の
宴
会
問
題

で
あ
る
。
八

ヶ
月

で
完
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
ぐ
決
め
、
す
ぐ
工
事

を
始
め
な
け
れ

14

ば
な
ら

な

い
。」

一
方

、
彭
真

は

「古
今

中
外
す

べ
て
の
優
れ
た
も

の
を
利
用

で
き
る
。
適
用
、
経
済
、
美

観

の
原
則
を
守

る

こ
と
さ
え

で
き
れ
ば
、
よ

い
の
で
あ
る
。
中
国
各

民
族

は

一
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
即
ち
外
国

の
も

の
を
学
ぶ

、
し
か
も
自
分

の

15

も

の
に

な
る
。
こ
れ
こ
そ
外
国
を
越
え
ら
れ
る
」
。

ま
た

早
く
も
、
毛

沢
東

は

「新
民
主
主
義
論
」
で
新
民
主
主
義
文
化
は
民
族
的

・
科
学
的

・
大
衆
的
な
文

化
と
論
じ
、
さ
ら

に
、
民

族
的
文
化

に

つ
い
て
は
、
「中

国
は
外

国

の
進

歩
的
な
文
化
を
大

い
に
吸
収
し
、
そ
れ
を
自
分

の
文

化

の
糧
と

し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。
…
…
た
と
え
ば
、
資
本
主
義

諸
国

の
啓
蒙
時
代

に
お
け
る
文
化

の
よ
う

に
、
お
よ
そ
わ
れ

わ
れ

に
今
日
役

に

　

立

つ
も

の
は
、
す
べ
て
吸
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
た
。

こ
う

し

て
、
毛
沢
東

は

マ
ル
ク
ス
主
義

の
中
国

へ
の
導
入
を
実
践
し
、
文
化

の
面
に
も
応

用
し
た
。
そ
れ

は
折
衷
主
義
建
築

の
設
計

に
お
け
る
理
論
的
基
礎
と
な

っ
て
い
る
。

折
衷

主
義

と
言
え
ば

、
中
西
折
衷
、
多
民
族

折
衷
、
東
洋
折
衷

な
ど
数
多
く
存
在

し
て

い
る
。
古
典

折

衷
主
義
建
築

は
秩

序

・
安
定

・
威
勢

・
永
続
性
を
、
誇
示
す

る
こ
と

の
で
き
る
建
築

で
あ

る
。
イ

ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル

.
ス
タ
イ

ル
は

こ
の
レ
ベ
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ル
に
お

い
て
意
思

の
疎

通
を
欠

い
た
た
め
、
公
共
建
築

の
分
野
に
お

い
て
、
結
局
失
脚
し

て
し
ま

っ
た
。
政

権

は
現
代
的
か

つ

り

恒
久
的
で
、
記
念
碑
と
な
り
得
る
も
の
を
求
め
て
い
た
。

当
時
の
中
国
で
は
民
族
性
を
強
調
し
て
い
た
た
め
、
「
多
民
族
性
」
の
折
衷
は
よ
り
重
要
課
題
の
は
ず
で
あ

っ
た
が
、
前
述

し
た
よ
う
に
、
民
族

の
主
体
性
は
社
会
主
義
民
族
政
策

の
中
心
的
存
在
で
は
な
か

っ
た
の
で
、
多
民
族
性
の
探
索
に
は
重
要
な

障
碍
と
な

っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
大
漢
族
主
義
を
批
判
し
た
後
、
地
方
民
族
主
義
の
批
判
も
加
わ
り
、
多
民
族
形
式
の
検
討
は

で
き
な
い
と
言
え
る
。

中
西
折
衷
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
傾
向
と
言
え
る
。
そ
れ
は
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の

18

特
徴
と

一
致
し
て
い
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
が
目
指
し
て
い
る
民
族
形
式
は

閹全
人
類
的
な
文
化
」
で
あ
る
。
如
何
に
理
解
す
る
か

に

つ
い
て
、
中
国
の
共
産
党
リ
ー
ダ
ー
と
建
築
家
が
中
西
折
衷

の
様
式
で
新
し
い
解
釈
を
与
え
た
。
「中
西
折
衷
」
も

一
民
族

の
様
式
で
は
な
く
、
全
人
類
の
各
民
族
の
様
式
を
総
括
に
取
り
入
れ
た
こ
と
を
表
現
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
従
来
の
折

衷
主
義
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

明
治
以
後
、
日
本

の
建
築
様
式
に
関
す
る
議
論
は
五
〇
年
の
歳
月
を
重
ね
、
結
果
、
国
会
議
事
堂
の
よ
う
な
折
衷
様
式
が
誕

生
し
た
。
社
会
主
義
と
は
関
係
な

い
が
、
明
治
末
以
後

の
欧
化
主
義
と
国
家
主
義
と
の
格
闘
を
経
て
誕
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
伊
東
忠
太
の
東
洋
折
衷
も
大
ア
ジ
ア
主
義
の
背
景
を
有
し
て
い
る
。

社
会
主
義
初
期
に
お
け
る
古
典
折
衷
主
義

の
致
命
的
弱
点
は
、
当
時
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
経
済
条
件
と
合
わ
な
い
点
に

あ
る
。
ソ
連

の
民
族
形
式
は

一
九
五
三
年

の
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
に
終
止
符
を
打

っ
た
。
規
格
化
の
技
術
開
発
、
経
済
的
な
面
を

む

考
え
る
設
計
段
階
に
入

っ
た
。
中
国
は
ソ
連
と
の
関
係
が
悪
化
し
た
後
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
影
響
が
続
い
て
い
た
。
折
衷
主

義
は
反
修
正
主
義
を
表
現
す
る
た
め
の
存
在
で
も
あ
る
。
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2

超
尺
度

の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト

人

民
大
会
堂

の
設
計
条
件
は

一
万
人
収

容

の
会
議

ホ
ー
ル
で
あ

る
。
そ

の
後
、
五
千

人

の
宴
会

ホ
ー
ル
、

人
民
代
表
大
会
常

務
委
員

会

の
オ

フ
ィ
ス
を
加
え

、
延

べ
床
面
積
は

一
七
万

一
八
○
○
,m
と
な

っ
た
。
日
本

の
国
会
議
事

堂

(五
万

二

一
六
五
㎡
)

20
に
換
算

す
れ
ば
、
実

に
三
倍
強

の
巨
大
さ
を
誇
る
。

で
は
な
ぜ
、
こ
う
し
た
巨
大
建
築
を
建
造
す
る
こ
と
に
な

っ
た

の
だ

ろ
う
か
。
ど

の
よ
う

な
政
治
的
意
図

が
表
現
さ
れ

て
い

る

の
か
、
に

つ
い
て
検
討
を
試
み
た

い
。

(
1
)
大
衆
動
員
の
場

天
安
門
広
場

ね

天

安

門
広
場
は

「
百
年
来

旧
皇

宮

の
前
院

を
人
民
民
主

の
広
場

に
替
え

る
」
と
認
識
さ
れ
、
改

造
す

べ
き

対
象

と
な

っ
た
。

明
清

時
代

の
天
安
門
前

の
空

間
は
皇
居
と

一
体
化
し

て
い
る
。
前

門
は
北
京
内
城

の
城
門

で
あ
る
。
前

門
に

入
る
と
、

さ
ら

に

中
華

門
、
千
歩
廊
、
長
安
右

門

・
左
門

が
続
き
、
紫
禁
城

に
入
る
序
曲

と
な

っ
て

い
る
。
千
歩
廊
は
民
国
時
期

に
取

り
壊
さ

れ

た

が
、
両
側

の
赤

い
壁
は
ま
だ
残

っ
て

い
る
。
改
造
前
は

「
T
」
字
形

で
、
東

と
西

で
各

三
座
門
が
あ
る
。
清

代
に
は
長
安
右

門

、
長
安
左

門
と
称

し
、
民
国
時
代

に
は
東
長
門
、
西
長

門
と
称

し
た
。
[
T
」
型
広
場

の
面
積
は

一
一
㎞

で
あ

る
。
横

の
部

分
だ

け

で
六

㎞
あ
り
、

モ
ス
ク

ワ
の
赤

の
広
場

よ
り
も
広

い
。
縦

の
部
分
は
赤

い
壁

に
囲
ま

れ
、
そ

の
幅
は

一
〇
〇

m
程
も
あ

り
、

す

で
に
充
分

に
広

い
が
、
新

中
国

の
要
求

に
適
う
も

の
で
は
な
か

っ
た
。

天
安

門
改
造

の
発
想
は

一
九
四
九
年

の
国
慶
大
典

に
ま

で
遡
る
で
あ
ろ
う
。

建

国

以
後

、
国
慶
節

(
一
〇
月

一
日
)
と

「
五

一
」
労
働
節

に
盛
大
な
パ

レ
ー
ド
が
挙
行

さ
れ
た
。

五
〇

万
人

の
パ

レ
ー
ド

は
正
歩

で
天
安
門
を
通
過
し
、
城
楼

の
上

の
毛
主
席
、
中
央

リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
挨
拶
す

る
。
そ
れ
は
毎
年

の
伝
統

に
な

っ
た
。
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パ

レ
ー
ド

の
指
揮
部

の
要
求

に
よ
り
、
赤
線

(敷
地
境
界
線
)

の
間
隔
は

一
二
〇

m
、
道

路

(長
安
街
)

の
幅
員
は
五
〇

m

で
あ

る
が
、
天
安

門
広
場
前

の

一
㎞

(南
池
子
か
ら
南

長
街
ま

で
)

の
区
間

に

つ
い
て
は
、
演
出
上

(パ
レ

ー
ド

の
隊
列
を
増

や
す

た
め
)
、
幅
員
を

五
〇

m
か
ら
八
O

m
に
拡
張
す

る
こ
と

に
な

っ
た
。

一
回

の
パ
レ
ー
ド
に
は
六
〇
万
人
が
参

加
す
る
。
広
場

に
は

一
〇
万
人
が
配
列
さ
れ
、
五
〇
万
人
が
隊
列

を
組
ん

で
長
安
街
　

を
九
〇
分
以
内
に
通
過
す
る
と
、
広
場
に
配
列
さ
れ
て
い
る

一
〇
万
人
が
主
席
台

へ
と
駆
け
込
み
、
場
面
が
ピ
ー
ク
に
達
す
鯢
。

し
か
し
な
が
ら
、
天
安
門
広
場
の
狭
隘
感
は
否
め
な
か
っ
た
。
社
会
主
義
は
強
い
革
命
精
神
を
帯
し
、
ま
た
封
建
主
義
に
は

反
対
す
る
。
こ
う
し
た
基
準
で
判
断
す
れ
ば
、
「百
年
来

の
旧
皇
宮

の
前
院
を
人
民
民
主
の
広
場
に
替
え
る
」
こ
と
は
必
然
的

な
こ
と
で
も
あ

っ
た
。

し
か
し

一
方
、
今
日
の
価
値
基
準
で
言
え
ば
、
文
化
遺
産
と
目
さ
れ
る
文
化
財
建
造
物
の
破
壊
は
避
け
ら
れ
な
か

っ
た
。

一

九
五
五
年
に
は
広
場
の
拡
張
工
事
が
始
ま
り
、
東
西
の
赤
壁
は
取
り
壊
さ
れ
、
ま
た

一
九
五
七
年
に
は

邑
長
安
左
門
」
、
「長
安

23

右
門
」

も
取
り
壊
さ
れ
た
。
拡
張
後

の
広
場
は
四
四
㎏
と
な
り
、
幅

は
五
〇
〇

m
、
長
さ
は
八
八
O

m
に
至

っ
た

。
こ
の
巨
大

24

化
の
決
定
は
中
央
政
府

の
指
示
に
よ

っ
た
。
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(
2
)
人
民
大
会
堂

の
巨
大
さ

天
安

門
広
場

の
ス
ケ
ー
ル
は
人
民
大
会
堂

の
ス
ケ
ー

ル
に
深
く
関
与
し

て
い
る
。
ま
ず
、
人
民
大
会
堂

が

一
万
人

の
会
議
場

と
し

て
設
定

さ
れ
た
。
現
在

で
も
、

二
〇
〇
〇
席

の
会
議
場
と
言
え
ば
大
規
模
な
も

の
と
な
る
が
、
四
四
㎞

の
広
場
と

一
万
人

と

い
う

規
模
は
ま
さ
に
空
前

の
ス
ケ
ー
ル
で
あ

っ
た
。
ま

た
、

一
〇
大
建
築

の
総
計
は
五
〇
万
㎡
と
計
画
さ

れ
た
。

一
〇
大
建

築
を
単

純
に
平
均
す

れ
ば
、
人
民
大
会
堂
は
五
万
,m

(国
会
議
事
堂
と
同
じ
面
積
)
と
な
る
は
ず

で
あ

る
が

、

一
万
人
収
容

の



会
議

場
が
要
求
さ
れ
た
た
め
、

一
席
当
た
り
七
,m
で
計
算
す
れ
ば
、
七
万

,m
と
な
る
。

一
九
五
二
年

に
建

設

さ
れ
た
首
都
劇
場

の

一
席

一
三
,m
と
比
べ
る
と
、
半
分

ほ
ど

に
削
ら
れ

て
は

い
た
が
、
経
済
的
な
面
を
考
慮

し
た
た
め

で
あ

る
。

当

初
、
会
議
場

の
み
が
計

画
さ
れ
た
が
、

二
回
目

の
修
正
時
に
は
、
周
総
理

の
要
求

に
よ
り
、
五
〇
〇
〇
人

の
大
宴
会
庁
と

若
干

の
中
型
宴
会
ホ
ー

ル
が
加
え

ら
れ
た
。

一
席
当
た
り

一
・
四
,m
で
計
算
す

れ
ば
、
大
宴
会
ホ
ー

ル
は
七

〇
〇
〇
,m
以
上

が

必
要

と
な

る
。
さ
ら

に
、
三
回
目

の
修

正
時

に
は
、
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
委
員

の
要
求
を
受

け
、
人

民
代
表
大
会
常
設

委
員

会

の
事
務
所
も
追
加
さ
れ
た
。

こ

こ
ま

で
、
三

つ
の
収
容
施
設

の
要
求
が
あ

っ
た
が
、
面
積
変
更

の
指

示
が
な
か

っ
た

た
め
、
建
築
家
た

ち
は
大
会
堂

の
面

積

を
減

ら
す

工
夫

に
取
り
組
ん
だ
。
結
局
、
宴
会

ホ
ー
ル
は
地
下
と
地
上
で

二
万
三
五
〇
〇
,m
、
人
民
代
表

大
会
常
務
委
員
会

は

一
万
九

五
〇
〇
,m
、
ト
ー
タ

ル
七
万
五
〇
〇
〇
,m
と
な
り
、
ど
う

し
て
も

五
〇
〇

〇
,m
多
く
な

っ
て
し
ま
う
。

し

か
し

こ
れ
で
は
、

「機
能
的

に
は
満
足

で
き

て
も
気
勢

に
欠

け
る
」
と
北
京
市
委

員
会

副
書
記

.
劉

仁

は
考
え

て

い
た
。

面
積

上

の
制

約
か
ら
、
北
側
、

つ
ま
り
長
安
街
側

の
幅
は

一
〇
八

m
と
な

っ
て

い
た
。
し
か
し
、
劉
仁

は
修

正
後

の
第
三
回

の

図
案

を
見

て
、

一
〇
八

m
で
は
あ
ま
り

に
狭
く
、
長
安
街

の

一
八
O

m
幅
と
合
わ
な

い
と
考
え

、
面
積

は
大

胆

に
も

一
〇
万
,m

に
変

更
さ
れ
た

の
で
あ

る
。

劉

仁

の
指
示
に
基

づ

い
て
、
立
面
を
修
正
し
、
長
安
街
側

の
幅

は

一
七

四

m
に
ま

で
拡
大
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
六
億
人

民

の
広
大
な
心
と
新
中
国

の
偉
大
な
姿
勢
を
表
現
し
よ
う
と
目
論
ん
だ
。
ま
た
正
面

に

つ
い
て
、
彭
真

は
、
大

門
は
中
国
独
自

の
様

式
を
採
用
す
る

べ
き
で
あ
る
と

し
、
柱
廊
中
部

の
幅
を
拡
大
し
、
装
飾
を
凝

ら
し
、
気
勢
偉
大
、
開
放

壮
麗

を
鎚
求
す

る

よ
う

に
、
と
指
示
を
出
し
た
。
中
部

の
幅

は
す

で
に
拡
大
さ
れ
て

い
た
が
、
彭
真
は
さ
ら
に
拡
大
す

る
こ
と

を
求
め
た
。

ま

さ
に
、
中
央

政
府
や
北
京
市

の
リ
ー
ダ
ー
た
ち

は
人
民
大
会
堂

の
建

設
に
際
し
、
様

々
な
指
示
を
寄
せ

た

の
で
あ

っ
た

。
ツ
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そ
し

て
こ
こ
に
は
、
人
民
大
会
堂

の
巨
大
さ

の
根
拠

が
、
単
純
な
機
能
的
要
求
に
基

づ
く
も

の
で
は
な
く
、

人
民
、

つ
ま
り

プ

ロ
レ

タ
リ
ア
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
と
国
際
社
会

に
対
し

て
、
新
中
国
を
強
烈
に

ア
ピ

ー
ル
す

る
意
識
を

読
み
取
る
こ
と

が

で
き

る
。

中

央

の
指
示
を
踏
ま
え

、
さ
ら
に
最
終
的
な
調
整
を
経

て
、
人
民
大
会
堂

は
敷
地
面
積

一
五
始
、
延

べ
床

面
積

一
七
万

一
八

○
○

㎡
、
南
北
長
三
三
六

m
、
東
西
幅

一
七
四

m
、
容
積

一
六
〇
万

3m
の
巨
大
空
間

に
な

っ
た
。

し

か
し
、
こ
れ
に
対

し
て
反
対
意
見
も
出
さ
れ
た
。
建
築
工
業

部
北
京

工
業
設
計
院

の
総
建
築
師

・
王
華

彬

は

「面
積
は
広

す
ぎ

、
天
井
は
高
す
ぎ

、
柱

は
多
す
ぎ
、
窓
は
少
な
す
ぎ
、
し
た
が

っ
て
、
音
声
と
通
風
が
良
く
な

い
。
面
積

が
七
万

,m
か
ら

一
七

万
,m
ま
で
増
え
た

の
は
浪
費

で
は
な

い
か
。
柱
は
二
六

m
で
は
細
く
見
え

る
。

ホ
ー

ル
は
三
〇

m
と
高

く
、
人
間
は
そ

の

中
に

座
る
と
天
の
下
に

い
る
よ
う

で
小
さ
く
見
え

る
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
内
部

へ
光
が
届
か
な

い
。
柱

は

一
八
○
本

に
の
ぼ

る
が

、
そ
ん
な

に
必
要

で
は
な

い
。
立
面
は
平
面
機
能

か
ら
考
え

る
で
は
な
く
、
形
式
は
内

容
を
表

現
で
き

な

い
」
と
そ

の
巨

26

大

さ
を

痛
烈

に
批
判
し
た
。

ま

た
、
上
海

の
六
名

の
専
門
家
も
苦

言
を
呈
し
た
。

天
安
門
広
場

の
幅
が
五
〇
〇

m
で
は
大
き
過
ぎ

る
。

欧
州

で
は
、
高

さ

と
幅

の
比
率

は
、

一
対
四
-

一
対
六
が

一
般
的

で
、
仮

に
幅
を

五
〇
〇

m
と
す
れ
ば
、
高

さ
は

一
二
五

m
l

八
三

m
必
要
と
な

る
。

人
民
大
会
堂

の
高

さ
は
四
〇

m
な

の
で
、
四
〇
対
五
〇
〇
11
一
対

一
二

・
五
と

な
り
、
調
和
が
と

れ
て

い
な

い
と
指
摘

し

た
。し

か
し
、
政
治
家
た
ち

の
意
見

は
違

っ
て

い
た
。
彭
真
は

「あ
る
人
は
、
天
井
が
高
す
ぎ

て
、
人
が
小
さ
く

な
る
と
言

っ
た
。

27

天
は
高

く

な

い
だ
ろ
う

か
。
我

々
は
天
安
門
広
場

に
立

っ
て
、
な
ぜ
自
分

が
小

さ
く

な

い
と
思
う

か
。
」
と

反
論
し
、
周
総
理

は

莪

々
は
天

の
下
に
立

つ
と
天

が
高
く

な

い
と
感
じ

ら
れ
る
・
海

の
そ
ば

に
立

つ
と
・
海

が
遠

く
な

い
と
感
じ

ら
れ
る
螂
L
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と
意
見

を
述

べ
た
。

29

最
終

的
に
は
、
周
総

理
が
専
門
家
を
招
集
し
て
会
議
を
開
き
、
意
見
を
総
括
す

る
こ
と

に
な

っ
た
。

①
大

会
堂
に
お

い
て
は
安
全
が
第

一
、
新
し

い
構
造
実
験
を
止
め
る
。

②
我

々
は
社
会
主
義

の

「大
」
を
好

み
、
ま
た
社
会

主
義

の

「
功
」
を
好
む
。
目
的
な
く
追
求
す

る
の
で

は
な
く
、
適

用
、

経

済
、
美

観

の
原
則
を
守
り
な
が
ら
、
「大
」
も
適
切
な
も

の
と
す
る
。

③
人

を
主
と

し

(精
神

と
物
質
を
含

む
)
、
物

は
人
に
使
わ
せ
る
た
め
、
そ

の
細
部
を
設
計
す

る
。

サ
ン

・
ピ

エ
ト

ロ
大

聖

堂

は
神
社
会

の
も

の
、
人

々
は
教
会

に
入
る
と
、
天
主

の
偉
大
さ

に
よ
り
、
自

分
が
小
さ

い
も

の
と
感

じ
ら
れ
る
。
我

々

は

違
う
。
人
民
は
国
家

の
主
人

で
あ
り
、
自
分
が
主
人

で
あ

る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
も

の
の
奴
隷

に
な

っ
て
は

い
け
な

い
。

④
古

今

の
名
建
築
は
す

べ
て
労
働
者

の
手

に
よ
り
で
き

た
。
我

々
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
は
国
際
主
義
者

で
あ
り
、
如
何
な
る

様

式
も
包
括
し
て
利
用
で
き

る
は
ず

で
あ
る
。
偏
狭

な
地
方
民
族
主
義

に
囚
わ
れ
て
は
な
ら
な

い
。
も

し
、
未
だ
満
足

で

き

な

い
場
合
、
他

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

で
試

し
て
欲

し

い
。

周
総

理
は
ま
ず
、
大
建
築

の
構
造
問
題

に
強

い
関
心
を
抱

い
て

い
た
。
彼
は

一
人

一
人

の
専

門
家

に
尋
ね

、
建
築

の
安
全

性

を
確

か

め
、
「
人
民
大
会
堂

に
は
二

つ
の
重

要
な
側
面
が
あ
る
。

一
つ
は
崩
壊
し
な

い
こ
と
。
も
う

一
つ
は
美

し

い
こ
と
。
崩

壊
し
な

い
こ
と
が
何
に
も
ま

し
て
重
要

で
あ
る
。
人
民
大
会
堂

の
寿
命

は
少
な
く
と
も
故
宮

・
中

山
堂
よ
り

も
長
く
、
三
五
〇

30

年
は
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
述
べ
た
。
人
民
大
会
堂
の
構
造
技
術
の
解
決
は
、
解
放
後

の

一
〇
年
に
わ
た
る
工
業
建
築

の
発
展
と
実
践
と
無
関
係
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
「
大
躍
進
」
の
影
響
に
よ
り
、

一
九
五
八
年
前
半
に
設
計
さ
れ
た
工
業
建

31

築
の
面
積
は
第

一
回
五
ヶ
年
計
画
中
に
設
計
さ
れ
た
工
業
建
築
の
合
計
よ
り
も
多

い
。
そ
れ
は
人
民
大
会
堂
の
建
設
に
貴
重
な
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経
験
を

与
え
た
。

つ
ま

り
、

巨
大
建

築

の
構
造

問
題
を

除
け

ば
、

イ
デ
オ

ロ
ギ

i
的

に
は
、
周
総

理

は

「我

々
は
社
会
主
義

の

『大
』
を
好
み
、
社
会
主
義

の

『功
」
を
好
む
」
と
巨
大
建
築
建
設

に
賛
意

を
示
し

て
い
た
。

周
総

理

の
話
は

こ
の

コ
ン
ペ
に
ピ

リ
オ
ド
を
打
ち
、

こ

の
巨
大

建
築
は
周
総
理

の
評
価

に
よ

っ
て
公
式
見
解
と
な

っ
た
。

(3
)
巨
大
建
築
と
被
圧
迫

民
族

巨
大

建
築
は
中
国

の
発
明

で
は
な
か

っ
た
。

一
九

三
四
年

の
ソ
ビ

エ
ト
宮

コ
ン
ペ
の
当

選
図
案

(しd
o
同房

Ho
鼠
戸

≦

巴
巨

冒

ω
げ
。
げ
爵

ρ

≦
巴
巨

貯

Ω
Φ
年
①
畔
げ
)
は
巨
大
建
築

で
あ

る
。

こ

の
建
築

の
メ
ー
ン
ホ
ー

ル
は

二
万

]
○
○

○
席
、
会
議

ホ
ー

ル
は
六
〇
〇

〇
席

に

及
ぶ
。

高
さ
は

三

一
五

m
、
そ

の
上
に

一
〇
〇

m
の
レ
ー

ニ
ン
像

が
置
か
れ

て

い
る
。

こ

32

の
建
築

は

一
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
者

高
層
ビ

ル
」
と
称
え
ら
れ

た
。
こ

の
建
築
は
戦
争

の
た

め
建
設

で
き
な

か

っ
た
が
、
同
様

の
イ

デ
オ

ロ
ギ

ー
を
持

つ
巨
大

建
築

は
幾

つ
か
建
設

さ

れ
た
。

例
え
ば
、

ソ
ビ

エ
ト

・
ハ
ゥ

ス
、

モ
ス
ク
ワ
大
学
な

ど
が
そ

の
例

で
あ

る
。

ソ
ビ

エ
ト

・
ハ
ウ

ス
は
長
さ

二
二
〇

m
、
奥
行

き
は

一
五
〇

m
あ
る

(図

21
)
。
ま

た
、

モ

ス
ク

ワ
大
学

も
非
常

に
巨
大

で
、

一
九
五
六
年

に
見
学

し
た

日
本
学
術
会

議

の
視
察
団
を
驚

か

33

せ

た

。

図21ソ ビエ ト ・ハ ウス 、1936-1941年 、NoiTrotskii設 計
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同
時

代

の
ド
イ

ツ
の
帝

国
首
都

の
建
設
も

進

ん
で

い
る
。

ヒ
ト

ラ

ー
は
収

容

力

四
〇
万
人
と
定

め

た

層
大

ス
タ
ジ

ア
ム
」

ニ
ュ
ル

ン
ベ

ル
ク

・
ス
タ
ジ

ア
ム
を

計
画

し

た
。

こ

の
建

築

は
長

さ

五
五

〇

m
、

幅

四
六

〇

m
、
空
間

は
八
五
〇
万

㎡

、

つ
ま
り

セ
ー
オ
プ

ス

・
ビ

ラ

34

ミ

ッ
ド

の
三
倍
強
に
な
る
。

(図
22
)

ヒ
ト

ラ
ー
は
建
設
労

働
者

の
前

で
、
次

の
よ
う
に
力

説
し
た
。

「
な
ぜ
、
常

に
最
大

で
あ

ら
ね
ば

な
ら
な

い
の
か
?

そ

れ
は
、

一
人

一
人

の
ド
イ

ツ
人

に
自

尊
心

を
取
り

戻
し

て
や

る
た
め

で

あ

る
。
す

べ

て
の
領

域

に
わ
た

っ
て
、

一
人

一
人

に

こ
う

い
う

た

め

で
あ

る
。
我

々
は
劣

っ
て
は

い
な

い
。

そ

れ
ど

こ

ろ
か
、

35

他

の
ど

の
国
民
に
も
絶
対

に
負
け
な

い
の
だ
」
と
。

ま

た

ソ
ビ

エ
ト
宮
も

「国
臣
Φ
一塔

及
び
帝
国
主
義
国
家
建
築

よ
り
高

36

い
」
も

の
に
し
た

い
。

こ

こ

で
巨

大
さ

の
問

題

は
民
族

性
と

も
密

接

に
関
係

し

て

い
る
。

ナ

チ
ス

の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
重

要
な
特
徴
は
そ

の
排
他
性

に
あ
る
。

巨

大
建

築

は
民
族

の
優
秀

さ
と
強

大

さ
を
強

調

し

て

い
る
。
ま

た
、

レ
ー

ニ
ン
と

ス
タ
ー
リ

ン
と

も
民
族
的

に
抑

圧

に
反

対
す

る
被

圧
迫

民
族

の
闘
争

、
帝
国

主
義

に
反
対
す

る
植
民

地
民
族

の
闘
争

と

い
う

図22ニ ュル ンベ ル ク ・ス タ ジア ム 、1936年 、AlbeけSpeer設 計
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37

民
族
解

放
運
動
を
強
調
し
た
。
そ
れ
は
巨
大
建
築

の
民
族
理
論

の
基
礎
と
な

っ
て
い
る
。

つ
ま
り

、
イ

ン
タ

ー
ナ
シ

ョ
ナ

ル
の

植
民
地

被
圧
迫
民
族
と
帝

国
主
義

の
圧
迫
民
族
と

の
対
決
は
巨
大
建
築

の
対
決
と

い
う
形

で
表
現
さ
れ
て

い
る
。

巨
大

建
築
が
強
調
し
た
被

圧
迫

の
民
族
性

は
、
根
本
的
に
折
衷
主
義

に
表

現
さ
れ
た
イ

ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
と

一
致

し

て

い
る
。
あ
る
民
族

の
様
式

で
表
現
す

る
よ
り
も
、
全
人
類

の
被
圧
迫

民
族

と

い
う
広
義
的
民
族
主
義
を
表

現
し

て
い
る
。
そ

れ
は
社

会
主
義

の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
の

一
番

大
き
な
特
徴

で
あ

ろ
う
。

一
九

五
〇
年

代
に
入
る
と
、
国
際
的
な
状
況
が
変
わ

っ
た
が
、
社
会
主
義
と
資
本
主
義

の
両
陣
営

の
冷
戦

が
は
じ
ま
り
、
さ

ら

に
競
争

が
激
し
く
な

っ
た
。

ソ
連

で
は
、

一
九
四
六
-

五
〇
年

に
お
け
る
平
均
成
長
率

は
二
〇

・
五
%
、

一
九

二
八
年

に
比

較
し

て

一
九
五
〇
年

の
成
長
率
六
倍
強

で
あ

る
。
戦
後

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
は
五
-
七
、

ソ
連
は

二
二
%

、

一
九

二
八
年

の

第

一
回

五

ヶ
年
計

画

の
統
計

か
ら
見

る
と
、

ソ
連

の
工
業

生
産

は
二
二
年
間

一
三
倍
、

ア
メ
リ
カ
は

二
倍
、

イ
ギ
リ

ス
は

一
・

38

六
倍

で
あ
る
。

一
九

四
六
年
鋼
鉄

の
目
標
は
六
〇
〇
〇
万

ト
ン
で
あ

る
。

一
九

五
七
年

(
一
一
月

四
-

一
六
日
)
、

モ
ス
ク
ワ
で
社
会
主
義
国
共
産
党
と

工
人

党
代

表
会
議
が
開
か

れ
、

ソ
連

は
社
会

主
義

国

は
主

要
資
本
主
義
国
を
越
え

る
と
提
唱
し
、

ソ
連

は

ア
メ
リ
カ
を
、
中
国
は
英
国
を
越
え
る
と
考
え

て

い
た
。
中
国

は

一
九
五

七
年

鋼
鉄

五
二
〇
万

ト
ン
、
五
年
後

一
〇
〇
〇
1

一
五
〇
〇
万

ト
ン
、
さ
ら

に
五
年
後

に
三
五
〇
〇
1

四
〇
〇
〇
万

ト

ン
、

一
五
年

に
は
英
国
を
越
え

る
と
提
言
。

一
九
五
七
年

と

一
九

五
二
年
を
比
較
す

る
と
、
工
農
業
総
産
値

が
六
二
%
、
工
業

は

一
三

二
%

の
成
長
を
遂
げ
た
。

主
要

資
本
主

義
国
を
越
え

る

の
は
大
躍
進

の
前

提
と
な

っ
た
。
大
躍
進

の
目
標

と
し

て
、
農
業

成
長
率
六

・
○
%
か
ら

一

六

・
二
%
、
工
業

一
〇
%
か
ら
三
三
%
に
伸

ば
し
た
。

人
民

大
会
堂

は
、
社
会
主
義
と
資
本
主
義

と

の
闘
争
を
背
景
と

し
た
産
物
と
言
え
る
。
上
述
し
た
六
億

の
人
民

の
広

い
心
と
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新
中
国
の
偉
大
さ
を
表
現
し
た

い
と
い
う
政
治
的
意
図
に
は
、
ま
さ
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
、
国
際
社

会
に
直
面
し
、
新
中
国
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
新
中
国
の
人
民
は
被
圧
迫
民
族
と
し
て
資

本
主
義
と
対
抗
す
る
意
識
が
人
民
大
会
堂
を
通
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
当
時
の
ソ
連
と

の
関
係
も
悪
化
の
兆
し
を
見
せ
て
い
た
が
、

一
九
五
九
年
の
国
慶

一
〇
周
年
記
念

の
た
め
、

フ
ル
シ

チ

ョ
フ
を
招
聘
し
天
安
門
で
検
閲
さ
せ
た
。
人
民
大
会
堂
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
中
国
人
民
の
力
を
見
せ
る
役
割
を
も
担

っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
無
論
、
人
民
大
会
堂
が

一
〇
ヶ
月
で
竣
工
し
た
の
は
帝
国
主
義
に
対
し
て
の
勝
利
だ
け
で
は
な
く
、
ソ
連
修
正

主
義

へ
の
挑
戦
で
も
あ

っ
た
。

周
総
理
は

一
偉
大
な

一
〇
年
」
で
人
民
大
会
堂
に
総
合
的
な
評
価
を
与
え
た
。
「
人
民
大
会
堂
の
よ
う
な
巨
大
な
建
築
を

一

〇
ヶ
月
余
の
短
期
間
の
う
ち
に
竣
工
で
き
た
。
そ
の
精
密

・
美
し
さ
に
お
い
て
、
我
が
国
の
同
類
建
築
を
遙
か
に
越
え
る
も
の

お

と
な

っ
た
。
ま
た
、
世
界
的

に
も

一
流

の
建
築
と
言
え

る
」
。
た
し
か

に
、

こ
の
社
会
主
義
と
資
本
主
義
と

の
闘
争

を
背

景
に

し
た
政

治
性

は
、

一
般
建
築
に
は
表

現
で
き

な

い
で
あ

ろ
う
。

一67

全
体

主
義

研
究

の
先
駆
者
ド
イ

ツ
の
カ
ー
ル

・
J

・
フ
リ
ー
ド
リ

ッ
ヒ
は

ソ
連
と
ド
イ

ツ
の
全
体
主
義

の
特
徴
を
六
点

に
纏

め
た
。

そ

の
内

、
公
認

の
イ
デ
オ

ロ
ギ

ー
、
通
常
は

一
人

の
人
間
に
指
導
さ
れ

る
大
衆
政
党
、
全
経
済

に
た

い
す

る
中
央
か
%

　

　

 の
統
制
と
指
導
な
ど
特
徴
が
列
挙
さ
れ
て
い
嶺
。
一
九
四
九
年
以
後

の
中
国
も
全
体
王
義
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、

も
し
仮
に
、

一
九
五
〇
年
代

の
中
国
で
全
体
主
義
の
特
徴
が
成
立
す
る
と
す
れ
ば
、
全
体
主
義
の
要
因
が
国
家
を
象
徴
す
る
巨

大
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
建
築
を
造
る
こ
と
に
可
能
性
を
提
供
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
巨
大
建
築
は
公
認
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
、

一
人
の
人
間
に
指
導
さ
れ
る
大
衆
政
党
を
支
え
る
重
要
な
柱
で
も
あ
る
。



人
民
大
会
堂
の
建
設
に
至
る
過
程
に
は
、
社
会
主
義
の
表
現
を
巡
る
様
々
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
が
、
む
ろ
ん
、
こ
れ
に
よ

っ
て
終
止
符
が
打
た
れ
た
訳
で
は
な
い
。
そ
の
陰
で
は
、
幾
多

の
犠
牲
も
払
わ
れ
た
。
天
安
門
前

の
長
安
左
門

・
長
安
右
門
な

ど
が
封
建
主
義

の
象
徴
と
し
て
取
り
壊
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
今
日
、
文
化
遺
産

の
保
存
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
解
放
後

の

一
〇
年
は
、

一
般
市
民
の
住
宅
問
題
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
社
会
主
義
に
お
け
る
民
族
問
題
と
経
済
問

題
が
拮
抗
し
、
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
た
課
題
は
多

い
。
ま
さ
に
、
中
国
に
と

っ
て
は
、
社
会
主
義
思
想
が
国
民
国
家
に
浸
透

し
て
い
く

一
〇
年
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
建
築
様
式
は
模
索

の

一
〇
年
を
歩
ん
だ
の
で
あ
る
。

註
1

一
〇
個
の
記
念
的
な
重
要
建
築
。
即
ち
、
人
民
大
会
堂
、
北
京
民
族
飯
店
、
北
京
工
人
体
育
場
、
中
国
革
命

と
中
国
歴
史
博
物

館
、
北
京
駅
、
華
僑
飯
店
、
中
国
人
民
革
命
軍
事
博
物
館
、
全
国
農
業
展
覧
館
、
民
族
文
化
宮
、
中
国
美
術
館
。

2

趙
冬
日

「
人
民
大
会
堂
の
設
計
図
案
の
鑑
定
か
ら
新
建
築

ス
タ
イ
ル
を
語

る
」

(「人
民
大
会
堂
的
設
計
方
案

評
選
来
談
新
建
築

風
格
的
成
長
」

『建
築
学
報
』

一
九
六
〇
年
二
月
)
。

3

同
前
。

4

中
銀

(中
銀
カ
プ
セ
ル
タ
ワ
ー
ビ
ル
、

一
九
七
二
)
は
、
黒
川
紀
章
の
代
表
作
。
中
央

の
シ
ャ
フ
ト
は
リ
フ
ト
と
階
段
を
も

つ

垂

直
の
交
通
路
で
あ
り
、
固
定
さ
れ
た
構
造
で
あ
る
。
外
側
に
ユ
ニ
ッ
ト
化
さ
れ
た
設
備
パ
イ
プ
が
設
置
さ
れ

、
量
産
さ
れ
た
部

屋

カ
プ
セ
ル
が
固
定
さ
れ
る
。
こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
個

の
空
間

の
自
由
な
組
合
せ
に
よ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
な
表
現

の
可
能
性

を
追
求
す
る
こ
と
と
、
そ
の
技
術
的
裏
付
け
を
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
ソ
連
の
影
響
に
つ
い
て
N
H
K
番
組
の
放
送
に
よ
る
。

5

趙
冬
日

「人
民
大
会
堂
の
設
計
過
程
を
回
憶
す
る
」

『北
京
文
史
資
料
』

一
九
九
四
年

二
月
、
第
四
九
号
、

=
二
!

一
六
頁
。

一68一



6

同
註
5
、
二
六
頁
。

7

同
註
5
、

一
六
頁
。

8

同
註
5
、
二
七
頁
。

9

趙
冬
日

「思
緒

・
感
触
、
希
望

自
述
」

『建
築
設
計
大
師
趙
冬
日
作
品
選
』
北
京
市
建
築
設
計
研
究
院
、
科
学
出
版
社
、

一
九
九
八
年
、

一
六
〇
頁
。

10

か
し
ら
ぬ
き
、
宋
で
蘭
額
、
清
で
額
枋
。

11

張
鍾

『我
的
建
築
創
造
道
路
』
中
国
建
築
工
業
出
版
社
、

一
九
九
四
年

二
月
、

一
五
三
頁
。

12

西
洋
建
築

の
柱
の
上
に
置
く
ア
ー
キ
ト
レ
ー
ヴ
を
指
す
。

13

同
註
11
、

一
五
四
頁
。

14

同
註

5
、
二
七
頁
。

15

同
前
。

16

毛
沢
東

「新
民
主
主
義
論
」
毛
沢
東
選
集
刊
行
会
訳

『毛
沢
東
選
集
』
四
巻
、
三

一
書
房
、

一
九
五
二
年
、

二
八

一
頁
。

17

ス
ピ

ロ

・
コ
ス
ト
フ
著
、
鈴
木
博
之
監
訳

『建
築
全
史

背
景
と
意
味
』
星
雲
社
、

一
九
九

一
年
、

一
二
七
ニ
ー

一
二
七
三

頁
。

18

ス
タ
ー
リ
ン
著
、
ス
タ
ー
リ
ン
全
集
刊
行
会
訳

『ス
タ
ー
リ
ン
全
集
』
大
月
書
店
、

一
九
五
二
年
八
月
、
第

一
一
巻
、

一
四
九

頁
。

19

中
ソ
関
係
悪
化
は

一
九
五
六
年
か
ら

で
あ
る
。

一
九
五
六
年

二
月

一
四
日
ソ
連
共
産
党
二
〇
回
代
表
大
会

で

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は

「
個
人
崇
拝
及
び
そ

の
結
果
」

の
秘
密

ス
ピ
ー
チ
を
し
た
。
中
国
代
表
団
も
参
加
し
、
個
人
崇
拝

の
反
対
に

つ
い
て
賛
成
し
た
が
、

全

面
的
に
ス
タ
ー
リ
ン
を
否
認
す
る
こ
と
に
は
賛
成
し
な
か

っ
た
。

一
九
五
六
年

一
〇
月
、

ソ
連
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
出
兵
、
中
国
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は
反
対
し
た
。

一
九
五
七
年
毛
沢
東
は
ソ
連

一
〇
月
革
命
記
念
に
参
加
、
そ
こ
で
中
ソ
の
間
に
原
則
的
な
議
論

が
行
わ
れ
た
。
資

本

主
義
か
ら
社
会
主
義
に
進
化

の
問
題
に
つ
い
て
意
見
が
違
う
。
中

ソ
分
岐
が
深
ま
る
。

一
九
五
八
年
七
月
三

一
日
、

フ
ル
シ
チ

ョ
フ
は
中
国
訪
問
。
そ
の
前
に
ソ
連
国
防
部
長
は
中
国

へ
、
ソ
中
連
合
艦
隊

に
つ
い
て
検
討
し
た
。
中
国
は
、

ロ
シ
ア
民
族
主
義

を

中
国
海
岸
に
拡
大
し
た
い
、
中
国
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
い
の
で
は
な

い
か
と
認
識
し
、
拒
否
し
た
。
フ
ル
シ
チ

ョ
フ
は
そ
れ

を
釈
明
す
る
た
め
に
中
国

へ
、
ソ
連
は
共
同
艦
隊
を
研
究
す
る
だ
け
と
釈
明
し
た
。
毛
沢
東
は
反
対
し
た
。

20

『帝
国
議
事
堂
建
築

の
概
要
』
大
蔵
省
営
繕
管
財
局
、
昭
和

一
一
年

一
一
月
。

21

同
註
5
、

一
七
頁
。

22

同
註
11
、

一
四
六
頁
。

23

趙
冬
日

「天
安
門
広
場
改
造
計
画
及
び
人
民
大
会
堂
方
案
設
計
」
中
日
建
築
師
北
京
交
流
会
、

一
九
九
七
年
四
月
、

一
頁
。

24

同
註
5
、

一
七
頁
。

25

同
註
5
、

一
九
頁
。

26

同
註
5
、
二
八
頁
。

27

同
註
5
、
二
七
頁
。

28

同
註
5
、
二
七
頁
。

29

同
註
11
、

一
五
六
頁
。

30

同
註

5
、
二
八
頁
。

31

「
二
、
工
業
建
築
」

『建
築
設
計
十
年

一
九
四
九
-

一
九
五
九
』
中
華
人
民
共
和
国
建
築
工
程
部
、
中
国
建
築
学
会
、

一
九
五

九
年

一
二
月
。

32

ω
琶

巨
ω什
ω
ξ
ω自
巷
①蕁

芝
一=
昼
ヨ

0
蠢
沖

ゆ
毎
ヨ
臣
色
ρ

卜

鶤
象
o信

o丶
匍
霧
巴
臂

勘ま
赱
8
0
俳鬢
9
0
9
旨
ぴ
ユ
畠
Φ
d
巳
く
奠
ω一畠
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勺
お
o。ω℃
一
り㊤
ω.

33

日
本
学
術
会
議
編

『
ソ
連

・
中
国
学
術
視
察
報
告
』
日
本
学
術
振
興
会
刊
、

一
九
五
六
年
、

一
二
九
頁
。

34

ア
ル
バ
ー
ト

・
シ
ュ
ペ
ー
ル
著
、
品
田
豊
治
訳

『ナ
チ
ス
狂
気
の
内
幕
』
読
売
新
聞
社
、

一
九
七
〇
年

二

月
、
八
○
頁
。

35

同
前
、
八

一
頁
。

36

>
8
琶

①
囚
。
薯
鳶

蕁
⇒
ω醇

。侮
9

↓
げ
0
8
9
ω
φ

切
霞
什o
戸

寄

一§

鋤
民

寄

く
亀
鍵

§
b

8
お
Φ
Uゴ
蠢
N皀
9

ぎ
ρ
一り
刈O

b
・卜。
・。N

37

ス
タ
ー
リ

ン

「
民
族
問
題
と

レ
ー

ニ
ン
主
義
」

ス
タ
ー
リ
ン
全
集
刊
行
会
訳

『
ス
タ
ー
リ
ン
全
集
』
第

7
巻
、
大
月
書
店
、

一
九
五
二
年
八
月
、
三
六
七
頁
。

38

同
註
33
、

一
三

一
ー

コ
ニ
ニ
頁
。

39

同
註

5
、
三
〇
頁
。

40

0
巴

旨
零
げ
臼
け
げ
穹
◎
N
甑
ひq
巳
Φ
≦

【

切
嵩
Φ
Nぎ
ω軍

ぎ

賠
謡
淋鋤鼠
碧

窪
o
欝
8
丶答
甘

き
儀
》
ミ
06
麸
q

こ
の
著
作

の
初
版
は

一

九

五
六
年

に
刊
行
さ
れ
た
。
カ
ー
ル

・
J

・
フ
リ
ー
ド
リ

ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
全
体
主
義

の
特
徴
は
、
①
公
認

の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
、

②
通
常
は

一
人
の
人
間
に
指
導
さ
れ
る
大
衆
政
党
、
③

一
切
の
武
力
闘
争

の
武
器
を
現
実
に
行
使
す
る
こ
と
が

、
党
と
そ
れ
に
従

属
す
る
官
僚
機
構
に
ほ
と
ん
ど
完
全
に
独
占
的
に
統
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
、
④
効
果
的
な

マ
ス

.
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

の

一
切
の
手
段
に
対
し
て
第
三
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
行
使
さ
れ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
完
全
な
独
占
で
あ
る
、
⑤
物
理
的
な
い
し
心

理
的
な
テ
ロ
的
警
察
統
制

の
体
系
で
あ
る
、
⑥
全
経
済
に
た

い
す
る
中
央
か
ら
の
統
制
と
指
導
、
と
し
て
い
る
。
な
お
、

一
九
六

五
年
の
改
訂
版
に
お
い
て
、
⑥
が
加
え
ら
れ
た
。

4ー

レ
オ
ナ
ー
ド

・
シ
ャ
ピ
ー
ロ
著
、
河
合
秀
和
訳

『全
体
主
義
』
福
村
出
版
、

一
九
七
七
年
、

一
四
頁
。
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四

ま
と
め

1

社
会
主
義

の
建
築
と
は
何
か

社
会
主
義

の
建
築
と
は

一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
解
釈
は

一
様

で
は
な
い
。
建
築
は
社
会
主

義

の
思
想
と
共
に
変
容
し
、
各
段
階
に
よ
り
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
中
国
の
建
国
初
期
に
焦
点
を
当
て
れ
ば
、
社
会
主
義
建
築

は
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
ソ
連
の
影
響
が
濃
厚
で
あ

っ
た
。
結
果
、
民
族
主
義
の
問
題
が
社
会
主
義
建
築

の
重
要
な
思
想
的
根
拠

と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
建
国
初
期
に
狭
義

の
民
族
主
義

(漢
民
族
的
な
)
を
建
築

で
表
現
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

一
九

五
九
年

の
人
民
大
会
堂
は
さ
ら
に
広
義

の
民
族
主
義

(イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
)
を
表
現
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

社
会
主
義
中
国
の
建
築
の
変
化
は
そ
の
後
も
続

い
て
い
る
。
趙
冬
日
の
設
計
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
改
革
開
放
以
後
、
漸

く
思
想
的
に
も
許
容
度
が
広
が
り
、
趙
冬
日
は
同
仁
医
院
の
増
築
に
際
し
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
採
用
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
山
口

文
象
の
日
本
歯
科
医
専
と
の
類
似
点
が
指
摘
で
き
る
が
、
一
方
、
資
本
主
義
陣
営
で
は
時
代
は
ポ
ス
ト

・
モ
ダ

ニ
ズ
ム
を
迎
え
、

衆
目
を
集
め
て
い
た
。
今
日
、
資
本
主
義
陣
営
の
様
々
な
建
築
思
潮
も
導
入
さ
れ
、
社
会
主
義
の
様
式
は
さ
ら
に
変
容
を
遂
げ

よ
う
と
し
て
い
る
。
建
築
は
社
会
変
化
の
晴
雨
計
で
も
あ
る
。

一72一

 

2

社
会
主
義
に
お
け
る

「
民
族
」

さ
て
、

一
九

五
〇
年
代

の
社
会
主
義

に
お
け

る

{
民
族
」
と
は
、
今

日
、
研
究
者

の
視
線
が
注
が
れ

て
い
る

エ
ス
ニ
ッ
ク
集

団
で
は
な
か

っ
た
。
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
は

エ
ス
ノ

・
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
で
は
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。
当
時

の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム

の
典
型

的
特
徴
は
、
結
論
的
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
中
国

の
ネ
ー
シ

ョ
ン
の
確
立
を
め
ざ
す
ナ

シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム

で
あ

り
、
階
級

の



主
体
性

を
強
調
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
う

し
た
階
級

の
主
体
性
を
も

つ
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
は
、
多

民
族

の
問
題
を
取
り
入
れ
よ
う

と
し
て

い
た

。
中
国

の
研
究
者

は

一
九
三
〇
年
代
と

一
九

五
〇
年

代

の
中
国
民
族
観
を
区
別

し
て
、
「
中
国
は
単

一
民
族
国
家
」
で
あ

る
と

強

調
し
た
国
民
党

と
鋭

い
対

比
を
見

せ
る
の
が
、
「
〈
中

国
人

11
中
華
民
族
〉
は
五
六

の
民
族

か
ら
構
成

さ
れ
る
民
族
」

で
あ
り
、

■中
国

は
統

一
さ

ユ

れ
た
多

民
族
国
家
」
と
し
た
。

し

か
し
な
が
ら
、
民
族

の
主
体
性

の

強

調

を

目

的

に
し

て

い
る
訳

で
は

な

く
、

民
族

の
差
異
を
無
く
す

こ
と
を
最

終

的

目
標
と

し
て

い
る

の
で
、
結
果
と

し

て
、
近
代

の
民
族
主
義
建
築

と
同
じ

く
漢

民
族

の
建
築
様
式

と
な

っ
た
、
と

言
わ

ね
ば
な

ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

さ
ら

に
、

多
民
族

の
独
自

の
様
式

へ
と
発
展

せ
ず

に
、
イ

ン
タ
ー
ナ

シ

ョ
ナ
ル
な
折

衷

主

義

へ
と
走

っ
た

の

で
あ

る

(
図

23
)
。「
大
屋
根
」
も
、
ま
た

「
折
衷
主
義
」

に

つ

い
て
も

、

「
民
族
主

義
」

を

巡

っ

図231950年 代の中国 にお ける折衷主義建築 と

プロレタ リア民族理論構図
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て
検
討
さ
れ
て
い
た
。
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
「
階
級
」
的
な

「民
族
主
義
」
を
巡

っ
て
展
開
し
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

と
り
わ
け
、
人
民
大
会
堂
は
そ
の
時
代
の
典
型
的
な
作
品
と
言
え
る
。
全
世
界
の
被
圧
迫
民
族
の
力
を
誇
示
す
る
た
め
、
巨
大

　

な
折
衷

主
義
建
築

が
誕
生
し
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「ネ

ー
シ

ョ
ン
」
は
想
像
的
な
共
同
体

で
あ
り

、
「
エ
ト

ニ
」
は
独
自

の

ヨ

文

化
を

持

つ
と

い
う
特
徴

に
対

し
て
、
「
階
級

」
は
ど

の
よ
う
な
カ

テ
ゴ

リ
ー
に
な

る
で
あ

ろ
う

か
。
バ
リ

バ
ー

ル
/

1

・
ウ

　

オ
ー

ラ
ー

ス
テ
イ

ン
の

『人
種

・
国
民

・
階
級
』
に
よ
れ
ば
、
階
級
は
歴
史
を
分
析
す

る
た

め

の
理
論
的

カ

テ
ゴ
リ
ー
に
過
ぎ

ず
、
階

級
的
共
同
体
な
ど
と

い
う
も

の
は
な

い
。
現
実

に
は
人

々
は
何

ら
か
の
共
同
体

の

一
員
と
し
て
生
き

て

い
る
の
で
あ
り
、

階
級
と

い
う
事
実

は
共
同
体
と

い
う

プ
リ
ズ

ム
を
介
し

て
表
現
さ
れ
る
ほ
か
は
な

い
。

現
実

に
、
「階
級
」
を
主
体
と
し
た
建
築
に
お
け
る
民
族
様
式

の
探
索
は
、
「
階
級
」
論

の
消
失

に
よ

っ
て
過
去

の
も

の
と
な

っ
た
。

3

社
会
主
義
の

「
民
族
形
式
」
と
経
済
性

経
済
性
に
つ
い
て
言
え
ば
、
社
会
主
義
の
初
期
に
は
、
民
族
形
式
と
経
済
と
の
矛
盾
が
主
た
る
問
題
で
あ

っ
た
。
か
つ
て
、

一
九
三
〇
年
代

の
日
本
で
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
を
表
現
す
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
、
帝
冠
式
建
築
や
折
衷
主
義
建
築
と
は
全
く
対
立

ら

し
て
い
る
美
学
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
結
果
的
に
は
、
日
本
で
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
抑
圧
さ
れ
た
。

一
方
、

一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
中
国
の
社
会
主
義
建
築
美
学
で
は
、
工
業
化
を
基
礎
に
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
美
学
は
否
認
さ

れ
て
い
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
り
、
社
会
主
義
と
民
族
主
義
は
芸
術
領
域
に
お
い
て
結
び
付
け
ら
れ
、
社
会
主
義
の
民
族
形
式

は
建
築
美
学
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
美
学
は
、
公
認
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

い
う
全
体
主
義
の
特
徴
と
同
様
に
、
統
治
的
な
地
位
を
有
し
て
い
る
。
現
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実
に
、
工
業
化
生
産
、
と
り
わ
け
住
宅
生
産
は
、
社
会
主
義
初
期
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
住
宅
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
有

効
な
手
段
と
な

っ
た
。
工
業
化
に
お
け
る
、
美
学
上
の
否
認
と
現
実
上
の
必
要
と
の
矛
盾
は
、
解
放
後

一
〇
年
を
経
て
も
な
お
、

根
本
的
に
は
解
決
し
て
い
な
い
と
言
え
る
。

4

日
本

の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
と

の
関
連
性

ま
た

、

一
九
五
〇
年
代

の
中
国
と

一
九
三
〇
年

代

の
日
本
と

は
、

一
見
、
無
関
係
と
も
思
わ
れ
る
が
、
建

築
様
式

の
内
在

的

類
似
性

は
否
認

で
き
な

い
。
趙
冬
日
は
、
そ

の
糸
を
紡
ぐ
こ
と

の
出
来

る
稀
少
な
存

在
と
言
え

る
。

し
か
し

、
趙
冬
日
個
人
に

お
け

る
建
築
意
匠

の
導
入

は
、
決

し
て
、
日
中
建
築

の
類
似
性

に
至

る
唯

一
の
要
因

で
は
な
か

っ
た
。

な
ぜ

な
ら
、
「
民
族
様

式
」

の
建
築

は
当
時

の
中
国

に
は
数
多

く
存

在
し
て

い
た
の
で
あ

る
。

類
似

性

に
至
る
今

ひ
と

つ
の
要
因

は
、
両
国

に
存
在
し

て
い
る
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
問
題

で
あ
ろ
う

。
のた
だ

し
、
そ
れ
は
性

格
を
異

に
し
た
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
中
国

の
階
級
的
主
体
性

の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
対

し
て
、

日
本
は
日

本
を
中

心

に
し
た
大

ア
ジ
ア
主
義
、
ま
た
大
東
亜
共
栄
圏

の
思
想
を
背
景

に
し
た
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
で
あ

っ
た
。

趙
冬

日
は
多
く

の
留

学
生
と
同
じ
く
、
大
東
亜
共
栄
圏

の
思
想

に
反
対
す
る
ナ
シ

ョ
ナ
ル

.
ア
イ

デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
に
立
脚

し

て

い
る
。
彼
は

日
本

の
様
式
を
参

照
し

つ
つ
、

階
級
的
主
体
性

の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
を
表
現

し
て

い
る
こ
と

は
疑

い
な

い
。

こ

れ
は
建

築
表
現

の
類
似
性
に
見

ら
れ
る
根
本
的
な
相
違

で
あ

ろ
う

。

趙
冬

日
は
留

学
生
と
し

て
、

日
本

に
学

ん
だ
。
帰

国
後

、
中
国

の
社
会

に
生
き
、
中
国
建
築

の
歴
史

の

一
齣
を
演
出

し
た

。

彼
は
社

会
主
義
建
設
初
期

に
お
け
る
社
会
主
義

建
築
史

の
証
言
者

で
あ
り
、
ま
た
中
国

の
社
会
主
義
建
築

の
基
礎
を
築

い
た
人

物

で
あ

る
。
彼

に
よ

っ
て
設
計
さ
れ
た
人
民
大
会
堂
は
、

一
九

五
〇
年
代

に
お
け
る
中
国
政
治

の
総
合
的
産

物

で
あ
る
が
、
同
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時
に
こ
の
作
品
は
、
政
治
的
理
念
が
如
何
に
建
築
に
表
現
さ
れ
得
る
の
か
、
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
建
築
を
造
る
べ
き
か
に

つ
い
て
、
後
世
に
様

々
な
課
題
を
残
し
て
い
る
。

註
1

松
本
ま
す
み

『中
国
民
族
政
策
の
研
究
』
多
賀
出
版
、

一
九
九
九
年
二
月
、

一
二
頁
。

2

ゆ
8
Φ爵

け
〉
巳

塞

。p
冒

恥讐

①儀
9
臼
録
§
匙
$

莞

亀
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経
§
⑦
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賢
蠧

民

9
丶
①ミ

亀

憲
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ω
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ω
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Φ
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三
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ロ
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㊤
一
●
ベ
ネ

デ

ィ

ク

ト

・
ア

ン
ダ

ー

ソ

ン
著

、

白

石
隆

・
白

石

さ

や

訳

『想

像

の
共

同

体

ー

ナ

シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム

の
起

源

と

流

行

』

N

T

T

出

版

、

一
九

九

七

年

(増

補

版

)

を

参

照

。

3

>
暮
げ
o
口
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O
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ω
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イ
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と

エ

ス

ニ
シ

テ

ィ
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歴

史

社

会

学

的

考

察

』

巣

山

靖

司

他

訳

、

名

古

屋

大

学

出

版

会

、

一
㊤
り
り
。

ス

ミ

ス

は

エ

ス

ニ

ッ

ク

な

共

同

体

を

「
エ
ト

ニ

ー

①
昏

巳
①
」

と

呼

ぶ

。

そ

の
特

徴

は

①

名

前

を

持

つ
こ

と

。
②

共

通

の

血

統

神

話

。

③

歴

史

の
共

有

。

④

独

自

の

文

化

の
共

有

。

⑤

あ

る
特

定

の
領

域

と

の
結

び

つ
き

。
⑥

連

帯

感

。

ま

た

、
聞
菷
脅

貯

しd
髯

9

Φ
9
'
肉
陣
巨
o

爭

o
§

⑦

越

儀
bu
o
§

審

鼠
Φ
⑦
、
憲

①

⑦
o
隻
旺

Q
§

良
鎚

職
§

亀

G
巳
貯
、
Φ
b
蓐

丶
題

8

¢

q
巳
く
Φ
邑

9
けω
皆
ユ
畠

Φ
#

Ω
Φ
o
同
ひq
Φ
≧

δ
⇒

譽

創

d
⇒
註

戸

い
o
巳

8

一
り
①
P

(
フ

レ
ド

リ

ッ
ク

・
バ

ル

ト

編

『
エ

ス

ニ

ッ
ク
集

団

と

境

界

』

(
序

文

の

み

)

青

柳

ま

ち

こ
編

『
「
エ

ス

ニ

ッ
ク

」

と

は

何

か

ー

エ

ス

ニ
シ

テ

ィ

基

本

論

文

選

』

新

泉

社

、

一
九

九

六

年

所

収

)

を

参

考

。

4

卑

δ
巨

①

ゆ
巴
磊
輿

き

α

H
日
白
鋤
自

色

亳

邑

興

誓
①
一戸

肉
讐

①
℃
憙

駄
o
員

亀
題
の
9

い
巴
)
①
8

口
く
Φ
昌
ρ

℃
9

ωL

り
。。
鉾

若

森

章

孝

他

訳

『人

種

・
国

民

・
階

級

揺

ら

ぐ

ア
イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ
』

大

村

書

店

、

一
九

九

七

年

。

5

稲

垣

栄

三

「
合

理

主

義

の
方

向

転

換

」

『
日

本

の
近

代

建

築

[そ

の
成

立

過

程

]
』

鹿

島

出

版

会

、

一
九

七

九

年

、

下

巻

参

照

。
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趙
冬
日
年
譜

一
九

一
四
年
九
月

遼
寧
省
彰
式
県
出
身

一
九

三

一
年

北
平

の
高
校

へ

一
九
三
四
年

日
本

へ
、
日
本
語
を
習
う

一
九
三
五
年

早
稲
田
高
等
工
学
校
入
学
、
予
科

一
九
三
八
年

早
稲
田
高
等
工
学
校
卒
業
、
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
建
築
科
入
学
。
土
木
を
学
習
す
る
た
め
に
日
本
に
留
学
し

た
が
、
建
築
を
選
択
し
た
。
在
学
期
間
文
学
作
品
を
発
表
。
師
は
伊
東
忠
太
、
田
辺
泰
、
佐

藤
武
夫
、
佐
藤
功

一
で
あ
る
。
卒
業
設
計
は

「大
陸
に
建

つ
農
民
会
館
」
、
卒
業
論
文
は

「
中
国
建
築
装
飾
に
就

い
て
」

(伊
東
忠

太

『支
那
建
築
装
飾
』
全
三
巻
、

一
九
四

一
-

四
二
年
)、
国
会
議
事
堂
を
見
学
。

一
九

四

一
年
三
月

早
稲
田
大
学
卒
業
、
北
京

へ
戻

っ
て
、
華
北
交
通
株
式
会
社
就
職

一
九

四
二
年

北
平
大
学
工
学
院
建
築
系
教
授

(1

一
九
四
四
年
)

一
九

四
三
年

『中
国
庭
園
と
国
民
性
』

(
『華
北
建
築
』
第
二
〇
号
)
を
発
表

一
九

四
四
年

河
北
省
建
築
庁
営
造
科

(保
定
、
-

一
九
四
五
年
)

一
九

四
六
年

東
北
大
学
建
築
系
教
授
、
系
主
任

一
九

四
九
年

北
洋
大
学
建
築
系
教
授
兼
河
北
省
高
等
工
業
職
業
学
校
校
長

一
九

五
〇
年

建
国
後
、
北
京
建
設
局
計
画
処
副
処
長
、
四
月
二
〇
日

「首
都
建
設
計
画
に

つ
い
て
の
意
見
」

(朱
兆
雪
共
著
、

自
刊
)
を
発
表

一
九
五
三
年

北
京
建
築
専
科
学
校
副
学
長

(i

一
九
五
五
年
)
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一
九
五
四
年

北
京
市
建
築
設
計
院
總
工
程
師
を
兼
任
、
そ

の
後
、
北
京
市
計
画
局
主
任
、
北
京
市
全
体
計

画
の
責
任
者
と
な

っ
た

一
九
五
四
年

中
央
直
属
機
関
礼
堂
を
設
計

一
九
五
四
年

北
京
同
仁
医
院
を
設
計

一
九
五
五
年

全
国
政
治
協
商
会
議
ホ
ー
ル
を
設
計

一
九
五
五
年

北
京
市
委
員
会
ビ
ル
を
設
計

一
九
五
六
年

「論
医
院
建
築
」
(『建
築
学
報
』

一
九
五
六
年

一
月
)
、
「全
国
政
協
ホ
ー
ル
」
(「全
国
政
協
礼
堂
」
『建
築
学
報
』

一
九
五
六
年

一
月
)
、
「論
劇
場
建
築
」

(『建
築
学
報
』

一
九
五
六
年
三
月
)
、
社
会
主
義
学
院
を
設
計

一
九
五
七
年

北
京
市
城
市
計
画
管
理
局
總
建
築
師
。
「
北
京
市
北
郊

一
居
住
区

の
計
画
図
案
と
住
宅
設
計
」

(「
北
京
市
北
郊

一

居
住
区
的
規
画
方
案
和
住
宅
設
計
」

『建
築
学
報
』

一
九
五
七
年
二
月
)
、
「北
京
市
児
童
医
院

の
建
築
設
計
を
論

じ
る
」

(『建
築
学
報
』

一
九
五
七
年
九
月
)
、
「建
築
界
の
野
心
家
と
陰
謀
家

華
攬
洪
」

(「建
築
界
的
野
心

家
和
陰
謀
家

華
攬
洪
」

『建
築
学
報
』

一
九
五
七
年
九
月
)
を
発
表
。
城
市
計
画
委
員
会
顧
問

一
九
五
七
年

北
京
イ
ス
ラ
ム
教
経
学
院
を
設
計
。
共
産
党
に
入
党
。
○
八
倶
楽
部

・
民
族
事
務
委
員
会
住
宅
を
設
計

一
九
五
八
年

ソ
連
を
訪
問
、
国
際
建
築
協
会
に
参
加
、
梁
思
成
も
参
加
、
発
言
。
日
本
の
黒
川
紀
章
も
参
加

一
九
五
八
年

人
民
大
会
堂
、
天
安
門
広
場
を
設
計
。
「北
京
市
白
紙
坊
居
住
団
地
の
改
造
計
画
図
案
」

(「北
京
市
白
紙
坊
居
住

小
区
的
改
建
規
劃
方
案
」

『建
築
学
報
』

一
九
五
八
年

一
月
)
を
発
表

一
九

五
九
年

「天
安
門
広
場
」
『建
築
学
報
』

一
九
五
九
年
九
月
、
「建
築
事
業
上
集
体
創
作
的
範
例
」
『建
築
学
報
』

一
九
五

九
年
九
月
)
を
発
表

一
九
六
〇
年

「人
民
大
会
堂

の
設
計
図
案
の
鑑
定
か
ら
新
建
築
ス
タ
イ
ル
を
語

る
」

(「人
民
大
会
堂
的
設
計
方
案
評
選
来
談
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新
建
築
風
格
的
成
長
」
『建
築
学
報
』

一
九
六
〇
年
二
月
)
を
発
表

一
九
六
三
年

「北
陽
村
実
験
団
地
計
画
と
住
宅
設
計
」

(「北
陽
村
実
験
小
区
規
劃
与
住
宅
設
計
」

『建
築
学
報
』

一
九
六
三
年

三
月
)
を
発
表

一
九
八
○
年

「住
宅
建
築
を
よ
り
合
理
的
に
設
計
す
る
」

(「把
住
宅
建
築
設
計
得
更
合
理
」
『北
京
日
報
』

一
九
八
○
年
五
月

一
九
日
)
、
「首
都
建
設
に
は

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
必
要
と
し
、
さ
ら
に
、
詳
細
計
画
も
必

要
」

(『北
京
日
報
』

一
九
八
○
年
六
月
二
五
日
)
、
「人
口
の
分
布
を
改
善
し
、
人
口
密
度
を
減
少
す
る
」
(
『北
京

日
報
』

一
九
八
○

年
六
月

二
一二
日
)
、
「済
南
建
築
が
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
持

つ
」
(「済
南
建
築
当
形
成
自
己
的
風
格
」
『済
南
日
報
』

一
九
八
○
年
九
月
七
日
)
、
「東
京
都
都
市
建
設
考
察
見
聞
」
(
『北
京
日
報
』

一
九
八
○
年
十

二
月
二
九
日
)
を

発
表

一
九
八

一
年

「
北
京
の
計
画
問
題
と
考
え
」
(「北
京
的
規
劃
問
題
和
設
想
」

『北
京
規
劃
建
設
』

一
九
八

一
年
二
月
)
を
発
表

一
九
八
二
年

「
社
会
主
義
国
家

の

「
計
画
的
に
、
比
率
に
よ
り
発
展
」

の
法
則
か
ら
北
京
市

の

マ
ス
タ
プ

ラ
ン
を
見
る
」

(『建
築
学
報
』

一
九
八
二
年
五
月
)
を
発
表

一
九
八
四
年

「建
国
三
十
五
年
来
首
都
公
共
建
築
の
業
績
」

(「建
国
三
十
五
年
来
首
都
公
共
建
築
的
成

就
」
『建
築
学
報
』

一
九
八
四
年
九
月
)
を
発
表

一
九
八
五
年

「北
京
長
安
街
計
画
の
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
」

(『建
築
学
報
』

一
九
八
五
年
三
月
)
を
発
表

一
九
八
六
年

「創
新
に
つ
い
て
」

(「試
談
創
新
」
『建
築
学
報
』

一
九
八
六
年
三
月
)
、
「首
都
発
展
計
画

に
つ
い
て
数
個
問
題

の
検
討
」

(「首
都
発
展
規
劃
中
幾
個
問
題
的
検
討
」
『建
築
学
報
』

一
九
八
六
年
十
二
月
)
を

発
表

一
九
八
八
年

「北
京
発
展
戦
略
研
究
の
中
若
干
問
題
を
再
議
す
る
」

(「再
論
北
京
発
展
戦
略
研
究
中
的
若
干
問
題
」
『建
築
学

報
』

一
九
八
八
年
五
月
)
を
発
表
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一
九
八
九
年

「私

の
中
国
建
築
に
つ
い
て
の
理
解
と
展
望
」
(「
我
対
中
国
建
築
的
理
解
与
展
望
」
『中
国
建
築
評
析
与
展
望
』

一
九
八
九
年
四
月
)
、
「北
京
の
当
代
建
築
」

(「北
京
的
当
代
建
築
」
『建
築
創
作
』

一
九
八
九

年
十
月
)
を
発
表

一
九
九
〇
年

「北
京
地
区
住
宅
方
面
の
若
干
問
題
を
論
じ
る
」

(「論
北
京
地
区
住
宅
方
面
的
若
干
問
題
」

『建
築
学
報
』

一
九

九
〇
年
五
月
)、
「古
都

ス
タ
イ
ル
と
現
代
化
発
展
を
論
じ
る
」

(『建
築
学
報
』

一
九
九
〇
年
十
二
月
)
を
発
表

一
九
九

一
年

北
京
同
仁
医
院
新
ビ
ル
。
「求
知

・
突
破

・
深
化
」

(「求
知

・
突
破

・
深
入
」

『建
築
師
的
修

養
』

一
九
九

一
年

七
月
)
を
発
表

一
九
九
二
年

「住
宅
発
展

の
動
き
に
つ
い
て
分
析
」
(「住
宅
発
展
動
向
浅
析
」

『建
築
創
作
』

一
九
九
二
年

二
月
)
、
「
医
院
建

築
設
計
の
探
索
」
(「医
院
建
築
設
計
的
探
索
」
『建
築
学
報
』

一
九
九
二
年
六
月
)
を
発
表

一
九
九
三
年

徐
向
前
元
帥
記
念
碑
を
設
計
。
「北
京
天
安
門
広
場
東
西
地
区

の
計
画
と
建
設
」
(「
北
京
天
安
門
広
場
東
西
地
区

的
規
劃
与
建
設
」
『建
築
学
報
』

一
九
九
三
年

一
月
)
を
発
表

一
九
九
四
年

「北
京
都
市
計
画
と
建
設
の
感
想
に
つ
い
て
」

(「関
於
北
京
城
市
規
劃
与
建
設
的
感
想
」

『建
築
創
作
』

一
九
九

四
年

一
月
)
、
「都
市
特
色
な
ス
タ
イ
ル
の
継
承
と
発
展
」

(「城
市
独
特
風
貎
的
継
承
与
発
展
」

『建
築
学
報
』

一

九
九
四
年
二
月
)、
「人
民
大
会
堂
の
設
計
過
程
を
回
憶
す
る
」
(「
回
憶
人
民
大
会
堂
設
計
過
程
」
『北
京
文
史
資

料
』
恥
四
九

・
一
九
九
四
年
二
月
、

一
ニ
ー
三
二
頁
)
を
発
表
。
世
紀
村
H
区
六
号
楼
、
天
井
式
高
層
住
宅
、

北
京
金
融
街
詳
細
計
画
図
案
を
設
計

一
九
九
七
年

投
資
招
商
ビ
ル
を
設
計

一80一



発表を終えて

京都のお寺や町並みは夙に有名で、古 より中国文化 との深い関

係が偲ばれる都市であ ります。 日中文化交流史を研究 している私

にとって、京都は一度は住んでみたいと憧れていた場所で もあ り

ました。

今回、夢のようなチ ャンスをいただき、京都の西、美 しい山に

抱かれ、季節の変化を満喫 しなが ら、充実 した一年の研究生活 を

送ることがで きました。

日文研の国際 ・学際的な研究環境は非常に刺激的なもので、私

は様 々な専門の研究者 との交流 を通 して、問題意識 を醸成させ、

さらに、これまで自分が抱いてきた問題を解決へ と導き、研究 を

スムーズに進展 させることができました。ここに、 日文研の諸先

生方、 また客員の先生方 に厚 く感謝申し上げます。

今回のフォーラムで発表 した内容は、日中間における都市 ・建

築文化交流史の一部であ ります。現在進行中の研究でもあるため、

内容的には再検討を要する部分 もあろうかと思いますが、最後ま

で熱心にご清聴 いただ きまして、有 り難 く感 じました。また、原

稿 を推敲 している問、井上章一先生、劉建輝先生には貴重な助言

を戴き、心から感謝いたします。

最後になりましたが、研究期間中、常に惜 しみない協力を傾 け

て下さった研究協力課、図書館、情報課の方々に深 く感謝申し上

げます。

京都の一年は、私にとって忘れ られない一年 とな りま した。有

り難 うございました。

彳含蘇斌
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日文研 フォー ラム開催 一覧(101回 以 降)

屆 年 月 日 発 表 者 ・テ ー マ 丶

KIMUchang

金 禹昌(高 麗大学校文科大学教授 ・日文研客員教授)
リヴィア・ モ 不

LiviaMONNET

(モン トリオール大学準教授 ・日文研来訪研究員)
カ ー ル ・ モ ス ク

⑪
9.11.11

(1997)

CarlMOSK(ヴ ィ ク トリア大学教授 ・日文研客 員教 授)
ヤ ン ・ シ コ ラ

要鴇ρ恐g罫A(カ レル大学助教授 ・日文研客員助教授)
鶴田 欣也

(ブリティッシュコロンビア大学教授 ・日文研客員教授)

パ ネルデ ィスカ ッシ ョン

「日本および日本人一外か らのまなざし」

ジ ョ ナ ・サ ル ズ

⑫
9.12.9 JonahSA:LZ(龍 谷 大学助教 授)

「猿から尼まで一狂言役者の修業」

KANGShin-pyo

10.1.13
姜 信杓

103
(1998) (仁済大学校人文社会科学研究所教授 ・日文研客員教授)

「京都考見録:韓 国文化人類学者の経験」

⑭
10.2.10 響 旻1撰(山 東大学教授 ・日文研客員教授)

「中世禅林の異端者一一休宗純 とその文学」

シュテファン・カ イ ザ ー

105
10.3.3 StefanKAISER(筑 波 大 学教授)

「和魂漢才、和魂洋才一語彙 ・表記に見る日本文化の特性」

ス ミ エA.ジ ョ ー ン ズ

10.4.7
SumieA.JONES

106 (インディアナ大学教授 ・日文研客員教授)

「幽霊 と妖怪の江戸文学」

リヴ ィア ・ モ ネ

10.5.19
LiviaMONNET

107 (モントリオール大学準教授 ・日文研来訪研究員)

「映画と文学の問に一金井美恵子の小説における映画的身体」

Hiroshi麗 へ組

⑱
10.6.9 島崎 博:(レ スブリッジ大学教授 ・日文研客員教授)

叉 「化粧の文化地理」 ノ



〆
⑲
10.7.14

(1998)

霊・・覊(バ ッサー大学助鰕.日 文研来訪礪 員)丶

「なぜ荘子の胡蝶は俳諧の世界に飛ぶのか
一詩 的イ メー ジ としての典故一 」

ブ ル ー ノ・ リ ー ネ ル

10.9.8
BrunoRHYNER(チ ュ ー リッヒ大学講 師 ・ユ ング派精神分析

110 家 ・日文研客員助教授)

「日本の教育がかかえる問題点」

ア ハ マ ド ・ム ハ マ ド ・ フ ァ ト ヒ ・モ ス タ フ ァ

⑪
10.10.6

AhmedM.F.MOSTAFA

(カ イ ロ大 学講師 ・日文研客員助教 授)

「『愛玩』一安岡章太郎の 『戦後』のはじまり」

ア リ ソ ン・ ト キ タ

⑫
10.11.10

AlisonMcQUEEN-TOKITA

(モナ シュ大学助教授 ・日文研客員助教授)

「『道行 き』 と日本文化一芸能を中心 に」

グ レ ン ・ フ ッ ク

10.12.8
GlennHOOK

113 (シェフィール ド大学教授 ・東京大学客員教授)

「地域主義の台頭 と東アジアにおける日本の役割」

DUQin

杜 勤

⑭
11.1.12

(1999)
(華東師範大学助教授 ・華東師範大学外国語学院

第2学 部副学部長 ・日文研客員助教授)

「『中』の シンボ リズ ムにつ いて一 宇宙論 か らの アプローチ」

シ ー プ ・ ス ミ ス

11.2.9
SheilaSMITH

115 (ボス トン大学助教授 ・日文研客員助教授)

「日本の民主主義一沖縄か らの挑戦」

エ ドウィンA.ク ラ ン ス ト ン

⑯
ll.3.16

EdwinA.CRANSTON

(ハ ー バ ー ド大学 教授 ・日文研 客員教授)

「うたの色々:翻 訳は詩歌の詩化または死化?」

ウ ィ リ ア ムJ.タ イ ラ ー

⑰
11.4.13

WilliamJ.TYLER

(オ ハ イオ州 立大学助教授 ・日文研客 員助教授)

「石川淳著 『黄金傳説』その他の翻訳について」

KIMJiKyun

硬
11.5.11 金 知見(韓 国 ・仏教教育大学大学院長 ・日文研客員教授)

「内藤湖南先生の眞蹟一高麗太祖顕陵詩」 ノノ



r 畝轍 黼 もi6丶
119
11.6.8

(1999)
(モンテネグロ共和国政府民営化推進部外資担当課長 ・

日文研客員助教授)

「言葉いろいろ一 日本の言葉に反映された文化の特徴」

ザ三腰・睾掌 斃

⑳
11.7.13 (米 国 ・ケ ドレン精神衛 生セ ンター箱庭療法 トレーニ ングコン

サルタン ト・日文研客員助教授)

「心理臨床の場に映った私生活の中の暴力と社会の中の暴力」

SONGMin

⑪
11.9.7 宋 敏(韓 国 ・国民大学校文化大学学長 ・日文研客員教授)

「明治初期における朝鮮修信使の日本見聞」

ジ ャ ン ーノ エ ル ・A.ロ ベ ー ル

⑰
11.10.12 Jean-NoelA.ROBERT

(フ ラ ンス ・パ リ国立高等研 究 院教授 ・日文研客 員教 授)

「二十一世紀の漢文一死語の将来一」

ヴラデ ィス ラブ ・ニ カ ノ ロ ヴ ィ ッ チ ・ゴ レ グ リ ャ ー ド

VladislavNikanorovichGOREGLIAD

⑱
11.11.16 (ロシア科学アカデ ミー東洋学研究所サンク トペテルブルク

支部極東部長 ・日文研客員教授)

「鎖国時代のロシアにおける日本水夫たち」

⑭
11.12ユ4

X.JieYANG

楊 暁捷(カ ルガリー大学準教授 ・日文研客員助教授)

「鬼のいる光景一絵巻 「長谷雄草紙』を読む一」

エ ミ リ ア ・ ガ デ レ ワ

⑮
12.1.ll

(2000)

EmiliaGADELEVA(日 文研中核的研究機関研究員)

「年末 ・年始の聖なる夜
一西欧 と日本の年末 ・年始の行事の比較的研究」

⑭
12.2.8

LEEEungSoo

李 応寿(世 宗大学校副教授 ・日文研客員助教授)

「東アジア獅子舞の系譜一五色獅子を中心に一」

ア ン ナ ・ マ リ ア ・ ト レ ー ン ハ ル ト

12.3.14
AnnaMariaTHRANHARDT

127 (デュッセル ドルフ大学教授 ・日文研客員教授)

「皇室 と日本赤十字社の始まり」

ペ ッ カ ・コ ル ホ ネ ン

⑱
12.4.11

PekkaKORHONEN

(ユ ワ ス クラ大学教授 ・日文研 客員助教授)

又 「アジアの西の境」 ノ



嘱 12.5.9
(2000)

豐J欝(国 立全献 学鬮 鞭.日 文研客黝 教授)丶

「五 ・七 ・五 、 日本 と韓 国」

ケ ネ スL.リ チ ャ ー ド

KennethL.RICHARD

⑳
12.6.13 (県立長崎シーボル ト大学教授 ・日文研客員教授)

「出島一長崎一 日本一世界 憧憬の旅

サダキチ ・ハル トマ ン(1867-1944)と 倉場富三郎(1871-1945)」

リ ュ ド ミ ラ ・ホ ロ ド ヴ ィ ッ チ

12.7.11
LyudmilaHOLODOVICH

131 (ソフィァ大学助教授 ・日文研客員助教授)

「お盆と正教の五旬祭一比較的なアプローチー」

⑫
12.9.12

マ ー ク ・ メ リ

MarkMELI(日 文研外来研究員)

「『物のあはれ』とは何なのか」

リ チ ャ ー ド ・ル ビ ン ジ ャ ー

12.10.10
RichardRUBINGER

133 (インディアナ大学教授 ・日文研客員教授)

「読み書きで きなかったのは誰か一明治の日本」

SHINYQng-tae

⑭
12.11.14

辛 容泰

(東国大学校日本学研究所研究員・日文研客員教授)

「日本語 の 『カゲ(光 ・蔭)』外一 日本文化 のルー ツを探 る一 」

CAIDunda

12,12.12
蔡 敦達

135 (同済大学日本学研究所助教授 ・日文研客員助教授)

「中国文人が観た明治日本一旅行記 を読む一」

バ ル ト・ガ ー ン ズ

!36
13.2.6 BartGAENS(日 文研中核的研究機i関研究員)

(2001) 「長者の山一近世的経営の日欧比較一」

ポ ー ル ・S.グ ロ ー ナ ー

13.3.6
PaulS.GRONER

137 (ヴァージニア大学教授 ・日文研客員教授)

「仏教の戒律 とは何か?」

⑱
13.4.10

LIZhuo

李 卓(南 開大学教授 ・日文研客員教授)

「中日姓名の比較について一親族の血縁性 と社会性一」

エ ッ ケ ハ ル ト・ マ イ

⑳
13.5.8

EkkehardMAY

(フ ラ ンクフル ト大学教授 ・日文研客 員教 授)

殴 「西洋における俳句の新しい受容へ」 ノ



〆

⑭
13.6.12

(2001)

潔 撫(日 文研外臥 研究員)丶

「中国現代建築の成立基盤
一留日建築家 ・趙冬 日と人民大会堂一」

ヘ ン リ ーD .ス ミ ス

13.7.10
HenryD.SMITH,H

141 (コロンビア大学教授 日文研外国人研究員)

「忠臣蔵再考一四十七士の三百年一」

ジ ョ ナ サ ンM,オ ー ガ ス テ ィ ン

⑭
13.9.18 JonathanM.AUGUSTINE(日 文 研外 来研 究員)

「聖 人伝、高僧伝 と社会事業一 古代 日本、 ヨーロ ッパの高僧 を

中心 に一 」

ア レ クサ ン ダ ー ・ボ ビ ン

13.10.9
AlexanderVOVIN

143 (ハワイ大学準教授 ・日文研客員助教授)

「日韓上代言語域:神 と国と人 と」

GUANWenNa

144
13.11.13 官 文娜(日 文研外国人研究員)

「日本社会における 『近親婚』 と中国の 「同姓不婚』 との比較」

チ グ サ キ ム ラ ス テ ィ ー ブ ン

13.12.11
ChigusaKIMURA-STEVEN

145 (ニュージーランド・カンタベリー大学準教授・日文研外国人研究員)

「大庭みな子『三匹の蟹』:ミニスカー ト文化の中の女 と男」

SHINChanHo

146
14.1.15

(2002)
申 昌浩(日 文研中核的研究機関研究員)

「親日仏教 と韓国社会」

マ シ ミ リ ア ー ノ ト マ シ

14.2.12
MassimilianoTOMASI

147 (ウェスタン ワシン トン大学準教授 ・日文研外国人研究員)

「近代詩における擬声語について」

JEONGHyeKyeong

鄭 惠卿

148
14.3.12

(世宗大学校人文科学大学副教授 ・日文研外国人研究員)

「日韓言語文化の比較一語 る文化 と語 らぬ文化一」

マ ッ シ ュ ー フィリップ マ ッ ケ ル ウ ェ イ

14.4.9
MatthewPhilipMcKELWAY

149 (ニューヨーク大学助教授 ・日文研外国人研究員)

叉 「初期洛中洛外図の人脈と武家作法一三条本を中心に一」 ノ



〆
14.5.14
攀繁躍 丶

150
(2002) (東西心理学研究所所長 ・日文研外国人研究員)

「禅心理学的生命観」

14.6.11

LUYI

魯 義
151 (中国 ・北京外国問題研究会教授 ・日文研外国人研究員)

「中日関係 と相互理解」

ア レクシ ア ボ ロ

14.7.9
AlexiaBORO

152 (イタリア カ ・フォスカリ大学助手 ・日文研外国人研究員)

「建物 と権カー明治初期の東京の建築について」

YEEMilim

14.9.10 李 美林
153 (日文研外国人研究員)

殴 「近世後期 『美人風俗図』の絵画的特徴一 日韓比較一」 ノ

○ は報 告 書既 刊

なお 、 報告 書 の全 文 をホ ー ム ペ ー ジ で見 る こ とが 出 来 ます 。

http://www.nichibun.acjp/dbase/forum.htm
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■ 日時

2001年6月12日(火)

午後2時 ～4時

■ 会場

国際交流基金 京都支部
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